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The Implication of "Siren" 

The lotus has been the theme of painting. and there many master workヽwhich delineate it. Its nower 

is pure and innocent. and gives the feeling of loneliness and silence after it is withered. Chiba is where 

ancient lotus was discovered and its life was reinstated. Coincidentally. the Chiba City Museum of Art 

is located on a street made by reclaiming the lotus field called Lotus Pond(Hasu-ike) in ancient llimes 

Siren has same phonetic expression as Siren in Greek mythology who lured mariners to their 

destructtion. The name of the bulletin was decided with the intention to weave the beautiaes of both 

preぺent and ancient times as if harvesting the lotus and to discuss the arts which lure us like a siren. 

Chiba City Museum of Art 

千
菜
市
美
術
館

る
芸
術
に
就
い
て
論
ず
べ
く
本
誌
の
題
を
定
め
た。

辿
は
占
米
の
画
題
で
あ
り
そ
れ
を
描
い
た
名
画
が
多
い。

そ
の

花
は
清
粋
無
垢、

ま
た
枯
れ
て
は
寂
塞
の
伯
を
も
た
ら
す。

千
菜
は
古
代
辿
の
種
が
発
掘
さ
れ
現
代
に
命
を
復
活
し
た
町
で

あ
り、

奇
し
く
も
千
葉
市
美
術
館
は
古
に
は
蓮
池
（
は
す
い

け）

と
呼
ば
れ
述
の
漂
う
池
を
埋
立
て
た
と
い
う
い
わ
れ
の
繁

禅
街
に
位
閥
す
る。

音
通
す
る
£re
n
は
美
応
を
し
て
船
乗
り

を
誘
惑
し
難
破
さ
せ
る
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
栂
の
梢
で
あ
る。

述

を
採
る
が
如
<
rll
今
の
美
を
紡
ぎ、

妖
精
の
如
く
人
を
魅
惑
す

採
蓮
の
い
わ
れ

5
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日
本
統
治
期
の
台
湾
美
術
に
つ
い
て
は、

近
年
洋
両
を
中

心
に
綿
密
な
検
証
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が、

版
画
に
関

し
て
は
未
だ
着
手
さ
れ
て
お
ら
ず、

さ
さ
や
か
な
が
ら
「
削

作
版
画
運
動」
と
呼
ぶ
べ
き一
連
の
出
米
事
の
あ
っ
た
こ
と

も
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
な
い(at
l
)。

本
稿
で
は
一
九――̂

0
年
代
の
台
湾
に
お
け
る
版
画
を、

と
り
わ
け
そ
の
中
心
に

い
た
西
川
滴（一
九
〇
八
ー
九
几）
に
光
を
あ
て
な
が
ら
蜆
察

し、

明
治
期
末
に
表
現
手
段
と
し
て
内
認
識
さ
れ
て
以
来、

次
第
に
成
熟
し
つ
つ
あ
っ
た
「
内
地」
の
版
圃
が
「
外
地」

台
病
で
受
容
さ
れ、

さ
ら
な
る
果
実
を
生
ん
だ
ひ
と
つ
の
例

を
紹
介
し
た
い。

西
川
満
は
「
華
鹿
島」（注
2
)

こ
と
台
洒
を
熱
烈
に
笠
美
し

た
詩
人
で
あ
り、
一
時
期
の
台
湾
文
坑
を
支
え
た
編
集
者
で

あ
り、

ま
た
筏
を
尽
く
し
た
限
定
本
を
残
し
た
造
本
家
で
も

あ
り、

後
年
は
宗
教
家
と
し
て
知
ら
れ
た
人
で
あ
る。

活
動

の
多
彩
さ
に
比
し
て
あ
ま
り
語
ら
れ
な
い
の
は、

そ
の
独
袴

的
な
性
格
や
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
の
域
を
出
な
か
っ
た
台
笥
ヘ

の
眼
差
し、

さ
ら
に
は
い
わ
ゆ
る
呈
民
化
政
策
へ
の
協
力
な

ど
が、

戦
後
台
約
と
日
本
の
双
方
で
激
し
い
非
難
の
対
象
と

は
じ
め
に

な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う。

し
か
し
な
が
ら
西
川
は、

そ
の
独

自
の
美
意
識
で
川
上
澄
生
や
谷
中
安
規、

恩
地
孝
四
郎
と
い

っ
た
版
画
家
を
評
価
し、

彼
ら
と
親
交
を
結
び、

台
湾
の
地

に
創
作
版
両
を
呼
び
込
も
う
と
し
た
人
で
あ
っ
た。

そ
れ
は

忘
れ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
し、

ま
た
西
川
の
軌
跡
を
追
う

こ
と
は、
•
JL-
1
0
年
代
の
版
両
の
重
要
な一
面
を
照
ら
す

こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う。

『
姻
祖』

一
几―·1
0
年
代
に
台
北
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
姻
祖』
と

い
う
雑
誌
が
あ
る（
図
1
)。

編
輯
兼
発
行
人
は
西
川
満(Jf
3
)、

姻
祖
苔一
尻（壮
4
)

よ
り一
九
二
四
年―
0
月
に
創
刊
さ
れ、

ニ

八
年
＝
月
に
通
巻
一
六
冊
で
終
刊
と
な
っ
た
詩
誌
で
あ

る（北
5
}。

造
本
家
と
し
て
の
西
川
を
語
る
際
に
は
記
念
す
べ

き
最
初
の
作
品
と
し
て
必
ず
言
及
さ
れ
る
も
の
だ
が、

版
画

史
の
な
か
で
ふ
れ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い。

け
れ
ど
も

川
上
澄
生
や
谷
中
安
規、

橘
小
夢、

小
林
朝
治
と
い
っ
た
作

家
た
ち
が
参
加
し、

ま
た
立
石
鉄
臣
と
宮
田
弥
太
朗
と
い
う

ふ
た
り
の
台
笥
在
住
者
が
人
い
に
刀
を
ふ
る
っ
た、

木
版
両

を
満
載
し
た
頁
董
な
資
料
で
あ
る。

ま
ず
は
そ
の
概
略
を
記

華
麗
島
の
創
作
版
画
ー
一

九――-
0
年
代
・

台
湾
ー

タ
イ
ト
ル
の
姻
祖
と
は、

主
に
中
国
南
方
の
沿
作
地
域
で

崇
拝
さ
れ
て
い
る
女
神
の
名
で
あ
る。

も
と
は
淘
上
安
全
を

司
る
神
で
あ
っ
た
が、

の
ち
に
人
聞
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

を
守
護
す
る
存
在
と
な
っ
た。

台
湾
で
は
特
に
信
仰
が
篤
く

あ
ま
た
の
廟
が
あ
る
と
い
う
が、

西
川
は
生
涯
を
通
じ
て、

つ
ま
り
離
台
後
も
姻
祖
神
を
敬
い、

そ
の
信
心
を
も
と
に
後

年
天
后
会
と
い
う
宗
教
団
体
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
る。

ポ

教
色
が
濃
い
の
は
名
ば
か
り
で
は
な
い。

誌
上
に
も
多
く
の

神
像
版
画
が
あ
り、
時
に
は
金
紙
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
て、
そ

れ
が
こ
の
雑
誌
に
独
特
の
ム
ー
ド
を
与
え
て
い
る（
図
2
)。

す
こ
と
か
ら
始
め
た
い。

l一

1,11 堺

9髪鳥書拿鳩

・
1

こi
--

—
→ 

(I)屯祖』 ，冊la紙 「妍祖刷より採果」
作者は宮田弥太朗

西
山
純
子

7
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(8) 『糾駐ll』 巻遭より川上澄＇tの詩「ゑげれすいろは人物Mi
遺 P stands for Postman」と宮Ill弥太朗による挿絵

四
阿）
で
限
定―·1
0
0
部 、

じ
め ．一
〇
銭
で
あ
っ
た
が 、

の
で
あ
る 。 揉‘

磁

毒;, : i � n ・で。•—.' •’ " ‘· , . , 

i : : i ; ; t : 
`, ; ;, : 9 ;‘’ ． ． ，＇｀ ＂て•鴫青．．釦9 9 
； i ; i ? ；ヽ；, • ̀  •、•.,.“^ 9 9 •ヽA * 9..,. 

饂t ; ; ; ! ; : iし・9, 9 99 9,' i ? ; 9 t : : i • ; I t t t : I， 
• H�U rと：．
： ：と9 A'; ; iり• ? ; 9 : ; }、,
• : ; t 1 ; 9 ? :
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(9) 『姻Hi』-ー．巻二1t11よりIIIL澄’I:の，］寺「岡蒸気の唄」と9r.l;
鉄臣によるカット

つ・

iJl.銭，・こ貫 9置9

．．鼻•繁●

襲
ff
撓

(1:l)『Hり卜[l』＝．荏四冊表紙
立石鉄1互｛叩牛図）

(12)『妍祖』三咎三冊目絵
谷中安規（伍チ図〉

i 

• I 一UI.9 i 

(II)『媒祖』-:．巻こ冊より
小林り］治〈台洒人形）

し．こ·
(7)『他祖J :& :mr,, 絵

谷中安規（質f•像）

護ミ
這鯵

(JO) r剣祖』 ·.咎-.IIいより
川上澄生によるカット

打口
誌
的
な
巾
柄
を
述
べ
て
お
く
と
発
行
は
年
六
回（
の
ち

サ
イ
ズ
は
各
冊
約
て
二•
O
X

d

し
•

O
cm 、

頁
数
は一 •
O
S

四
0
秤
疫
で
あ
る 。

価
格
は
は

一
必

：一
冊
か
ら一―-
0
銭
と
な

り 、
・一 ．

巻
に
な
る
と
丘
〇
銭 、

六
0
銭
と
ヒ

が
っ
て
ゆ
き 、

終
刊
時
に
は
八
0
銭
で
あ
っ
た 。

印
刷
所
は
台
北
市
栄
町
に

あ
っ
た
松
浦
困
印
刷
部 。

台
湾
時
代
に
西
川
が
手
が
け
た
限

定
本
は
す
べ
て
こ
こ
で
刷
ら
れ
て
い
る 。

「
令
ペ
ー

ジ
に
和
紙
を
川
い 、

表
紙
や
カ
ッ
ト
は
す
べ
て
木

版 、

11
絵
に
は
祭
典
に
用
い
る
金
紙
の
実
物
な
ど
を
貼
っ

た」{ltb：
と
の
西
川
の··:1＂
簑
ど
お
り
で 、

造
り
は
と
い
う
と

か
な
り
竹
沢
な
も

版
画
に
注
政
し
な
が
ら
内
容
を
見
て
ゆ
こ
う 。

木
版
は
す

で
に
削
刊
時
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
が 、

誌
面
の
諸
所
を
埋
め

る
よ
う
に
な
る
の
は ．i-
五
年^

＾
月
の
第一 ．．
 冊
か
ら
で
あ
る 。

第
四
冊
で
川
K

澄
生
の
カ
ッ
ト

が
は
じ
め
て
現
れ 、

そ
し
て

9
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(3) 『糾祖』五 llll （版 1tfii刃） i｛紙
、出 Ill弥太朗〈花娘｝

以
後
終
llj
に
至
る
ま
で 、

多
く
の
版
両
が
『

匙
祖』
を
飾

け
で
あ
る 。

は
誌
ヒ

で
の
「

詩
と
版
両」
の
競
作
が
意
図
さ
れ
て
い
る
わ

の
詩
「

哀
歌」
に
は
立
伍
が
装
画
を
添
え
て
い
る 。
つ
ま
り

に
今
度
は
立
石
が
カ
ッ
ト
を
寄
せ
（
図
9) 、

は
た
ま
た
谷
中

挿
両
を
捧
げ
（
図
8) 、

同
じ
川
上
に
よ
る
「

岡
蒸
気
の
叩」

手
に
し
た
頃
特
有
の
瑞
々
し
さ
が
あ
る 。

え
ば
川
上
の
詩
「

ゑ
げ
れ
す
い
ろ
は
人
物
補
辿」
に
宮
田
が

次
の
第
五
冊 、
： ．

五
年
ヒ
月
に
発
行
さ
れ
た
号
は
ま
さ
に

「
版
画
号」
と
題
さ
れ
て
い
る（
図
3) 。

作
者
は
川
じ（

図
4)

の
ほ
か
立
石
鉄
臣（
図
5) 、

宙
田
弥
太
朗 、

小
夢（
図
6)
の
五
名 。
しIL

石 、

宮
田 、

れ
も
索
人
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が 、

福
井
敬i

‘

橘

福
井
の
作
品
は
い
ず

新
た
な
技
法
を

い
ま
ひ
と
つ
注
日
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っ
て
い
る 。

立
石
と
宮
田
の
作
が
中
心
だ
が 、

川
上
に
よ
る

カ
ッ
ト
も
繰
り

返
し
現
れ
（
図
10) 、

ま
た ．
二
巻一 ．
冊
に
は
小

林
朝
治
の
《
台
湾
人
形》（
図
11）
が 、

·- ．
巻
二
冊
に
は
谷
中

安
規
の
傑
作
《
童
＋
図》（
図
12)
が
収
録
さ
れ
て
い
る 。

そ

し
て
三
八
年一
二
月
の一 ．一
巻
四
冊（
図
13)
を
も
っ
て
終
刊
を
迎

え
る
の
だ
が 、

本
け
に
掲
載
さ
れ
た
西
川
の
文
章
「

H
孝
山

房
私
版
発
願
記」
に
よ
れ
ば 、

雑
誌
で
は
な
い 、

さ
ら
な
る

芙
本
を
作
り
た
い
が
た
め
の
休
止
で
あ
っ
た 。

こ
の
よ
う
に
『

剃
祖』
は
さ
ま
ざ
ま
な
作
家
の
木
版
画
を

集
め 、

丁
寧
に
追
ら
れ
た
芙
し
い
雑
誌
で
あ
っ
た 。

同
時
代

の
版
画
と
台
笥
の
古
版
画
が
同
居
す
る
と
い
う
個
性
的
な
存

在
で
も
あ
っ
た 。

し
か
し
な
が
ら
な
ぜ
台
泡
の
一
詩
誌
が
こ

れ
ほ
ど
版
両
に
こ
だ
わ
り 、

ま
た
川
上
澄
牛
や
谷
中
安
規
と

い
っ
た
内
地
の
創
作
版
画
家
た
ち
に
声
を
か
け
た
の
か
に
つ

い
て
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い 。

そ
の
背
恨
に
は
尖
は 、

『
姻
祖」
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
頃
の
台
北
で 、

版
画
に
ま
つ

わ
る
複
数
の
出
来
事
が
用
な
り
合
っ
て
い
た
と
い
う
市
伯
が

あ
る 。

一
九
三
0
年
代ム17
滸
の
削
作
版
圃

LI
本
統
治
期
に
発
行
さ
れ
て
い
た
邦
字
新
聞
の
ひ
と
つ

に 、

台
北
の
『

台
湾
LI
r
新
報」（
以
ド
『

4
11

日」
と
省
略）

が
あ
る 。

同
紙
を
見
る
と 、
『

姻
祖』
の
出
版
と
ち
ょ
う
ど

同
じ
時
期
に 、

創
作
版
画
の
普
及
を
め
ざ
す
い
く
つ
か
の
動

き
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る 。

そ
こ
で
以
下
に
t
要
な
F
柄

さ�

dJ
く
カ

本
文
の
趣
向
は
さ
ら
に
ユ
ニ
ー

ク
で
あ
る 。
た
と

七
冊）
で
あ
る 。

ま
ず
は
い
絵
と
し
て
収
め
ら
れ
た
別
摺
作

品 、

谷
中
安
規
に
よ
る
《ふlH
f
像》（
図
7)
が
妖
し
く
目
を

別
な
遁
が
付
さ
れ
た―― ．
六
年一
月
発
行
の一 ．
巻 ．一
冊
（
通
咎

し
た
い
の
は

や
は
り
「

詩
と
版
圃

百
花
春」
と
い
う
特

，
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い
く
つ
か
補
足
し
て
お
こ
う 。

．． ．
 れ
年 ．一
月
の
「

台
誇
版

圃
倶
楽
部」
は 、

れ
月
に
発
足
す
る
「

創
作
版
両
会」
の
前

身
と
思
わ
れ
る
が 、

実
際
の
活
動
に
つ
い
て
は
定
か
で
な

い 。

出
版
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
『

版
両』

『
姻
祖』
に
吸
収
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う 。

の
個
展
を
主
催
し
た
「

台
北
ネ
・
ス
・

パ
会」
に
つ
い
て
は

よ
く
わ
か
ら
な
い
が 、

台
北
に
あ
っ
た
台
酒
コ
ロ
ン
ビ
ア
内

に
編
集
所
を
府
い
て
『
ネ
・
ス
・

パ
』
と
い
う
雑
誌
を
刊
行

し
て
い
た
集
ま
り
で 、

西
川
満
も
同
人
で
あ
っ
た（＂s） 。
い

ず
れ
に
し
て
も
西
川
は
「『

ゑ
げ
れ
す
い
ろ
は』
以
米 、

わ

た
し
が
賛
辞
を
つ
ら
ね
て
紹
介
し 、

ま
た
頼
ま
れ
も
せ
ぬ
版

画
展
を
率
先
台
北
で
開
催
し
た
の
も 、

ひ
た
す
ら
澄
牛
氏
の

版
両
に
合
常
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い」

と
比11

い
て
い
る
か

ら―
otq) 、

彼
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い 。

M
年
四
月
の
「

索
描
版
画
展」
は 、

出
品
点
数一 9
0
0
と

い
う
人
規
校
な
屎
観
で 、

台
北
で
開
催
さ
れ
た
後
伽
岡
に
巡

回
し
て
い
る
（
呉
で
も
予
定
さ
れ
て
い
た
が
中
止） 。

旭
に
よ

れ
ば
「

帝
展 、
ご
科 、

存
陽
会 、

国
両
会 、

独
立 、

11
本
版

圃
協
会
の
会
H
中
特
に
本
社
に
好
意
を
寄
せ
ら
れ
る
作
家
に

H
 

一 ．
月

四
日
付
朝
刊）

「
台
商
版
両
但
楽
部

官
田
弥
太
朗
他
数
氏
に
よ

り
設
立 、

近
く
台
北
市
大
正
町一
ノ
一
四
姻
祖
苫

房
よ
り
r

版
画』
を
ヒ

梓
の
予
定」（『
台
日』
ニ

月一
O
LI
付
朝
刊）

「
川
ヒ

澄
生
氏
の
創
作
版
画
展

十
九
U
よ
り
六

u

澗
公
聞」「
台
湾
で
も
近
米
版
画
熱
が
勃
卵
し 、

版
画
中
心
の
雑
誌
さ
え
生
れ
る
機
迎
に
追
し
た
の

で 、

台
北
ネ
・

ス
・

パ
会
で
は
学
校
美
術
社
の
後

援
の
下
に
『

変
な
リ
ー
ド
ル』『
ゑ
げ
れ
す
・

い
ろ

は
人
物』
等
で
知
ら
れ
て
い
る
川
上
澄
生
氏
の
創

作
版
画
展
を一
二
月
十
九
H
よ
り
六
u
間
栄
町
明
治

製
菓
階
上
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た 、（
中
略）

台
湾
最
初
の
創
作
版
両
展
と
し
て 、

そ
の
公
開
は

．
般
美
術
愛
好
者
よ
り
深
く

喜
ば
れ
て
い
る」

(

r

台
H』
三
月一
几
11
付
朝
刊）

出
版
種
11
は
版
画
で
装
禎
を
し
た
似
秀
木 、

版
圃

を
取
人
れ
た
足
装
本
及
び
版
画
製
作
の
t
程
を
ぷ

す
実
物
版
木
等
で
参
考
品
と
し
て
現
代
創
作
版
両

家
の
小
品
を
も
陳
列
す
る
巾」
(

r

台
H,-

は
お
そ
ら
く ‘

て
月
に
川
上
澄
生

き
気
分
は
確
か
に
共
有
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る 。

）」

L
 .
..

 L···
 

)-
I
q

ク
ル
内
の
出
来
市
で
あ
っ
た
に
せ
よ 、

版
圃
熱
と
も
言
う
べ

い
て
は
偵
用
を
要
す
る 。
た
だ
し
束
の
問
の 、

小
さ
な
サ
ー

ど
こ
ま
で
の
広
が
り
と
深
み
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ

、
11
身
が
企
画
し
た
も
の
で
あ
る 。

従
っ
て
そ
れ
ら
が
現
実
に

が 、

当
時
西
川
満
は

た 。

し
か
も
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
イ
ベ
ン
ト
の
多
く
は 、

彼

『
台
日』
文
芸
部
の
編
集
者
で
あ
っ

を
並
べ 、

出
11
を
適
宜
引
用
し
て
み
た
い(4 7) 。

後
述
す
る

る(Jt11〉
0

以
上、

→,'
ー

J
Lー

四
月
「
K
描
版
画
辰

外 ．
流
圃
家
の
粋
を
蒐
め
て」「
創
作
版
両
の
た
め

多
年
尽
力
し
て
い
る
旭
正
秀
氏
が
立
宰
す
る
デ
ッ

サ
ン
社
で
は 、

六
IJ
か
ら
朝
H
小
会
館
で

大
朝
支
局
の
後
援
の
ド
に
来
る
四

月
六
日
よ
り
八
11
ま
で一
1
日
間 、

と
に
な
っ
た」（『
台
日』

市
内
栄
町
朝
lJ

小
会
館
に
於
て
『

索
描
版
両
展』
を
開
催
す
る
こ

四
月
五
IJ
付
夕
刊）

「
版
芸
術
日
指
し
て
創
作
版
両
会
生
る

機
連
に
乗
じ 、

近
く

発

会
式
学
行」「
わ
が
台
湾
で
も
さ
き
に
川
上
澄
生
氏

版
画
展 、

デ
ッ

サ
ン
社
版
画
展
等
開
催
さ
れ 、

版

画
愛
好
熱
が
次
第
に
勃
胆
し
つ
つ
あ
る
が 、

こ
の

単
な
る
趣
味
と
し
て
で
な
く 、

真

面
H
に
創
作
版
画
を
研
究
製
作
普
及
し 、

以
て
台

笥
文
化
の
向
上
を
図
る
た
め
に
『

剖
作
版
画
会」

が
設
立
さ
れ
た 。

現
会
員
は
立
石
鉄
臣 、

古
川
義

光 、

福
井
敬
一

、

大
瀬
紗
香
慧 、

野
村
田
鶴
f ‘

宰
谷
早
子 、

宮
田
弥
太
朗 、

西
川
満
の
八
名
で 、

近
く
発
会
式
を
学
行 、

第一
刊
版
画
展
の
開
佃
等

を
な
す
こ
と
に
決
定
し
て
い
る 、

且
中
央
の
版
圃

団
体
と
も
密
接
な
連
絡
を
と
る
の
で
折
々
は
内
地

特
別
会
友
の
版
画
の
紹
介
も
行
う
筈
で
あ
る 。

尚

そ
の
発
会
を
記
念
す
る
慈
味
で 、

従
米
東
京
以
外

で
は
絶
対
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
橘
小
夢

氏
の
「

優
奇
世
絵
展」
を
六
月一

、

二
U
本
社 ．
ニ

階
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た」（『
台
H』
五
月

お
劇
い
し
て 、

各
方
面
の
画
風
を
網
羅
し一
場
に
果
め」
た

も
の
で 、

欧
州
現
代
版
両
や
セ
ザ
ン
ヌ
の
索
描 、

さ
ら
に
は

浮
世
絵
版
画
も
含
ま
れ
て
い
た 。

そ
の
う
ち
創
作
版
画
は
四

で
点 、

旭
や
恩
地
孝
四
郎 、

川
西
英 、

川
ヒ

澄
生 、

前
川
千

帆 、

小
泉
癸
巳
男 、

平
塚
運
一
ら
の
作
が
集
め
ら
れ
て
い

を＂Ill） 。

成
果
と
し
て
は
「

デ
ッ

サ
ン
と
版
両
の
売
上
揺 、

約
し
百
余
円 、

入
場
占
総
数二 ．
ケ
lJ
で
千
五
百
名
余」
と
い

い 、

ま
た
こ
の
時
旭
は
来
台
し
て
西
川
や
立
石
に
会
っ
て
い

二
六
年 ．
月
の
「

装
柏
美
術
展」
は
一
11ル
版
両
と
は
無
関

係
だ
が 、
「

台
酒
愛
tt11
会」
の
中
心
に
い
た
の
も
や
は
り
西

川
で
あ
り 、

汀叱
ポ
の
内
容
か
ら
推
し
て
本
展
に
は
「

版
画
趣

味
横
溢
の
版
両
荘
本」

な
ど
版
両
を
川
い
た
装
舶
本
が
多
数

並
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る 。

ま
た
後
述
す
る
よ
う
に 、

台
酒
の

剖
作
版
両
は
内
地
か
ら
の
●
rl

籍
の
流
人
を
抜
き
に
し
て
は
詔

れ
な
い
た
め ‘
こ
こ
に
引
い
て
お
い
た 。

そ
し
て
齢
後
に
あ

げ
た一
『
じ
年一
月
の
「

版
画
と
本
の
展
屁
会」

で
あ
る
が 、

こ
れ
も
か
な
り
人
が
か
り
な
も
の
で 、

台
笥
の
貨
重
な
占
版

両
や
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト・ 。フ
レ
ス
本
の
ほ
か 、
「

我
国一
流
版

画
家
の
版
両
と
装
本 、

百
廿
卜

余
点」
が
出
品
さ
れ
た
と
い

う（叶
12
)
0

一

九―1
0
年
代
半
ば
の

211
日』
か
ら
版
画
に
閃

す
る
記
巾
を
拾
っ
て
み
た 。

叫
時
台
北
で
は
内
地
の
削
作
版

圃
が
展
硯
さ
れ 、

創
作
版
画
の
サ
ー
ク
ル
も
存
在
し
て
い

た 。

さ
ら
に
注
H
し
た
い
の
は 、

そ
れ
ぞ
れ
の
記
ド
が
見
せ 内

西
川
満
に
つ
い
て

一
月

同 六
月

-
1
-
LI
付
朝
刊）

「
橘
小
夢
氏
の
優
奇
但
絵
屎

で」「
橘
小
夢
氏
の

画
会
、E

催 、

本
社
文
芸
部 、

学
校
美
術
社
後
援
の

下
に 、

六
月

：

時
ま
で 、

本
社 ．
1
階
で
開
か
れ
る」（『
台
11』
六

月

ご日
付
夕
刊）

「
誌
卜

版
画
展

五
聞

一
、
．一

両
日
本
社

「
優
奇
川
絵
展」
が 、

創
作
版

て
両
LI
午
前
几
時
か
ら
午
後
五

創
作
版
画
会
で
は
会
場
芸
術
万

能
を
打
開
す
る
―
つ
の
試
み
と
し
て
誌
上
展
殷
会

を
催
す
こ
と
と
な
り 、

雑
誌
『

姻
祖』
第 ．
h
冊
に

新
作
を
発
表
し
た 。

立
石
鉄
臣 、

会
日
の
他
内
地
よ
り
川
上
澄
生 、

一
九
二
六
年「

台
誘
愛
書
会
の
装
帖
芙
術
屎

宮
田
弥
太
朗
等

橘
小
夢
の
両
氏

が
特
別
出
品
し
た」（『
台
11』
六
月
＾

一 り
LI
付
夕

刊）

ト＇
ヒ、

＼、

し

J

)

 

本
社
楼
上
に
於
い
て」「
読
淋
週
叫
の
悼

尾
を
飾
る
べ
く
台
窃
愛
It11

会
で
は
（
中
略）
本
社コ ．

陪
講
堂
に
於
い
て
「

第 ．
回
装
禎
美
術
展
屁
会」

を
開
催
す
る」（『
台
日』

．
月一
L
u
付
朝
刊）

．
九
三
し

年「
版
画
と
本
の
展
覧
会

卜
六 、

ヒ
両
日
本
社
楼

上
で」「
読
苔
週
問
を
意
義
あ
ら
し
む
る
た
め
創
作

版
両
会
で
は
本
社
学
芸
部
後
援
の
下
に
次
の
如
く

「
版
画
と
本
の
展
覧
会」

を（
中
略）
開
催
す
る

一
月

る
_
.

1口
葉
逍
い
で
あ
る 。

川
上

澄
生
展
は
「

台
湾
最
初
の
創
作

版
両
展」
で
あ
り 、

索
描
版
圃
展
は
「

各
学
校
家
庭
に
於
け

る
版
画
熱
と
み
に
勃
OOハ
す
る
氣
迎
に
あ
る
折
か
ら」
3B)

開

か
れ 、

創
作
版
画
会
が
生
ま
れ
た
の
は
「

削
作
版
画
を
研
究

叫
作
将
及」
す
る
た
め
で
あ
る

|ー
台
硲
の
地
に
創
作
版
画

を
呼
び
込
む
こ
と
が 、

は
っ
き
り
と
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る 。す

な
わ
ち一一 ．
四
年
の
一
0
月
に
創
刊
さ
れ
た
『

姻
祖』

は 、
「

版
圃
熱」
の
「

勃
興」
と
と
も
に
「

版
両
中
心
の
雑

誌」
と
し
て
生
ま
れ 、

そ
の
贔
ま
り
を
映
し
な
が
ら
版
の
絵

を
増
や
し 、

新
た
に
結
成
さ
れ
た
創
作
版
両
会
の
「

誌
上
展

屁
会」
の
場
と
し
て
機
能
し
た 、

と
い
う
こ
と
に
な
る 。
だ

か
ら
こ
そ
多
く
の
木
版
画
を
載
せ 、

内
地
の
作
家
を
参
加
さ

せ
た
の
で
あ
る 。

そ
れ
で
は
こ
の
版
圃
熱
は 、

具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
に
し
て
台
笥
に
伝
染
し
た
の
だ
ろ
う
か 。

そ
れ
を

探
る
に
は
や
は
り 、

西
川
満
の
動
き
を
追
わ
ね
ば
な
ら
な

‘,
0

 西
川
は
一
九
0
八
年
会
沌
若
松
市
に
生
ま
れ
た 。

満一 ．
歳

で
台
酒
の
駐
隆
に
渡
り 、

六
歳
の
時
台
北
に
移
り
住
む 。

．

族
は
鉱
山
を
経
営
し
て
い
た 。

小
学
生
に
し
て
早
く
も
個
人

雑
誌
を
作
り
始
め 、

中
学
時
代
に
は
本
格
的
な
詩
や
小
況
に

取
り
組
ん
で
い
る 。

当
時
の
ペ
ン
ネ
ー

ム
は
「

西
条
ま
さ

を」 。

詩
人
西
条
八
卜
と
画
家
加
藤
ま
さ
を
に
囚
む
こ
の
名

11 JO 



は、

彼
の
抒
柄
的
な
資
質
と
と
も
に、

し
ば
し
ば
「
絵
両

的」
と
評
さ
れ
た
表
現
傾
向
を
も
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う。

→
九．一
八
年
に
内
び
内
地
へ
行
き、

早
稲
田
大
学
第一．
低
等

学
院
を
経
て
早
人
仏
文
科
へ
進
む。

数
々
の
私
版
詩
集
を
ま

と
め
る
ほ
か、
『
椎
の
木』
や
『
文
芸
汎
論」
な
ど
に
も
寄

一
九
ニ―
1
年
に
帰
台
し
た
西
川
は
『
台
笥
日
日
新
報』
に

入
社、

学
芸
欄
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る。

そ
し
て
本
稿
に

と
っ
て
大
変
収
要
な
仕
中
に
着
手
し
た。
土11
評
で
あ
る。

な

ぜ
な
ら、

は
じ
め
「
愛
n11
遍
屈」、

ま
も
な
く
「
占
今
東
西

げ
物
放
浪」
と
改
題
さ
れ
た
そ
の
連
叔
に
は、
：C
0
年
代
に

世
に
出
た
質
の
闘
い
版
両
本
が
数
多
く
扱
わ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る。

し
か
も
そ
れ
ら
の
節
ぶ
れ
は、

す
で
に
述
べ
た

『
姑
祖』
や
版
画
を
め
ぐ
る
イ
ベ
ン
ト
と
大
き
く
ボ
な
っ
て

い
る。

そ
こ
で
以
ド
に
西
川
が
内
評
で
収
り
あ
げ
た
t
な
作

品
を
並
べ
て
み
た
い(
ot11)。

な
お
橘
小
夢
の
作
品
は
版
画
本

で
は
な
く
版
画
集
あ
る
い
は
．
枚
絵
で
あ
る
が、

西
川
は
両

者
の
問
に
明
確
な
一
線
を
引
い
て
お
ら
ず、

ま
た
そ
れ
が
彼

の
版
画
親
の
特
徴
で
も
あ
る
の
で
あ
げ
て
お
く。

1
九：·-
四
年

丘
月．
二
IJ
／
川
上
沼
生
／『
ゑ
げ
れ
す
い
ろ
は』
／
や
ぽ

ん
な
書
房
／一
几
二
0
年
ニ一
月

六
月―
.
-

n
／
谷
中
安
規
／『
続
百
鬼
園
随
↑』（
内
田
百

聞）
／．1
必立
因
房
／．
几＿
q-
四
年
h
月

文
明
閲
化
の
御
代
に
住
ん
で
い
る
様
な
錯
覚
に
お

ち
入
る。（
略）
こ
れ
は
確
か
に
川
卜
沿
生
氏
の
腐

術
で
あ
る。

画
集
の
表
見
返
し
桃
色
紙
の
上
に
藍

色
で
刷
っ
た
南
蛮
船
図、

同
じ
く
裏
見
返
し
の
機

関
車
迎
転
之
図
な
ど
心
嬉
し
い
程
の
出
来、

巧
み

に
文
明
開
化
の
椎
を
表
象
し
て
い
る。

谷
中
安
規
が
装
舶
を
手
が
け
た
『
じ
様
の
背
中』
に
つ
い

て
は
こ
う
で
あ
る。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
「
本
占
の
芙
し
さ
に
は、

百
鬼
闘
先
生
日
身
先
ず
照
嘆
し、

感
激
し
安
規
画

伯
も
rII」
の
出
米
栄
え
の
す
ば
ら
し
さ
に
茫
然
と

し
た」
と
云
う
こ
と
だ
が、

さ
も
あ
り
な
ん
と
思

わ
れ
る。
こ
れ
こ
そ
は
東
洋
的
な
芙
本、

わ
た
し

は
雰
聞
に
し
て
未
だ
か
く
の
如
き
卓
れ
た
刀
を
持

っ
た
画
家
を
他
に
知
ら
な
い。

引
い
た
の
は
ほ
ん
の
一
部
で
あ
り、

紙
面
の
大
半
を
占
め

る
よ
う
な
長
文
も
少
な
く
な
い。

内
評
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

允尖
さ
せ
た
即
由
に
つ
い
て
西
川
は、

当
時
の
台
湾
に
は
内

地
の
新
刊
本
が
わ
ず
か
し
か
人
ら
な
い
か
ら、
r
新
聞
に
買

え
も
し
な
い
淋
物
の
批
評
を
内
い
た
と
こ
ろ
で
は
じ
ま
ら
な

い。

そ
こ
で
わ
た
し
は
読
物
と
し
て、

そ
の
内
容
を
詳
し
く

知
ら
せ
る
方
法
を
と
っ
た」
と
語
っ
て
い
る
正15)。

新
聞
人

と
し
て
独
善
的
と一―-
5

わ
れ
て
も
し
か
た
の
な
い
説
明
で
あ
る

が、

結
果
的
に
は
こ
の
や
り
方
が、

内
地
の
作
家
と
の
通
路

を
淵
く
こ
と
に
な
っ
た。

西
川
は
刷
り
K
が
っ
た
『
台
日」

稿
し
て
い
る。

早
稲
田
を
卒
業
し
て、

台
笥
へ
婦
っ
た
昭
和
八

り
あ
た
り
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う。

は
西
う
ま
で
も
な
く
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
版
画
誌
で
あ

り、

本
当
の
と
こ
ろ
は
「
鬼
オ
・
谷
中
安
規」
の
次
の
く
だ

と
回
想
す
る
文
音ぷ
が
残
る(Ot
17
}
0

し
か
し
な
が
ら
r
白
と
媒』

中
学
四
年
の
こ
ろ」
版
画
誌
『
白
と
果」
を
購
入
し
て
い
た

創
作
版
圃
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
は、
「
大
正
十――
缶＇‘

ち
と
親
交
を
深
め
た
の
だ
ろ
う
か。

あ
ろ
う
か。

そ
し
て
苫
評
活
動
を
通
じ
て

い
か
に
作
家
た

は
じ
め
て
知
っ
た
の
は
い
つ
頃、

ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
で

そ
れ
で
は
西
川
が
書
評
を
手
が
け
る
以
前、

創
作
版
圃
を

西
川
満
と
版
画
家
た
ち

ヒ
月．

六
日
／
谷
中
安
規
／『
下
様
の
背
中」（
内
田
百
間）

／
楽
浪
Krl
院
／一
九一，
四
年
五
月

―
一
月．
11
／
川
ヒ
澄
生
／『
変
な
リ
ー
ド
ル』
／
版
画

荘
／．
几一．
四
年
七
月

―
一
月．
h
u
／
恩
地
孝
四
郎
／『
悔
の
童
話』
／
版
画

荘
／一
几
三
四
年
し
H

二．
月
「·-
Fl
／
棟
方
志
功
／『
ヴ
ェ
ニ
ュ
ス
生
誕』（
堀

11
人
根）
／
裳
烏
会
／．
几．一．
四
年
九
月

．
し
上
L
F

}
三
fIー

＾
月一
七
u
／
川
西
英
／『
カ
ル
メ
ン』
／
版
両
荘
／一
九

・'-
四
年―
i日
月

．一
月一

八
u
／
恩
地
孝
四
郎
／r
飛
行
官
能』
／
版
画
荘
／

一
几―
1
四
年1
一．
月

・一．
月．
一・
日
／
橘
小
炒
／r
牡
丹
燈
籠
画
譜』
／
夜
堆
異
相

両
房
／一
九―
1
四
年―
一

月

•一．
月一
六
H
／
川
卜
澄
生
／『
ゑ
げ
れ
す
い
ろ
は
人
物』
／

版
両
荘
／一
九
三
五
年
：
月

IL
月
1
11
／
橘
小
夢
／『
橘
小
夢
版
画
選』
／
夜
堆
異
柑
両

房
／一
九一

云九
年

し
月
二
O
U
／
川
上
澄
生
／『
狛
と
螢
の
工
場』（
興
田
机

．
）
／
版
圃
荘
／一
九一
二
五
年
五
月

·
〇
月―
o
u
／
橘
小
炒
／
錦
絵
〈
弥
生
ひ
ば
り〉
／
夜

華
異
相
画
房
／一
几
二
五
年

一
九
三
六
年

-
H一
六
日
／
川
上
澄
生
／『
猫
町』（
秋
原
朔
太
郎）
／
版

を
出
版
人
や
作
家
に
直
接
送
っ
た。

そ
し
て
書
評
を
読
ん
だ

う
ち
の
幾
人
か
は、

礼
状
と
と
も
に
次
な
る
新
刊
本
や一
枚

絵
の
新
作、

時
に
は
版
木
を
送
っ
て
応
え
た
の
で
あ
る。

確

か
に
当
時、

新
聞
や
雑
誌
上
で
版
両
が
扱
わ
れ
る
こ
と
は
極

め
て
少
な
く、

版
画
本
に
西
川
ほ
ど
の
熱
烈
な
言
葉
を
捧
げ

る
人
が
多
く
い
た
と
は
思
え
な
い。

平
生
恵
ま
れ
な
い
出
版

人
や
作
家
た
ち
が
感
激
し、

何
か
し
た
く
な
る
の
は
も
っ
と

も
で
あ
る。

か
く
し
て
西
川
は、
「
こ
の
欄（
読
苫
欄）
の
お

か
げ
で、

川
上
橙
生、

III
西
英
と
い
っ
た
す
ぐ
れ
た
版
画
家

と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き、（
略）
谷
中
安
規
と
も
ま
た、

親

交
を
結
ぶ
に
至
る」
の
で
あ
る（吐16)。

台
洒
と
内
地
と
の
創
作

版
画
を
め
ぐ
る
交
流
は、

こ
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た。

人
れ
は
じ
め
て
谷
中
安
規
と
い
う
鬼
オ
を
知
っ

た
i
"
}
0

六
月
二．―-
u
／
恩
地
孝
四
郎
／『
季
節
標』
／
ア
オ
イ
杏

房
／一
九――．
五
年
二．
月

-
·-
H.
O
H
／
川
上
澄
生
／『
令
粕
百
間
随
筆』

第一^

巻（
内
田
百
間）
／
版
画
荘
／．
几一一』」ハ
年―
一
月

．
九一
「
七
年

.
H-
h
日
／
川
上
滋
生
／『
少
"々11
噺』
／
版
両
荘
／一

几
三
六
年
几
月

八
月
五
u
／
川
L
澄
生
／r
新
約
列
f』(
丘
|
澤
：
郎
訳）

／
版
両
荘
／一
九．
二
し
年
丘
JJ

一
几
二
八
年

九
月
·
六
日
／
川
上
澄
生
／
『
り
い
ど
る
絵
本』
／
版
両

荘
／一
九
三
七
年一
1一
月

（
品
市
掲
載
JJ
II
／
版
圃
作
者
／＂ぃ
名（
著
者）
／
出
版
社
／
刊
行
年
月）

記
事
に
は
判
型
や
材
買、

頁
数、

価
格
な
ど
の
梢
報
が
盛

り
込
ま
れ、

出
版
社
と
そ
の
述
絡
先
が
必
ず
出
さ
れ、

そ
の

ほ
と
ん
ど
に
は
一
、
一．
葉
の
写
真
が
添
え
ら
れ
て
い
る。
西

川
に
よ
る
熱
の
こ
も
っ
た·:1n
菜
の
間
に
は、

本
文
か
ら
の
引

用
も
多
く
挿
ま
れ
る。

た
と
え
ば
川
上
澄
生
の
『
ゑ
げ
れ
す

い
ろ
は』
は
次
の
よ
う
に
祁
さ
れ
る。

詩
を
読
み、

こ
の
画
を
眺
め
て
い
る
と、

な
ん
だ

か
時
空
を
超
越
し
て、

を
知
り、

年、

主
宰
者
の
料
治
熊
太
さ
ん
に
は
わ
る
い
が、

三
水
社
と
い
う
ゾ
ッ
キ
屈
の
月
報
で
「
版
芸
術」

と
「
白
と
黙」
の
存
任
を
知
り、

ま
と
め
て
手
に

昭
和
八
年(-
九一．一．
『
年）
と
言
え
ば、
『
版
芸
術』
と

『
白
と
黒』
が
そ
れ
ぞ
れ
川
上
澄
生
と
谷
中
安
規
を
特
集
し

た
年
で
あ
る
面
り。

西
川
が
最
も
高
く
評
価
し、

ま
た
親
し

み、
『
姻
祖』
に
も
招
い
た
ふ
た
り
の
作
家
は、

こ
の
よ
う

に
し
て
彼
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る。

さ
ら
に
百

え
ば
西
川
は一
1
四
年
に
『
賜
祖」
を
創
刊
す
る
に
あ
た
り、

両
誌
を
雛
形
と
し
た
llJ
能
性
が
あ
る。

さ
て、

帰
台
し
て
ま
も
な
く
『
白
と
黒』
や
r
版
芸
術」

う
西
川
に、

む。

お
そ
ら
く
は
忘
れ
が
た
い
印
象
を
受
け
た
で
あ
ろ

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら

｛冊
の
版
両
本
が
舞
い
込

昭
和
卜
年
頃、

栃
木
県
下
の
郵
便
局
に、

萩
原
達

と
い
う
愛
古
家
のEIJ
年
が
い
ま
し
た。
わ
た
く
し

の
経
営
す
る
態
祖
内
房
の
会
員
で
も
あ
り
ま
し

た。

す
で
に
絶
版
に
な
っ
た
わ
た
く
し
の
本
を
ぜ

ひ
見
た
い
と
い
う
の
で、

貸
し
て
あ
げ
ま
し
た。

と
こ
ろ
が
一
年
た
っ
て
も
戻
っ
て
来
な
い
の
で、

催
促
を
し
た
ら、

無
く
し
て
し
ま
っ
た
お
詫
び

に、

わ
た
し
の
一
番
人
巾
に
し
て
い
る
こ
の
本
を

送
り
ま
す。

許
し
て
く
だ
さ
い、
…
…
と
い
っ
て、

い
つ
し
か
身
は
明
治
時
代

五
年」ハ
月

-‘
月
し
n
／
川
西
英
／『
奇
術
漑
術』
／
版
画
荘
／一
几

両
荘
／．
九．
f
．h
鉗―
-
H
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九．―-
0
年
代
台
湾
の
創

宮
川
弥
太
朗
と
立
伍
鉄
臣

な
く
し
た
貨
重
本
の
こ
と
も
忘
れ
て

は、

前
節
で
ふ
れ
た
よ
う
に
版
画
本
と
し
て
は
初
の
苫
評
を

苫
し、

や
ぼ
ん
な
苫
房
に
送
っ
た。
『
ゑ
げ
れ
す
い
ろ
は·

の
出
版
は
：1
年
半
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
り、

も
す
で
に
な
か
っ
た
が、

澤一．
郎
の
も
と
へ
届
き、

澄
生
の
子
に
渡
る。

西
川
の
阿
想
は
統
く。

忘
れ
か
け
た
あ
る
日、

思
い
も
か
け
ず、

宇
都
宮

の
川
上
さ
ん
か
ら、

の
こ
も
っ
た
占
評
を
受
け
た
こ
と
は
無
い」
と
い

う
長
い
長
い
憾
謝
状
が
と
ど
き
ま
し
た。

き
っ
か
け
で、

し
な
い
の
に、

掲
載
紙
は
代
表
者
で
あ
っ
た
五
十

五
卜
澤
か
ら
宇
都
宮
に
住
む
川
ヒ

lrI
接、

で
送
っ
て
ド
さ
い
ま
し
た。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り、

「
狂
西」

し
た
西
川

や
ぽ
ん
な
代
11

房

「
今
ま
で
こ
ん
な
心

新
作
が
出
る
た
び
に、

か
ら
本
が
送
ら
れ
て
米
ま
し
た。

い
ろ
は』

を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
汀
lo
)
0

そ
れ
が

II
K
さ
ん

J
 

ま
た
お
願
い
も

わ
た
く
し
の
た
め
の
新
作
版
木
ま

こ
う
し
て
川
上
滋
生
の
版
圃
本
は
世
に
出
る
ご
と
に
台
湾

へ
渡
り、
『
台
日』
の
誂
kり
欄
を
に
ぎ
わ
す
こ
と
に
な
っ
た。

...
 h
年一
1
月
の
個
展
に
も
あ
る
い
は
出
屎
さ
れ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い。

そ
し
て
同
じ
よ
う
に
栂
を
越
え
た
版
木
か
ら
梱

り
出
さ
れ
た
絵
が、

か
の
r
姑
祖』

を
飾
っ
た
の
で
あ
る。

西
川
は
橙
生
を
「
版
木
よ
り
詩
を
彫
り
出
す
眺
約

師」
正
21
)

と
呼
び、
「
も
し
版
両
家
川
上
澄
生
氏
を
存
せ
ぬ
人

が
あ
っ
た
な
ら
そ
れ
は
モ
グ
リ
の
本
読
み
で
あ
る」
訂
召
と

巌
し
て
い
る
（
前
々
章
を
参
照）。

橘
小
夢
は
「
創
作」

版
画

家
で
は
な
い
が、

西
川
は
「
日
本
の
ビ
ア
ズ
レ
ー」

と
呼
ん

で
評
価
し、

澄
生
や
安
規
と
同
様、

版
芸
術
を
支
え
る
作
家

の
ひ
と
り
と
見
な
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る（北
芭
0

以
上、

西
川
と
版
画
家
た
ち
と
の
交
流
の
さ
ま
を
観
察
し

て
き
た
が、

確
認
し
て
お
き
た
い
の
は、

彼
ら
の
や
り
と
り

が
決
し
て
．
ガ
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る。

西
川
は
巾
な
る
Ru
評
家
と
し
て
で
は
な
く
創
作
版
画
の

普
及
者
と
し
て
存
在
し
て
い
た
し、

版
画
家
た
ち
も
古
評
ヘ

の
謝
意
を
表
す
る
の
み
な
ら
ず
『
姻
祖』

や
創
作
版
画
会
と

い
っ
た
西
川
の
活
動
を
支
援
し、

時
に
は
西
川
の
仕
ポ
に
コ

メ
ン
ト
を
寄
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た（
at加）。

そ
の
よ
う
な
版
画

を
め
ぐ
る
有
機
的
な
輪
の
な
か
に
川
上
澄
生
や
谷
中
安
規、

橘
小
郎名
が
お
り、

ま
た
恩
地
孝
叫
郎
や
JII
西
英
も
い
た
の
で

あ
る。

作
版
両
は
ひ
と
え
に
西
川
満
が
切
り
阿
し
て
い
た
と
言
っ
て

よ
い
が、

彼
を
最
も
近
く
で
支
え
て
い
た
の
が
西中

田
弥
太
朗

と
立
石
鉄
臣
と
い
う
同
年
代
の
ふ
た
り
の
作
家
で
あ
っ
た。

彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
H
本
両
と
洋
両
を
本
梨
と
し
て
い
た
が、

自
ら
は
ほ
と
ん
ど
彫
刻
几
を
握
る
こ
と
の
な
か
っ
た
西
川
の

良
き
相
棒
と
し
て
版
本
に
向
か
い、
『
姻
祖』
や
r
愛
セロ」、

r
文
公
台
湾』
と
い
っ
た
雑
誌
の
ほ
か、

西
川
が
梢
魂
伯
け

谷
中
安
規
と
の
場
合
も
発
端
は
本
で
あ
っ
た。

外
の
こ
と
で
あ
る。

さ
て、

九
月
の
あ
る
日、

私
は
楽
浪
内
院
刊
の
特

装
版
「
下
様
の
背
中」

を
新
高
堂
内
店
で
手
に
人

れ
る。

内
田
日
間
文、

谷
中
安
規
画
の
お
伽
絵

本。

t
ず
り
の
版
画
が
幾
枚
も
人
っ
て、

し
び
れ

る
よ
う
な
感
動
だ
っ
た。

そ
の
夜、

感
伯
の
た
か

ぶ
る
ま
ま、

暁
ま
で
布
を
走
ら
せ
て、

そ
の
よ
ろ

こ
び
を
綴
り
「
台
湾
11
日」

楽
浪
内
院
主、

に
発
表。

掲
載
紙
は

篠
田
太
郎
さ
ん
を
通
じ
て
画
家
の

手
に
入
る
の
で
あ
る(
Ot
芭゚

安
規
と
西
川
と
の
問
に
も
文
通
は
始
ま
り、
一•
IHr
の
『
剃

祖』
に
《
童
千
像》
と
《
童
f
図》
が
掲
載
さ
れ
る
に
平
る

の
だ
が
（北
斐

交
流
は
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い。

四
川

は
さ
ら
に
f
供
向
け
の
説
み
物
と
版
画
を
安
規
に
依
柏、

安

規
の
想
像
力
は
愉
快
な
シ
リ
ー
ズ
「
お
伽
絵
ば
な
し」
に
結

品
し、
．＿
じ
年
か
ら
『．
九
年
に
か
け
て
斤
度
に
渡
り
『
台

日』
を
飾
っ
て
い
る
i
5
)。

そ
し
て
ふ
た
り
は
二
八
年、

佐

藤
呑
夫
の
家
で
つ
い
に
対
面
す
る。

作
火
と
西
川
が
「
風
船

画
伯」（
内
田
百
聞
が
つ
け
た
安
規
の
渾
名）
の
唸
を
し
て
い

る
と、

偶
然
ふ
わ
り
と
本
人
が
現
れ
た
と
い
う
が、

ふ
だ
ん

の
肴
行
に
そ
ぐ
わ
ぬ
行
儀
の
良
さ
に
西
川
が
巨
惑
う
う
ち、

た
限
定
本
の
数
々
に
も
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い
る（悲jO
)
0

宮
田
弥
太
朗（
一
九
0」ハ
ー」ハ
八）
は
晴
光
あ
る
い
は
肯
畝

と
も
号
し
た
H
本
画
家。

東
点
に
生
ま
れ、

翌
年
渡
台
し

た。

中
学
時
代
に
西
川
を
知
り、

卜
代
の
頃
か
ら
と
も
に
同

人
誌
を
発
行
し
て
装
禎
挿
画
を
手
が
け
て
い
る。
『
姻
祖』

に
参
加
し
て
木
版
を
始
め、

以
来
西
川
と
組
ん
で
『
姻
祖

祭」

や
『
楚
々
公
屯』、
r
猫
寺
J
r
而
片』、
『
絵
本
桃
太

郎』
と
い
っ
た
詩
巣
や
絵
本
に
野
趣
あ
ふ
れ
る
几
を
ふ
る
っ

た
正＂）。

西
川
が「
わ
た
し
が
彼
を
必
要
と
す
る
よ
う
に、

彼

も
ま
た
わ
た
し
を
必
要
と
し
た。

台
湾
時
代
の
わ
た
し
た
ち

の
限
定
本
の
成
功
は、

彼
と
わ
た
し
と
の
異
体
回
心
で
あ

る」(
at
氾）
と
述
べ
た
よ
う
に、

宮
田
は
西
川
が
版
画
家
と
し

て
最
も
頼
り、

多
く
共
作
し
た
友
人
で
あ
っ
た。

．
力
の
立
石
鉄
臣
(-
九
0
五
I

八
0)
は
台
北
の
生
ま

れ。

し
淑
で
内
地
へ
渡
り、

は
じ
め
日
本
画
を、

つ
い
で
油

彩
画
を
学
び、

岸
田
劉
生
や
梅
原
龍
三
郎
に
師
事
し
た。

三

0
年
代
に
は
内
地
と
台
湾
を
往
復
し
な
が
ら
固
画
会
で
活

躍、

ま
た
台
陽
美
術
協
会
に
11
本
人
で
た
だ
ひ
と
り
参
加
し

て
い
る。

内
地
で
ム
ン
ク
の
版
画
に
魅
せ
ら
れ
た
と．．
 日
う

が｛北
也、

実
際
の
制
作
は
『
姻
祖』
に
始
ま
る。

以
米
西
川

と
と
も
に
造
本
を
手
が
け
た
こ
と
は
g
田
と
同
じ
で、
『
閉

墓』
や
『
幻
腹
集』
（
以
上
矢
野
峰
人
著）、
『
採
蓮
花
歌』、

r
華
麗
島
民
話
集』

な
ど
に
力
強
い
版
画
を
残
し
て
い
る。

内
地
へ
引
き
揚
げ
た
後
は
シ
ュ
ー
ル
な
造
咽
あ
る
い
は
細
密

両
で
知
ら
れ
た(
of
“
)
0

手
が
け
て
い
る。

一
几一
二
四

生
は
西
川
と
そ
の
幼
い
息
子
潤
の
た
め
に一．一
種
の
蔵
苫
票
も

横
浜
の
や
ぽ
ん
な
It心
房
の
刊
出
し
た
『
え
げ
れ
す

断．一-.]
す
る
ほ
ど
に
評
価
し
た。

ふ
た
り
の
文
通
は
続
き、

澄

場
血
は
次
の
よ
う
に
展
開
す
る。

谷
中
さ
ん
が
奥
さ
ん
と
話
し
て
い
る
問
に、

私
の

疑
問
を
感
じ
と
っ
た
佐
藤
さ
ん
は
「
猫
か
ぶ
っ
て

る
ん
だ」

と
小
さ
な
占
で
占
わ
れ
た。

す
る
と
谷

中
さ
ん
は、

私
の
方
を
見
て、

す
か
さ
ず
い
っ

た。
「
西
川
さ
ま
の
お
つ
く
り
に
な
ら
れ
た
「
猫

寺」

は
よ
か
っ
た
で
す
な。
い
つ
か、

あ
の
猫、

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す」（
社
包

「
猫
寺」

と
は、

西
川
が
宮
田
弥
太
朗
と
組
ん
で
二
よハ
年

に
出
版
し
た
版
両
本
の
名
で
あ
る。

安
規
は
こ
の
な
か
の
二

味
線
を
弾
く
和
服
姿
の
猫
が
い
た
＜
氣
に
入
り、

官一．．
 1口
ど
お

り
翻
案
し
て
作
品
と
し
た。

名
付
け
て
《．＝一
味
線
猫〉(
at
rり）
0

ま
る
で
小
説
を
読
む
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
が、

内
地

の
創
作
版
画
に
想
を
柑
て
牛
ま
れ
た
r
猫
寺』
が、

逆
に
内

地
の
作
家
を
刺
激
し
た
例
と
し
て
判
味
深
い。

ま
た
澄
生
と

同
様、

安
規
も
西
川
の
た
め
に
蔵
苫
粟
を
作
っ
て
い
る
こ
と

も
付
け
加
え
て
お
き
た
い。

澄
牛
と
安
規
以
外
に
も、

作
家
は
多
い。

彼
の
t
11

評
は
内
地
で
少
な
か
ら
ぬ
反
岬
を
呼

び、

さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
集
め
る
よ
う
に
な
り、

ま
す
ま
す
広
が
っ
た
か
ら
で
あ
る。

合
は、
『
牡
月
燈
籠
圃
講』
と
い
う
両
巣
が
西
川
の
も
と
へ

突
然
送
ら
れ
て
き
た
の
が
始
ま
り
だ
と．よい
う。

感
激
し
た
西

川
が
じげ
許
を
名
し、

両
家
が
返
礼
す
る
の
は
す
で
に
述
べ
た

の
と
伺
じ
流
れ
だ
が、

山
川
と
の
交
遊
を
確
認
で
き
る

人
の
輪
は

た
と
え
ば
橘
小甜ダ
の
場

こ
の
場
合
は
個
展
の
開
催
に
ま
で
発

ふ
た
り
が
版
画
を
始
め
た
き
っ
か
け
も
や
は
り
西
川
で
あ

っ
た。

彼
は
言
う。

立
石
君
は、

国
画
会
の
油
彩
画
家、

梅
原
龍一
二
郎

系
の
実
に
ゆ
た
か
な
油
絵
を
か
く
ひ
と、

宮
田
れ

は、

日
本
画
家
で、

美
人
画
を
よ
く
す
る。

そ
れ

ぞ
れ
ち
が
っ
た
味
の
持
ち
主、

こ
の
両
れ
を
創
作

版
画
の
世
界
に
誘
い
こ
ん
だ
の
は、

他
な
ら
ぬ
わ

た
し。

U
本
か
ら
取
り
寄
せ
た
桜
や
桂
の
板
を
持

ち
こ
ん
で、

や
い
の
や
い
の
と
攻
め
た

大
き
な

成
果
が
あ
が
っ
た
こ
と
は、

台
湾
に
と
っ
て、

な

に
よ
り
の
よ
ろ
こ
び
で
あ
っ
た｛
辻）
0

「
や
い
の
や
い
の
と
攻
め」

ら
れ
て
始
め
た
に
し
て
も、

彼
ら
が
版
画
に
夢
中
に
な
っ
た
こ
と
は
『
姻
祖』
五
冊、

あ

の
「
版
画
号」
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う。

そ
こ
で
宮
田
は
日
ら

の
彫
版
作
法
を
作
家
さ
な
が
ら
に
披
露
し
て
い
る
し、

立
石

も
今
に
閑
戯
で
は
す
ま
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い、

と
熱
I

ぶ
り
を
打
ち
明
け
て
い
る。

西
川
は
ふ
た
り
の
「
版
画
家」

を
褐
て
一
九
二
四
年
に
姻
祖
淋
房
を
立
ち
ヒ
げ、

同
時
に

『
姻
祖』

を
創
刊
し
た。

そ
し
て
ま
も
な
く
削
作
版
画
会
を

設
立
す
る
の
で
あ
る。

台
湾
創
作
版
画
会
を、

わ
た
し
が
台
北
に
創
立
し

た
の
は、

昭
和
十
一

年
で
あ
っ
た。

立
石
鉄
臣、

マ

マ

宮
田
弥
太
郎、

野
村
田
餡
f、

人
瀬
紗
香
悶
な
ど

の
諸
君
が
会
員
で、

台
湾
rl
u
新
報
社
の
楼
ヒ

で、

月
例
的
に
会
目
の
作
品
展
や
ら、

さ
て
は
総

15 14 



7

八
年
頃
に
は
も
う
解
散
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い。

や
が

「
剖
作
版
画
会」
の
名
は
な
い。
『
妍
祖』
が
終
刊
と
な
る

『
台
H」

社
で
聞
か
れ
て
い
る
が

そ
の
記
事
に
は
す
で
に

[

註
]

(

l
)
 

几
四
0
年一
月、

山
岸、
E
計
の
「
世
界
百
娯
版
画
展」
が

し
て
創
作
版
両
会
は
い
つ
ま
で
存
続
し
た
の
だ
ろ
う
か。 果
た

し
か
し
な
が
ら
西
川
の
活
動
も
版
元
た
ち
の
結
び
つ
き

も、

戦
争
の
激
化
と
と
も
に
絶
た
れ
る
こ
と
に
な
る。

れ
は
美
し
い
淋
物
を
愛
す
る
が
故
に、

の
順
調
な
る
発
展
を
畑
望
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ

る」（注
40
)
0

以
ヒ
の
よ
う
な
出
来
れ
か
ら
は、

が
る、

版
元
間
の
何
ら
か
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
想
定
さ
れ

る。

そ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
調
社
が
必
要
で
あ
る
が、

い
ず
れ
に
し
ろ
一
JL-―-
0
年
代、

台
誘
に
住
む
西
川
の
も
と

に
は
版
画
家
と
の、

ま
た
出
版
人
と
の
つ
な
が
り
を
通
じ

て、

良
質
な
版
両
本
の
数
々
が
流
れ
込
ん
で
い
た。

彼
が
紹

介
に
励
み、

け
る
よ
う
に
な
る
の
は、

え
で
あ
っ
た。

こ
の
し
と
も
版
画
荘

内
地
と
台
湾
と
に
ま
た

取
次
す
ら
試
み
る一
カ
で
ILi
ら
も
迅
本
を
手
が

ひ
と
え
に
そ
れ
ら
が
放
つ
魅
力
ゆ

西
川
の
存
在
は
局
地
的
な
が
ら、

三
0
年
代

の
版
両
本
が
有
す
る
質
の
高
さ
を
鏡
の
よ
う
に
映
す
の
で
あ

る。

敗
戦
を
迎
え
て
四
六
年
に
西
川
満
は
帰
国、

酸
を
味
わ
う
が、

き
び
し
い
牲
ら
し
の
な
か
で
創
作
版
画
家

た
ち
と
の
交
際
を
再
開
さ
せ
て
い
る。

そ
れ
る
が、

少
し
だ
け
ふ
れ
て
お
き
た
い。

四
六
年
旦、

帰
国
し
た
ば
か
り
の
西
川
は、

手
紙
を
淋
い
て
自
秤
『
西
遊
記』
の
装
画
を
依
頼
し
た。

そ

し
て
紙
と
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
を
七
産
に、

彼
を
駒
込
に
訪
ね

て
い
る。
ふ
た
り
は
互
い
の
無
ボ
に
涙
し、

将
来
の
仕
事
に

思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
が、

ま
も
な
く
安
規
は
死
ぬ
の
で
あ

る。

西
川
は
「
風
船
画
伯
の
死」
を
『
束
京
新
聞』
に
寄
稿
し、

彼
の
死
を
世
問
に
知
ら
せ
た
最
初
の
人
と
な
っ
た。

安
規
に

代
わ
っ
て
『
西
遊
品』
を
飾
っ
た
の
は
川
西
英
で
あ
る(
Jt
g。

ま
た
や
は
り
四
六
年
の
こ
と、

岳
本
社
へ
の
参
加
を
求
め
ら
れ
る
が、

た
と
い
う（代
ど。

も
し
も
安
規
が
死
な
ず、

恩
地
の
誘
い
を

西
川
が
受
け
て
い
た
な
ら、

さ
ら
な
る
版
画
本
が
彼
の
手
か

ら
生
ま
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い。

お
わ
り
に

へ
の
執
念
で
あ
る。

作
版
画
の
―
つ
の
行
き
方
を
展
示
す
る
こ
と
に
も

っ
と
め
た。

督
府
の
方
針
で、

日
に
LI
に
ほ
ろ
び
て
ゆ
く
民
俗

版
画
を
蒐
集
し
た、

郷
L
版
画
展
や
ら
を
お
こ
な

っ
た
丘
芭。

た
だ
し、

こ
の
文
章
は
次
の
よ
う
に
続
く
の
で
あ
る。

ま
た
作
品
展
ば
か
り
で
な
く、

姻
祖
丼
房（
の
ち

u

孝
山
房
と
改
称）
を
設
立
し、

装
本
と
挿
絵
に

版
画
を
川
い
た
限
定
本
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
上
木
す
る

こ
と
に
よ
っ
て、

台
湾
の
郷
土
色
を
生
か
し
た
創

西
川
は、

上
地
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
刻
ん
だ
限
定
版
画
本
こ

そ
が
台
湾
の
創
作
版
画
の
「
色」
で
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い

る。

だ
が
そ
れ
は、

む
し
ろ
西
川
の
「
色」
で
あ
っ
た
と
い

う
べ
き
だ
ろ
う。

こ
の
文
章
は、

台
湾
の
削
作
版
圃
が
西
川

満
と
い
う
強
烈
な
個
性
を
軸
に
展
開
し、

あ
く
ま
で
も

「
本」
に
始
ま
り
「
本」
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
図
ら
ず
も
告

白
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る。

そ
し
て
そ
れ
は、

宮
田
弥
太

朗
と
立
石
鉄
臣
と
い
う
ふ
た
り
の
作
家
の
あ
り
方
に
も
関
わ

る
問
題
で
あ
る。

．
九
二
三
年
に
帰
台
し
て
か
ら
の
西
川
は、
『
台
H』
で

創
作

版訓
本
を
評
し
つ
つ、

た
だ
観
買
す
る
だ
け
で
な
く
作

り
手
と
交
渉
を
持
ち、

さ
ら
に
は
在
台
作
家
に
版
両
を
仕
込

ん
で
追
本
を
実
践
し
て
い
た。

彼
に
．
枚
摺
と
い
う
発
想
が

ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
の
か

ー
っ
ま
り
西
川
に
と
っ
て
宮
田
と

立
石
は
版
画
家
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
迅
本
ヒ
の
パ
ー
ト
ナ

お
い
て、

版
画
荘
の
本
を
台
湾
の
地
に
取
り
次
ぐ
仕
巾
も
し

て
い
た（北
包。

共
感
を
込
め
て
彼
は̂
h-
E

う、
「
か
か
る
限
ら

れ
た
読
者
囲
だ
け
を
H
当
の
良
心
的
出
版
は、

止
暇
断
眠
的

努
力
な
く
し
て
は
到
底
完
成
す
る
も
の
で
は
な
い。
わ
れ
わ

ー
で
あ
り、

彼
は
ふ
た
り
を、

た
と
え
ば
内
田
百
間
に
と
っ

て
の
谷
中
安
規
に、

あ
る
い
は
萩
原
朔
太
郎
に
と
っ
て
の
川

上
澄
生
に
見
立
て
て
い
た
と
い
え
る。

と
す
れ
ば
安
規
を
喜

ば
せ
た
『
猫
寺』

ー
宮
田
と
組
ん
だ
絵
本
の
タ
イ
ト
ル
に、

朔
太
郎
と
澄
生
に
よ
る
名
作
『
猫
町』
の
残
愕
を
聞
く
こ
と

も、

あ
な
が
ち
閲
迫
い
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い。

西
川
が
戦
前
の
台
湾
で
手
が
け
た
出
版
物
は、

こ
れ
ま
で

内
地
の
創
作
版
画
と
は
別
に
語
ら
れ
て
き
た
が、

両
者
は
か

よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
り、
『
姻
祖』
を
は
じ
め
と

す
る
あ
ま
た
の
雑
誌
や
限
定
本
こ
そ
が
台
湾
の
創
作
版
画
最

大
の
成
果
だ
っ
た
の
で
あ
る。

本
に
終
始
し
た
点
に
「
文
学

者」

西
川
の
限
界
を
指
摘
す
る
の
は
た
や
す
い。

な
る
ほ
ど

彼
の
毀
質
と
外
地
ゆ
え
の
状
況
は、

台
湾
の
創
作
版
画
の
あ

り
よ
う
を
せ
ば
め
た
と
い
え
よ
う。

け
れ
ど
も
そ
こ
に
は、

『-
0
年
代
に
内
地
で
上
梓
さ
れ
た
版
圃
本
の、

稀
に
見
る
質

の
悩
さ
が
確
か
に
反
映
し
て
い
る。

:
ル-.
0
年
代
の
版
圃
本
を
め
ぐ
っ
て

．
二
0
年
代
の
創
作
版
画
が
見
せ
る
特
徴
の
ひ
と
つ
に、

版

画
本
の
相
次
ぐ
刊
行
が
あ
る。

最
も
多
作
で
胃
険
的
だ
っ
た

の
は
西
川
も
領
倒
し
た
版
画
荘
だ
ろ
う
が（叶
包、
ほ
か
に
も

ア
オ
イ
せい
房
や
裳
烏
会、

内
物
展
望
社、

改
造
社、

存
果

堂、

ナ
ウ
カ、
→
二
笠
t"
房
と
い
っ
た
版
元
が
こ
の
動
き
を
支

え
て
い
た。

す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
詳

細
は
省
く
が、

作
品
の
大
部
分
は
た
だ
装
舶
挿
画
に
版
画
を

て
は
宮
田
弥
太
朗
も
立
石
鉄
臣
も
応
召
し、
「
華
麗
島
の
版

画
は
根
こ
そ
ぎ
と
な
っ
た」（註
ど
の
で
あ
る。

そ
れ
で
も
西

川
の
年
譜
は、

終
戦
の
直
前
ま
で
彼
が
原
柏
を
内
き、

限
定

本
を
作
り
続
け
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る。

驚
く
べ
き
造
本

引
揚
者
の
辛

本
稿
の
主
題
か
ら
は

谷
中
安
規
に

西
川
は
恩
地
孝
四
郎
か
ら
富

実
現
せ
ず
に
終
わ
っ

お
り、

愛
苫
趣
味
の
流
行
を
背
泉
に
創
作
版
画
が
新
た
な
段

陪
に
人
っ
た
こ
と
を
教
え
て
い
る。

繰
り
返
し
述
べ
て
き
た

と
お
り、

そ
れ
ら
の
一
部
が
台
湾
に
流
れ
込
ん
で
さ
ら
な
る

果
実
を
生
ん
だ
わ
け
だ
が、

当
然
な
が
ら
西
川
は、

姻
祖じ＂

房
と
い
う
版
元
の
代
表
者
と
し
て
も
こ
の
流
れ
に
絡
ん
で
い

た
た
と
え
ば
『
姻
祖』
六
冊（：―
五
年
几
月）
に
お
い
て
西
川

は
「
諸
家
断
掲」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け、

日
著
r
姻
祖

祭』
に
寄
せ
ら
れ
た
感
想
文
を
巣
め
て
い
る。

手
前
味
脳
11

の

感
は
強
い
の
だ
が、

高
名
な
作
家
に
ま
じ
っ
て
幾
人
か
の
出

版
人

ア
オ
イ
古
切
の
志
茂
太
郎
や
野
田
書
房
の
野
田
滅

二、

版
画
荘
の
平
井
他、

向
日
庵
の
力
岳
文
章
ら
が
額
を
見

せ
る
の
が
興
味
深
い。

lnJ
じ
頃
の
『
愛
古」
四
輯
も、

西
川

の
版
冗
と
し
て
の
顔
を
よ
く
伝
え
る
資
料
で
あ
る。

本
輯
は

「
装
柏
特
集
号」
と
題
さ
れ、

巻
頭
で
は
や
ぽ
ん
な
It11
房
や

版
両
荘、

楽
浪
書
院
の
版
画
本
を
写
頁
付
き
で
紹
介、

本
文

で
も
裳
烏
会
の
秋
朱
之
介
や
丼
岳
文
章
ら
に
よ
る
装
本
論
を

掲
載
し
て
い
る。

ま
た
「一
九―.-
0
年
代
台
湾
の
創
作
版

画」
の
敢
で
述
べ
た
よ
う
に、

西
川
が
三
六
年
と一一．
七
年
の

二
回
に
わ
た
り
装
柏
本
の
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
る
こ
と
も

付
け
加
え
て
お
き
た
い。

そ
し
て
こ
う
し
た
彼
の
行
動
は、

必
ず
し
も一
方
通
行
で

は
な
か
っ
た。
と
い
う
の
も、

姻
祖
R11
房
の
本
は
内
地
で
展

観
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
し（
北
竺、

西
川
は
創
作
版
画
会
に

一
九一―-
0
年
代、

創
作
版
画
連
動
は、

ろ
う
し、

占
領
ド
の
台
西
で
西
川
満
が
屎
開
し
た

、下
に
「
本」

を
舞
台
と
し、

彼
の
個
人

的
な
趣
味
に
彩
ら
れ
た
束
の
問
の
出
米
11
で
あ
っ
た。

西
川

満
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
評
価
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

本
稿
で
取
り
あ
げ
た
数
々
の
動
き
に
し
て
も
ど
れ

だ
け
の
影
齊
力
を
持
ち、

他
者
の
H
に
ど
う
映
る
も
の
で
あ

っ
た
の
か
は
今
後
確
認
が
必
要
で
あ
ろ
う。

の
版
両
坦
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
で
作
品
が
亨
受
さ
れ、

「
自
画
自
刻
自
摺」

版
画
を
満
載
し
た
雑
誌
や
限
定
本
が
作
ら
れ
た
の
は
市
実
で

あ
る。

ま
た
そ
れ
が、

た
こ
と
に
注
意
し
た
い
C

戦
前
の
西
川
は
谷
中
安
規
と
は
一

度
だ
け
会
い、

川
上
橙
生
と
は
一
度
も
会
っ
て
い
な
い。

ま
り
は
容
易
に
洵
を
渡
る
版
画（
本）
な
ら
で
は
の
伝
播
の
か

た
ち
な
の
で
あ
る。

な
ど
問
題
と
し
な
い、

け
れ
ど
も
内
地

お
お
ら
か
な
木

あ
く
ま
で
も
問
接
的
な
交
流
で
あ
っ

発
伍
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
他
人
の
手
を

介
し
て
移
動
し、

受
伯
者
へ
と
も
た
ら
さ
れ
る
版
両（
本）、

そ
の
力
の
強
さ
が
理
解
さ
れ
よ
う。

思
え
ば
西
川
と、

つ

彼
が

記
念
す
べ
き
初
の
内
評
を
捧
げ
た
川
し
泣
生
『
ゑ
げ
れ
す
い

ろ
は』
と
を
結
び
つ
け
た
の
は、

ま
っ
た
「
郵
便
局
貝」

徴
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

大
事
な
本
を
な
く
し
て
し

のに11
年
で
あ
っ
た。

そ
れ
は
実
に
象

こ
れ
ま
で
わ
ず
か
な
が
ら
紹
介
さ
れ
て
き
た
も
の
に
数
帥
の
毀

料

||
『
阿
を
き
び』
と
r
版
芸
術

台
洒
K
俗
玩
17
盆ぷ』、

そ
し
て
本
稿
で
扱
う
『
姻
祖』
が
あ
る。
『
阿
を
き
び』
は
斗
六

用
い
る
だ
け
で
な
く
版
圃
家
の
個
性
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て

17 
16 
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街
の
製
糖
［

場
内
に
あ
っ
た
灯
廿
幼
社
か
ら
発’fJ
さ
れ
た
版
両

と
文
芸
の
雑
誌
で 、
一
九
二＿一

介1 よ
0
月
に
糾
ま
れ
た ．
巻
7-

号
の
み
が
確
認
さ
れ
て
い
る（
東
以
都
現
代
又
術
館
図K

出翌威） 。

版
画
と
し
て
は
未
熟
な
も
の
で 、

作
者
は
お
そ
ら
く

エ
員
た
ち

と
そ
の
家
族
で
あ
ろ
う 。
『

版
芸
術

台
洒
土
俗
玩
具伍木」
は
述

刊
版
両
集
『

版
芸
術』
の
丘
し

号
で 、
一
几一 ．．
 」ハ
年 ．
二
月
の

flJ
行 。
台
北
在
住
の
玩
具
研
究
家
立
化
奸
が
手
が
け
た
原
両
を

料
治
熊
太
が
内
地
て
木
版
に
起
こ
し 、

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る 。

以
上
の
ふ
た
つ
は
い
ず
れ
も 、

本
稿
で
述
べ
る
動
き
と
は
無
関

係
と
思
わ
れ
る 。
ま
た
二
o
o·二
年
：

＼
四
月
に
町
m

市
立
国

際
版
両
芙
術
館
で
「

版
両

大
正
か
ら
昭
和
ヘ
ー

光
と
影
の
モ

ダ
ニ
ズ
ム
ー」
と
題
す
る
展
粒
会
が
開
か
れ
た
が 、

そ
の
際
発

行
さ
れ
た
冊
f
の
な
か
で 、

沌
沢

八竹田
氏
が
外
地
に
お
け
る
版

画
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
る 。

悼
麗
品
と
は 、
西
川
が
早
大
を
卒
え
て
帰
台
す
る
時
に
恩
師
占

II
莉
松
よ
り
賠
ら
れ
た
短
詩
r

南
方
は
光
り
の
源
／
我
々
に
秩

序
と
／
歓
喜
と
／
嵌
麗
と
を
仔
え
る」
に
巾
米
す
る
台
湾
の
美

称
で
あ
る 。

各
冊
の

内合N
に
は
組
紺
兼
発
行
人
と
し
て
西
川
沿
f 、

す
な
わ

ち
満
の
及
の
名
が
泌
さ
れ
て
い
る
が 、

実
質
的
な
代
表
者
は
西

川
滴
で
あ
る 。
w ー
時
彼
は
『

台
沼
日
11
新
報』
に
勤
務
し
て
お

り 、

会
社
へ
の
遠
應
か
ら
及
の
名
義
に
し
た
と
い
う 。

奥
付
に
記
載
さ
れ
た
娩
祖
乃
房
の
住
所
は
「

台
北
市
大
正
町i

ノ
ょ
四」 。
西
川
滴
の
自
宅
で
あ
る 。

詩
あ
る
い
は
沢
詩 、

散
文
を
寄
せ
た
作
家
に
は
吉
江
孫
松 、

矢

野
舒
人 、

山
内
義
雄 、
西
条
八
十 、

西
脇
舶
三
郎 、

島
rn
謹
二 、

Fl
夏
耽
之
介 、

水
唸
汗 、

伊
良
子
泊
白
ら
が
い
る 。
も
ち
ろ
ん

西
川
自
身
も
多
く
の
詩
を
発
表
し
て
い
る 。

西
JII
滴
「

わ
た
く
し
の
本」（『
チ
刊
銀
花』

．．
 三
号 、
文
化
出
版

局 、
．

几
じ
五
年
九
月 、

．
一 ．

．
 
貞）

記
巾
を
拾
う
に
あ
た
っ
て
は 、

即
姐
英
編
著
『

台
湾
近
代
尖
術

大
が
年
表」（
雄
獅
図
占（
台
北） 、

．
九
几
八
年 ．
0
月）
に
多
く

を
負
っ
て
い
る 。

中
島
利
郎
編
「

中
山
侑
著
作
年
譜」（『
日
本
航
治
期
台
洒
文
学

Fl
本
人
作
家
作
品
集』
第
五
巻
（
坂
LI
拷
子・
中
山
侑・
川
合――

良） 、

緑
蔭
打
房 、

．
九
几
八
年 、
万
几 ．
l．
頁）

た
次
の
よ
う
な
言
策
が
あ
る
の
で
引
い
て
お
く 。
「

待
っ
た
俺
等

も
宵
越
し
の 、

金
を
伐
う
は
大
嫌
い 、

絵
官
は
も
て
ど
義
理
人

佑
心
付
た
り
と
見
褐
切
っ
て 、

侠
気
に
生
き
る
日
本
画
家
宮
田

弥
太
朗
且」「
お
江 ．
）
柚
り
の
名
人
気
質 、

姻
草
の
煙
を
吐
く
ご

と
に 、

板
木 ，
枚
彫
り
上
げ
る
左
ぎ
っ
ち
ょ

で
名
も
高
い 、

油

絵
両
家
の
立
石
鉄
臣
杜」（
西
川
澁
「

保
佑
平
安」 、
r

文
芸
台
湾』

二
咎
四
号 、
一
九
四一
年
し
月,
·
o
日 、
五
七
頁）

西
川
が
戦
前
に
台
笥
で
出
版
し
た
限
定
本
と
そ
の
装
柏
挿
画
者

に
つ
い
て
は 、

中
島
利
郎
編
「

西
Ill
悩
＂者
作
年
譜（
戦
前）」（『
n

本
統
治
期
台
湾
文
学

日
本
人
作
家
作
品
集』
第
二
巻（
西
川
滴

ll
)、

緑
陰
占 ．
切 、

九
JL
八
年 、
四
一
五
ー

四
八
四
頁）
を
参

Hい
。

マ

マ

西
Ill
滴
「

弥
太
郎
登
場

追
憶
の
ア
ル
バ
ム」（『
ア
ン
ド
ロ
メ

ダ』
六
ヒ
サ 、

．
九
し
五
年 ．―-
IJ 、
六
ー

し
貞） 。
な
お
宮
田
弥

太
朗
に
つ
い
て
は 、

詞
誌
に
掲
載
さ
れ
た
宮
m
金
弥
「

亡
兄
回

想」
に
も
詳
し
い（
八
直） 。

『
姻
祖』
冗
冊（一
几 ．．．
 斤
り
し
IJ)
の
自
作
に
沿
え
た
文
培
の
な

か
で 、
r

昨
年
の 1．
月 、

松
力
氏
泣
巣
艇
で
見
た
ム
ン
ク
の
版
画

（
木
版 、

石
版
等）
に
は 、

紐
分
魅
せ
ら
れ
た 。（
略）
あ
の
神
秘
感

は 、

い旧
欧
人
に
も 、

日
本
人
に
も 、
あ
ま
り
無
い
も
の
ら
し
い

が 、

そ
れ
が
版
の
な
か
に
笈
し
く

流
れ
こ
ん
で 、

ひ
ど
く
魅
力

ふ
か
き
も
の
だ
っ
た」
と
tu
い
て
い
る 。

立
石
鉄
臣
に
つ
い
て
は
r

立
石
鉄
臣
ー

台
酒
画
冊』（
台
北
脹
立

文
化
中
心 、
一
几
九」ハ
年）
に
評
し
い 。

西
川
泌
「

創
作
版
画
の
発
祥
と
終
灼
ー

11
本
領
時
代
の
台
湾
」

（『
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ』
二
じ ．
号 、
1

几
九一 ．
年
二
片 ‘

.
O
U
)

註
(

35
)

に
同
じ 。
た
だ
し
「

昭
和
卜 ．

年」
は
誤
り 。
正
し
く

は
昭
和 ．
0
年（ ．
九
三
万
年）
で
あ
る 。

版
両
荘
の
活
動
に
つ
い
て
は 、

北
(

14
)

で
あ
げ
た
桑
原
氏
の
論

文
に
詳
し
い 。

.
JL
三
ヒ
年
八
月
に
東
京
こ ．

越
で
開
か
れ
た
「

印
刷
と
出
版
文

化
屎
覧
会」
に
娩
祖
内
房
の
限
定
本
が
数
種
展
蜆
さ
れ 、
「

舶
麗

島
色
を
発
即
せ
る
独
自
の
煤
嵌
本
と
し
て
満
都
の
注
H
を
ひ
い

た」
こ
と
が
内
地
の
立
石
鉄
位
か
ら
の
報
告
と
し
て
記
さ
れ
て

い
る(r
F叫
片』
広
む ‘
-
JL .—
じ
年―
一 ．
月） 。

『
愛
＂口』
四
輯（ ．
几H ．
万
年
JL
月）
の
巻
末
に
版
画
荘
の
広
内
が

本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
は
石
川
桂
f
氏 、

大
谷
芳
久
氏 、

橘
川
英
規

氏 、

滝
沢
恭
dJ
氏 、
吃
化
義
彩
氏 、

橋
本
野
乃
子
氏
よ
り
ご
協
力
を
賜

っ
た 。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す 。
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マ

コ

西
川
満
「

打
物
放
浪（
五
六）
＇^

輯
百
問
袖
惰
第 ．
101
配
本」（『
台

R』
-
JL-
1
六
年 ．
二
月 ．
0
日
付
朝
川 、
四
g) 。
『

ゑ
げ
れ

す
い
ろ
は』
に
つ
い
て
は
次
節
以
降
を
参
照 。

『
及
術
雑
誌
デ
ッ

サ
ン』

＿
巷
二
号 、
一
九
三
五
年
三
月 、
「

デ

ッ
サ
ン
社
リ
ー
フ
レ
ッ
ト」
よ
り

『
芙
術
雑
誌
デ
ッ

サ
ン』

．
巻
五
・

六
号 、
一
JL ．．
 

デば屯ハ
月 、

じ
四
貞

列
学
さ
れ
た
作
家
は
「

恩
地
孝
四
郎 、

川
上
澄
生 、

川
西
英 、

前
川
千
帆 、

谷
中
安
規 、

深
沢
索一

、

逸
見
立 、

平
塚
迎
一

、

前
田
藤
四
郎 、

旭
泰
宏
（
正
秀） 、

棟
方
志
功 、

小
林
朝
治 、

藤

森
静
雄 、
バ
ル
バ
ラ・
プ
ブ
ノ
ワ 、

占
川
龍
生 、

小
川
龍
彦 、

梅

原
隆 ：一
郎 、

橘
小
嬰

汁
澤
針
介」 、
一
九
名
に
及
ぶ 。

『ム17
11』
一
几 ．―-
五
年
四
IJ
じ
H
付
朝
刊

記
巾
を
拾
う
に
あ
た
っ
て
は 、

中
島
利
郎
編
「

西
川
満
著
作
年

諮（
戦
前）」（r
H
本
統
治
期
台
湾
文
学

日
本
人
作
家
作
品
集」

第
二
巻
（
西
川
満
ll
)、

緑
店
苔
房 、
1

九
九
八
年）
を
参
照
し

た 。
ま
た
版
両
壮
本
の
刊
行
年
H
に
つ
い
て
は 、

桑
原
規
f

「
平
井
団
と
版
圃
社
に
つ
い
て
「

創
作
版
画」
が
門
画
廊
の
誕

化
と
一
几’―1
0
�
代
の
版
画」（『
芸
術
学
研
究」
第
二
号 、

筑
波

大
学
芸
術
学
研
究
科 、
一
几
九
八
年）
の
「

版
画
荘
関
連
年
K」

に
多
く
を
負
う 。

西
川
泌
「

硲
情
諸
家
窄
跡」
(

r

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ」

．．
 三

言方、
．

几
八
八
年一
9

月 、
．―-

貞）

西
川
悩
「

鬼
オ・
谷
中
安
規」
(

r

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ」

・―-
1-"方 、

．

九
七一 正
介
五
月 、
二
r具）

西
川
悩
「

川
K

澄
生
さ
ん
と
の
奇
縁」（『
捏
」々
秋
号 、
→

九
八

八
年
九
月 、

五
頁）

註
(

16
)

に
同
じ 。

『
版
芸
術』
は
八
月
の
ー
し

号
で
川
上
澄
生
を
特
染
し 、
『

白
と

烹』
は
―
一
月
の
四 ．
号
で
谷
中
安
規
を
特
集
し
て
い
る 。

訂
(

17
)

に
同
じ 、

四
頁 。
「

昭
和
十
年
頃」
と
あ
る
が 、

内
許
の

発
表
時
期
か
ら
見
て
正
し
く
は
昭
和
九
年( -
九
三
四
年）
で
あ

る 。
な
お
や
ぽ
ん
な
占
房
に
つ
い
て
は 、

岩
切
伯→
郎
「

五
十

澤 ．一
郎
の
「

や
ぽ
ん
な
苔
房」
1

川
上
澄
生
『

ゑ
げ
れ
す
い
ろ

は』．
摺
帥
西
村
熊
吉
の
こ
と
な
ど
ー」（『一

寸』
・

ヒ
号 、
二
0

0
四
年

月 、
ヒ
a
)

に
詳
し
い 。

あ
り 、
「

台
洒
大
取
次」
と
し
て
「

姻
祖
哲
屈
内
創
作
版
両
会」

の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る 。

西
川
満
「

古
今
東
西
苔
物
放
浪（
六）
海
の
蛮
話」
(
r

台
日』
一
九

ニ
四
年^
一
月一
五
R
付
朝
刊 、
四
頁）

註
(

35
)

に
同
じ 。

こ
の
時
の
ふ
た
り
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
は
r

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ』

こ
三
（

：几
ヒ一一
年
五
月） 、
四一
(-
JL
ヒ ・ー

伝＇一
月） 、
二
五

一 ．
（ ．
九
九
0
年
八
Jj)
に
収
め
ら
れ
た
山
川
の
文
布
に
詳
し
い 。

な
お
安
規
か
ら
西
川
に
宛
て
た
最
後
の
手
紙
は
Jt
(

25
)

で
あ
げ

た
文
献
に
再
録
さ
れ
て
い
る（
八一→
ー

八
四
頁） 。

山
川
満
r

人
間
の
星』（
六
郎
出
版 、
一
九
五
几
年 ‘
一
四
九
以）

30
)
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西
川
泌
「

占
今
東
西
RLI

物
放
浪
(

Le
)

変
な
リ
ー
ド
ル」（『
台
n』

．
九―
二
四
年 ．

言月 ．
H
付
朝
刊 、
六
fi
)

註
(

9
)

に
同
じ 。

訂
(

16
)

に
同
じ 。
た
だ
し
『

上
様
の
行
中』
の
刊
行
は
三
四
年

fi
月 、

西
川
は
七
月
末
に
は
"LI
評
を
発
表
し
て
い
る
か
ら 、
「

九

月」
と
い
う
の
は
品
椋
違
い
で
あ
る 。

谷
中
安
規
の
場
合
は
版
木
で
は
な
く

版
両
を
送
っ
て
い
る 。
た

と
え
ば
『

娼
祖』

．— ．
巻 ．
二
冊
に
つ
い
て 、

西
川
は
「

鬼
才
谷
中

安
規
画
伯
が
自
刻
自
摺
せ
る
r

貿
f
図」
は一ー
殷
刷
で ｀

し
か

も
和
紙
貼
合
せ
と
云
う
灯
沢
な
も
の」（r
姻
祖
便』
し 、

．
九→q ●

し
年―
-1
月 、

．．
 頁）
と
記
し
て
い
る 。

タ
イ
ト
ル
と
掲
載
時
期
は
以
ド

の
と
お
り 。

「
お
伽
絵
ば
な
し
5

沿一
の
拶」（一
几 ．
ニ
ヒ
年一

．
月
1

じ
n
)

「
お
伽
絵
ば
な
し

猫
の
作
文」(-
九 ．一
じ
年 ．
「
月 ．
O
n
)

「
お
伽
絵
ば
な
し

コ
ド
モ
会」（

了几 ．一
八
年
六
月 ．
し
日）

「
お
伽
絵
噺

蝸
牛
と
盈
薇（
上）」（ ＇
九 ．

＾
九
介一 ．
月
＝
日）

「
お
伽
絵
噺

蝸
牛
と
特
薇（
下）」（一
九『

iば1 ．
月
四
日）

な
お
『

谷
中
安
規
の
歩
、ン
ネ
マ
と
カ
フ
ェ
と
伴
奇
の
ま
ぽ

ろ
し』
展
図
録（
渋
谷
区
立
松
潟
又
術
館
紺 、
二
0
0
三
年）
に

こ
れ
ら
の
全
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る（
四
〇
ー

四
し
ti) 。

註
(

16
)

に
同
じ 。

『
版
画
蔵
苫
栄』
第
八
号（ ．
几
三
八
年
五
月）
に
掲
載 。

西
川
油
と
橘
小
夢
と
の
親
交
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
に
詳
し

い 。
西
川
泌
「

幻
妖

橘
小
奴夕
の
出
界」（『
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ』
i .

八一

り 、
一
九
九
三
年 ー一 ．
月） 、
『

橘
小
夢
屎
ー

耽
足
な
る
幻

想
ー』（

弥
生
又
術
館・
橘
小
炒
会 、
1

九
九
二
年
四
月）

た
と
え
ば
r

愛
ftu』

四
輯（ ．
几一一 ．
五
年
几
月）
に
お
け
る
装
柏

特
集 、
あ
る
い
は
r

文
芸
台
湾」
ヒ
リ(-
九
四一
年 ．―-
11）
に

お
け
る

；曲
家
芳
い」
な
ど 。

西
川
は
「

わ
た
し
は
版
画
が
大
好
き
で
あ
る 。

ド
手
の
横
好
き

で 、
た
ま
に
は
ど
う
か
す
る
と 、

自
分
か
ら
板
木
を
削
る
こ
と

も
あ
る
が 、
し
か
し
化
兵
法
は
大
怪
我
の
も
と
と
云
う
か
ら 、

ま
あ
ま
あ
鑑
貸
家
の
立
場
に
安
住
し
て
い
る」（「
版
画
と
野
球」 、

『
台
H』

．
九 ．i ．
万
年一
月 ．
一
11
付
朝
刊 、

ヒ
r

Jl
)

と
語
る
と

お
り 、

自
ら
は
ほ
と
ん
ど
制
作
を
せ
ず 、

手
が
け
る
と
し
て
も

小
さ
な
カ
ッ
ト

程
度
で
あ
っ
た 。
な
お
西
川
が
ふ
た
り
を
評
し

19 18 
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分
の
歴
史
観
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か

戦
後
芙
術
史
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ム 、

正
史

こ
れ
は

科英染
也

原佑中
介

峯村敏
明

建
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The Sosaku Hanga Creative Prints of Kareijima: 1930s 
Taiwan 

Nishiyama Junko 

「
斎
藤
義
重 、

そ
の
造
形
を
索
め
て」

ま
ず
建
畠
さ
ん
か
ら
御
白
身
と
斎
藤
義
頂
( .
JL
o

四
1
;

0
01
)
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す 。

建
畠

あ
る
意
味
で
斎
藤
義
弔
と
い
う
作
家
は
話
し
に
く

い 、

捉
え
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る 。

そ
れ
は 、

お
ふ
た
り
の

先
叩車
評
論
家
と
は
迫
っ
て
私
は
一
九
じ

0
年
代
か
ら
現
代
美

術
の
世
界
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
が 、

そ
の

中で

戦
後
美
術
史
の
文
脈
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
多
か
っ
た
ん

で
す 。

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト

が
提
示
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
ん
で 、

何
と
な
く

頭
に
あ
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ム

ー
か
ら
身
を
離
す
よ
う
に
し
て 、

大
げ
さ
に ．．
 1口
え
ば
自

っ
た 。

そ
の
時
に
ぼ
く
の
前
に
当
面
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し

て
あ
っ
た
の
が 、

瀧
口
修
造（ ．
几
01·1
ー

七
九）
と
い
う
美

術
評
論
家
と
作
家
の
斎
藤
義
爪
だ
っ
た
わ
け
で
す 。
ご
く

大

ざ
っ
ば
な
言
い
方
を
す
る
と 、

瀧
11
は
高
名
な
詩
人
で
も
あ

り
ま
す
け
れ
ど 、

終
戦
直
後
か
ら一
九
四
0
年
代 、

五
0
年

代
に
い
わ
ゆ
る
現
代
美
術
の
中
枢
に
位
附
し
続
け
て
い
た
カ

リ
ス
マ
的
な
什
在
で
あ
っ
た 。
ご
存
じ
の
よ
う
に
斎
藤
義
重

が
華
々
し
く
登
場
し
て
来
る
の
は 、

今
阿
の
展
覧
会
に
も
出

品
さ
れ
て
い
る
万
七
年
の
《
鬼》
と
い
う
作
品
に
よ
っ
て
で

す 。

そ
れ
以
降
の
六
0
年
代 、

七
0
年
代
に
も
瀧
口
は
誰
か

と
交
代
す
る
と
い
う
こ
と
な
く

活
羅
し
て
い
ま
す
し 、

戦
前

す
で
に

大き
な
業
績
を
残
し
て
い
た
斎
藤
も
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

と
し
て 、

そ
の
時
代
の
美
術
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
私
の

前
に
あ
っ
た 。

こ
れ
は
私
の
テ
イ
ス
ト
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が 、

そ
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ム
に
対
し
て
そ
れ
ま
で

マ
イ
ナ
ー
と
思
わ
れ
て
い
た
も
の 、

あ
る
い
は
エ
キ
セ
ン
ト

リ
ッ
ク
な
い
し
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト 、

趣
味
的
な
も
の
に
過
ぎ

な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
人
た
ち
を
何
と
か
時
代
の
正
面
に
押

し」IL
て
ら
れ
な
い
か 。

そ
れ
が
私
に
と
っ
て
は
関
西
に
住
ん

Research on the arts of Taiwan under Japanese rule has recently advanced as part of the study 
of Japanese yoga, or western-style paintings, but these new studies have yet to cover the field of 
prints. Needless to say, such studies have yet to address the issues of the. albeit small. "creative print 
movement" in Taiwan under Japanese rule. This paper's discussion of the prints of !930s Taiwan will 
focus its observations on Nishikawa Mitsuru (1908-1999), who was both poet and publisher. as it 
considers how prints from the Japanese mainland were received by the prints from colonial Taiwan.

First this paper will provide an overview of the magazine Maso. published in Taipei during 
the 1930s. The first question to be considered is why printmakers such as Kawakami Sumio (1895-
1972). Taninaka Yasunori (1897-1946). Tachibana Sayume (J 892-1969). and Kobayashi Asaji (J 898-
1939) participated in the publication of the magazine. Next, this paper recounts several incidents 
related to prints on the island, such as the one-man shows of Kawakami Sumio and Tachibana Sayume. 
print exhibitions organized by Dessin-sha, exhibitions of books of prints, and the birth of the Sosaku 
Hanga-kai. The overlapping and conjunction of these events raised island interest in prints 、 as seen in 
articles published in the newspaper Taiwan Nichinichi Shinpo. As part of the investigation of these 
events, a tracing of Nishikawa ·s career reveals that his actions were closely related to his job as a book 
reviewer for the Taiwan Nichi11ichi Shin厄 ． Nishikawa's column covered a number of high quality 
books of prints, including those published in the 1930s by such houses as Hangaso, Aoi Shobo, and 
Rakwv Shain. These aiticles evoked reactions on the mainland. and as a result, Nishikawa was able to 
hold print exhibitions in Taiwan, and have personal interactions with the printmakers involved. Also, 
Nishikawa taught printmaking to Taiwan resident JapaneseAJtists. Miyata Yataro and Tateishi Tetsuomi, 
while his own publishing company flourished, as seen in numerous print magazines such as Maso. 
and limited edition print books. 

Nishikawa's pre-war Taiwanese publications havc been previously discussed separately from 
discussions of Scisaku hanga in mainland. but. as seen in the facts noted above, they indeed were 
closely related phenomena. This paper ends with a note that we must pay attention to how prints, an 
easily distributable medium. were spread to Taiwan against this background of the network of pub­
lishers. (Translated by Martha McClintock) 

で
い
る
村
岡
二
郎(-
九一

八
生）
で
あ
り 、
バ
リ
に
い
た
エ

藤
哲
巳(
-
九
三
五

I

九
0)
や
そ
の
頃
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら

帰
国
し
て
い
た
草
間
弧
生(-
九
『
九
生）
だ
っ
た 。

彼
ら
を

戦
後
の
U
本
の
現
代
美
術
に
と
っ
て
も
原
点
に
な
る
存
在
と

し
て
考
え
た
場
合 、

斎
藤
義
重
は
非
常
に
論
じ
に
く
い 。

も

ち
ろ
ん 、

彼
を
否
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い 。

優
れ
た
作

家
で
あ
る
こ
と
は
類
か
で
あ
る
ん
で
す
が 、

位
附
付
け
に
く

い
存
在
に
な
っ
て
き
た 。

私
は
斎
藤
さ
ん
に
個
人
的
に
私
淑
す
る
と
い
う
よ
う
な
世

代
の
後
に
生
ま
れ
て
い
ま
す 。

展
閲
会
の
パ
ー

テ
ィ
ー

な
ど

で
遠
く
か
ら
「

あ
あ 、

斎
藤
義
田
が
い
る」
と
い
う
よ
う
な

畏
敬
の
ま
な
ざ
し 、

敬
愛
の
念
を
常
に
抱
い
て
い
た
し 、

作

品
だ
け
で
な
く 、

そ
れ
と
な
く
感
じ
ら
れ
る
人
と
な
り
に
つ

い
て
も
尊
敬
し
て
は
い
た
の
で
す
が 、

何
と
か
別
の
角
度
か

ら
捉
え
直
し
て
相
対
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か 。
ま
だ
考

え
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
ん
で
す
が 、

今
U
は
ち
ょ
っ
と
そ

ん
な
立
場
か
ら
話
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す 。

斎
藤
義
直
は
よ
く

耳
わ
れ
る
こ
と
で
す
け
れ
ど
も 、

「
反
11

絵
画」
と
い
う
立
場 、

こ
れ
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す 。
「

反
11

絵
画」
と
は
日パ
体
的
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く
て
現
場
で
学
芸
員
に
よ
る
斎
藤
の
解
釈
も
含
め
た
ひ
と
つ

の
表
現
で
あ
っ
た
か、

そ
れ
に
つ
い
て
は
訊
い
て
み
た
い。

し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も、

そ
れ
は
造
形
物
と
し
て
提
示
さ

れ
て
鑑
賞
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る。

し
か
も、

作
品
と
し
て

造
形
的
な
完
成
度
が
非
常
に
高
い。

確
か
に
近
代
迅
形
主
義

の
典
型
で
あ
る
構
成
主
義
的
な
彫
刻
と
は
迫
っ
た
雰
囲
気
を

宿
し
て
い
る
け
れ
ど
も、

作
品
と
し
て
の
完
成
度
は
非
常
に

高
い。

そ
し
て、

こ
れ
は
微
妙
な
言
葉
で
す
が、
「
優
れ
た

デ
ザ
イ
ン
感
此」
と
言
う
と
悪
い
言
葉
に
な
っ
て
し
ま
う
け

れ
ど、

非
常
に
洗
練
さ
れ
た
セ
ン
ス
と
い
う
も
の
も
作
品
か

ら
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る。

だ
か
ら、

斎
藤
の
解
釈
と
い
う
も
の
は
私
に
と
っ
て
は
位

附
付
け
に
く
い
と
こ
ろ
に
あ
る。
プ
ロ
セ
ス
が
屯
要
だ
と
言

い
な
が
ら、

結
果
的
に
は
追
さ
れ
た
作
品
が
完
成
度
の
恥
い

も
の
で
あ
る
し、

ま
た
初
期
か
ら
見
て
い
る
と
「
反
11
絵

画」
の
指
向
性
が
あ
る
程
度一
貫
し
て
ひ
と
つ
の
思
想
を
貰

い
た、

と
い
う
ふ
う
に
も
言
え
る。

あ
と、

今
回
の
展
覧
会
に
関
し
て
再
制
作
の
必
要
が
な
か

っ
た、
つ
ま
り
温
存
可
能
な
状
態
で
制
作
さ
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
あ
る
に
し
て
も、

戦
争
で
戦
前
の
作
品
が
ほ
と
ん

ど
破
壊
さ
れ
た
の
で
一
九
七一
1
年
に
〈
ト
ロ
ウ
ッ
ド〉
と
今

日
で
は
呼
ば
れ
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
を
再
制
作
し
て
い
る。
こ

れ
は
戦
争
で
泊
滅
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら、

残
っ
て
い
れ

ば
内
制
作
さ
れ
る
必
要
が
な
か
っ
た
わ
け
で、

も
の
派
の
再

の
よ
う
に
現
場
で
再
現
し
た
の
か、

あ
る
い
は
再
現
で
は
な

一
種
の

す
ね。

イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
排
除
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で

に
古
う
と、
こ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
論
じ
て
い
ま
す
し
御

本
人
の
LJ
か
ら
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が、

絵
両
的

し
か
し、

平
血
性
rl
体
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い。

絵

画
的
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
排
除
し
た
作
品
の
中
に、

た
と
え

ば
「
而」
と
い
う
も
の
が
非
常
に
重
要
な
も
の
と
し
て
息
づ

い
て
い
る。
「
面」
は
後
に
立
体
的
な
表
現
の
な
か
の
板
ヘ

と
展
開
し
て
い
ま
す。

そ
れ
か
ら
「
色
彩」、
「
線」

も
項
要

な
要
索
と
し
て
あ
り
ま
す。

そ
う
す
る
と
斎
藤
は、

5坦

形
的

な
要
索一
般
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
く、
い
わ
ゆ
る
絵
画

性、

絵
画
的
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
生
み
出
す
よ
う
な
空
間
の

奥
行
き

i
そ
れ
を
私
は
「
絵
画
空
叫」
と
呼
ん
で
い
ま

す

を
否
定
し
て
い
る。

だ
か
ら、
「『
反
11
絵
画』
的
な

絵
両」
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う。

そ
の
よ
う
な
什

ト
が
か
な
り
の
時
期
に
わ
た
っ
て
継
続
さ
れ
て
い
る。

そ
れ
と、

こ
れ
は
私
が
自
党
的
に
作
品
を
見
た
時
の、

こ

ち
ら
の
バ
イ
ア
ス
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が、

脱

念£
義
的
な
傾
向。

そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア

ル
・
ア
ー
ト
と
か
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
と
は
少
し
迫
う
か
も

知
れ
な
い
け
れ
ど
も、

同
時
代
的
に
多
少
な
り
と
も
シ
ン
ク

ロ
す
る
よ
う
な
芸
術
の
蜆
念
的
な
頻
向、

そ
れ
が
先
に
私
が

言
っ
た
追
形
的
な
要
索
自
体
を
漏
存
し
な
が
ら
も
何
か
近
代

造
形
主
義
と
は
言
い
切
れ
な
い
不
思
議
な
性
格
を
作
品
に
宿

ら
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か。

だ
か
ら
と
言
っ
て
コ
ン
セ
プ

北
的
な
指
針
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い。

そ
の
意
味
で

は
非
常
に
微
妙
な
作
品
の
位
硲
付
け
が
あ
る。

こ
の
領
向
は、
〈
反
対
称
D
issy
m
mc
try〉
と
い
う
作
品

に
極
ま
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
が、

そ
れ
以
降
〈
複
合
体〉

と
呼
ば
れ
る、

広
い
意
味
で
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
向

か
う。

そ
こ
で
斎
藤
の
中
で
は
っ
き
り
し
て
き
た
の
は、

「
反
11
絵
両」

主
義
は
と
も
か
く
と
し
て、

彫
刻
と
は
全
く

迫
っ
た
造
形
理
念
で
す
ね。
マ
ッ
ス
と
か
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム、

あ
る
い
は
彫
刻
に
と
っ
て一
番
大
事
な
求
心
的
な
俎
塊
性
な

ど
と
は
全
く
無
縁
の
仕
事
を
し
て
い
る。

そ
れ
か
ら、

単
体

（
そ
れ
は
令
体
と
部
分
と
の
閃
係
が
相
互
的
で
あ
る
よ
う
な

f．己
い
方
が
さ
れ
て
も
い
ま
す
け
れ
ど）
と
し
て
完
結
し
な
い

よ
う
な、

日
己
完
結
的
で
は
な
い
空
間
が
展
聞
さ
れ
て
い

る。

そ
の
時
に
斎
藤
は、
（
正
確
な
言
葉
は
品
惚
し
て
い
ま

せ
ん
が）
最
終
に
出
来
上
が
る
作
品
が
自
己
H
的
的
に
用
要

な
の
で
は
な
く
て、

プ
ロ
セ
ス
が
自
分
に
と
っ
て
は
大
き
な

意
味
を
持
つ、

結
果
と
し
て
作
品
が
出
来
上
が
る。

そ
れ
が

あ
る
意
味
で
は
自
己
完
結
的
で
は
な
い
彼
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
り
よ
う
と
呼
応
し
て
い
る、

ひ
と
つ
の
制
作
に

対
す
る
彼
の
態
度
と
も
呼
応
し
て
い
る。

だ
け
れ
ど
も、

プ

ロ
セ
ス
が
重
要
だ
と
言
っ
た
場
合
で
も、

た
と
え
ば
建
築
に

お
け
る
プ
ロ
セ
ス
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
か、

絵
両
に
お
け
る

シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
よ
う
に
プ
ロ
セ
ス
自

体
が
自
己
目
的
化
し
て、

結
果
と
し
て
成
立
し
た
も
の
に
対

制
作
と
は
全
く
意
味
が
違
う
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も、

七

三
年
の
再
制
作
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
た
ら

よ
い
の
か
？

こ
れ
は、

他
の
発
言
者
の
方
々
の
御
意
見
を

う
か
が
い
な
が
ら
私
の
意
見
を
申
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す。と
り
あ
え
ず、

最
初
の
話
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
で

止
め
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す。

峯
村
·
番
齢
初
の
と
っ
か
か
り
と
し
て
：．．．．
 私
の
個
人
的

な
斎
藤
さ
ん
と
の
接
触
点、

こ
れ
は
非
常
に
象
徴
的
な
事
柄

と
し
て
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
で、

そ
れ
か
ら
お
話
し
し
ま

す。実
は
恥
ず
か
し
な
が
ら、

私
は
ち
ょ
う
ど
五
年
半
ほ
ど
前

に
自
分
で
彫
刻
を
作
っ
て
展
示
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す（
註
ー）。

悲
し
い
こ
と
に
隣
の
お一一
人
は
見
て
い
な
い
ん

で、

逆
に
都
合
が
い
い
と
言
え
ば
い
い
ん
で
す
が、

も
の
す

ご
く
た
く
さ
ん
の
人
が
観
に
来
て
下
さ
っ
た
ん
で
す
が、

私

が
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
そ
の
中
で
も
斎
藤
さ
ん
が
来
ら
れ
た

…
…
斎
藤
さ
ん
と
い
う
人
は
途
方
も
な
い
好
奇
心
の
持
ち
主

で
す
か
ら、
べ
つ
に
私
の
や
っ
て
い
る
こ
と
に
期
待
が
あ
っ

て
来
た
わ
け
と
は
思
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も、

批
評
家
が

作
品
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
事
な
の
か、

そ
の

程
度
の
冷
や
か
し
気
分
で
も
あ
っ
た
と
は
思
う
ん
で
す
が、

と
に
か
く
来
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す。

そ
れ
も
初
日
の
賑
や
か
な
時
で
は
な
く
て、

暇
な
時
に
米

て
下
さ
っ
て、

窓
際
の
ち
ょ
っ
と
腰
か
け
ら
れ
る
と
こ
ろ

す
る
造
形
的
な
意
識
は
そ
こ
に
ほ
と
ん
ど
関
与
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
て、

最
終
的
に
か
な
り
な
完
成
度
を
持
っ

た
作
品
が
そ
こ
に
成
立
し
て
い
る。

そ
う
す
る
と、

プ
ロ
セ
ス
も
斎
藤
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
と
考
え
る
と、
「
反
11
絵
画」
が

結
果
的
に
は
や
っ
ば
り
「
絵
両」
と
い
う
も
の
を
受
け
皿
に

し
て
い
た
よ
う
に、

最
後
の
造
形
物
が
問
題
で
は
な
い
プ
ロ

セ
ス
が
屯
要
だ
と
い
う
こ
と
も、

最
終
的
に
は
「
作
品」
と

し
て
成
立
し
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で、

我
々
が
造

斎
藤
の
近
く
に
い
て、

彼
の
思
想
的
な
影
評
を
受
け
た
と

も．i-日
え
る
も
の
派
の
人
た
ち
の、

回
顧
的
な
展
覧
会
が
開
か

れ
る
場
合
に
は
必
ず
再
制
作
に
な
る。

作
品
は
現
実
と
し
て

後
に
残
ら
な
い。

残
ら
な
い
こ
と
を
H
的
に
し
た
の
で
は
な

い
け
れ
ど
も、

結
果
的
に
は
残
ら
な
い
よ
う
な
造
形
物
が
多

か
っ
た。

斎
藤
の
場
合
は、

今
回
の
展
屁
会
を
見
て
も
全
て

の
作
品
が
温
存
さ
れ
て
芙
術
館
や
個
人
の
コ
レ
ク
タ
ー
に
収

蔵
さ
れ
て
い
て、

そ
こ
か
ら
惜
り
て
展
示
が
可
能
で
あ
っ
て

再
制
作
が
必
要
な
か
っ
た。

も
ち
ろ
ん
分
解
さ
れ
た
状
態

で、

保
存
さ
れ
て
い
る。

再
び
会
場
で
組
み
立
て
る
時
に

は、

こ
の
よ
う
に
展
示
し
な
さ
い
と
い
う
厳
密
な
指
針
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
の
で、
「
プ
ロ
セ
ス
が
用
要
だ」
と．―••
E

う

彼
の
言
葉
を
受
け
た
学
芸
員
が、

過
去
の
写
真
を
参
照
し
な

が
ら
展
示
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が。

そ
れ
を
ど

に、

ぽ
つ
ん
と
座
っ
て
い
ら
し
た。
こ
ち
ら
は
ま
あ
恐
縮
し

て、

と
言
う
か、

折
角
来
て
頂
い
た
の
に
ち
ゃ
ん
と
対
面
し

な
け
れ
ば
失
礼
か
と
思
っ
て
恐
る
恐
る
傍
に
行
き
ま
し
た

ら、

例
の
優
し
い
語
り
口
で
印
象
を
述
べ
て
下
さ
っ
た。

そ

れ
が、

は
な
は
だ
い
い
耳
葉
を
掛
け
て
下
さ
っ
た。
こ
れ
は

私
に
と
っ
て
ふ
た
つ
の
意
味
で
重
要
な
ん
で
す。

ひ
と
つ
は、

ど
う
し
て
も
批
評
を
や
っ
て
い
る
と、

私
は

意
地
が
悪
く
て、

脊
め
な
い
悪
い
癖
が
あ
り
ま
す。

そ
れ

で、

作
家
と
い
う
も
の
は
登
め
ら
れ
る
と
や
っ
ぱ
り
妍
し
い

も
ん
だ
な
あ、

と
い
う
こ
と
を
そ
の
時
つ
く
づ
く
実
感
し
ま

し
た。

そ
の
後、

な
る
べ
く
舒
め
る
よ
う
に
は
し
て
お
り
ま

す
が、

斎
藤
さ
ん
の
よ
う
に
湿
か
い
言
葉
述
い
は
な
か
な
か

で
き
な
い
の
で、

私
が
真
似
が
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

ん
で
す
け
れ
ど。

そ
の
時、
「
い
い
で
す
ね
え、

こ
の
r
軽
さ」。
こ
れ
は
私

た
ち
も
の
を
作
っ
て
い
る
人
閻
に
と
っ
て
は
理
想
な
ん
で
す

け
ど、

な
か
な
か
で
き
な
い
ん
で
す
よ」

と
お
っ
し
や
っ

た。

私
は
作
品
っ
て
の
は
や
っ
ば
り
あ
る
意
味
で、
「
軽
さ」

と
い
う
も
の
が
出
な
い
と
ま
ず
い
と
は
思
っ
て
い
て、

だ
け

ど
自
分
の
索
人
的
な
作
り
方
で
そ
ん
な
境
地
は
と
て
も
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
し、

そ
ん
な
こ
と
は
念
頭
に
も
な
か
っ
た。

で

も
斎
藤
さ
ん
に
言
わ
れ
て、

お
だ
て
る
の
が
し
手
な
人
だ
な

あ
と
思
い
ま
し
た
が、

そ
の
時
は
い
い
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
る

人
だ
と
…
…
つ
ま
り
こ
れ
は
私
の
作
品
に
つ
い
て
の
批
評
で

あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
し
に、

斎
藤
さ
ん
の
中
に
や
っ
ぱ
り

形
的
に
受
容
を
し
て
し
ま
う
要
索
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す

ね。

チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
ヘ
と
向
か
っ
て
行
く
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
極
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関
係
を
示
し、

焦
点
を
示
し
て
い
る。

そ
れ
と
踊
を
接
し
て

い
る
次
の
〈
ト
ロ
ウ
ッ
ド〉

は、

交
わ
ら
な
い。

横
に、

ラ

テ
ラ
ル
な
方
向
に
複
数
の
板
が
接
す
る
よ
う
に
叩皿
か
れ
て
い

る。

そ
れ
を
中
原
さ
ん
は
「
離
散」

の
構
造
と
れ口
い
て
お
ら

れ
ま
す。

こ
れ
は
私
は
ち
ょ
っ
と
疑
問
が
あ
り
ま
す。

離
散

な
ら
本
当
に
離
れ
て
し
ま
う
ん
で
す。

分
散
し
て
し
ま
う
ん

で
す
が、
〈
ト
ロ
ウ
ッ
ド〉

の
場
合
は
（
板
同
七
が）
接
し
て

い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
屯
要
な
怠
味
が
あ
っ
て、

接
し
て
い

な
が
ら
隙
間
が
あ
る。

窄
隙。

し
か
し、

111
原
さ
ん
が
捉
え

て
い
る
視
点
は
良
く
解
り
ま
す。

そ
の
〈
ト
ロ
ウ
ッ
ド〉

の
「
離
散」

の
構
造
の
次
に
は

…
…
余
り
禎
極
的
な
要
素
で
も
な
い
ん
で
す
が、
一

九
六
0

作
代
の
終
わ
り
頃
に
〈
ペ
ン
チ〉

と
か
〈
ク
レ
ー
ン〉、
〈
ハ

ン
ガ
ー〉

と
か
奇
妙
な
も
の
が
あ
り
ま
す。

あ
れ
は
動
く
ん

だ
そ
う
で
す。

回
転
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
そ
う
で

す。

実
際
に
は
動
か
な
く
て
も、

文
点
を
い
つ
も
求
め
て
お

り
ま
す
か
ら、

こ
れ
は
斎
藤
さ
ん
が
比11
か
ら
言
っ
て
い
る
や

じ
ろ
べ
え
的
な
考
え
方
で
す。

や
じ
ろ
べ
え
は、

あ
る
ひ
と

つ
の
支
点
で
か
ろ
う
じ
て
均
衡
を
保
つ。

け
れ
ど
も
か
な
り

揺
れ
て
い
る
も
の
で、
〈
ペ
ン
チ〉

な
ど
は
そ
ん
な
と
こ
ろ

か
ら
き
た
ん
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が、

そ
れ
を
中

原
さ
ん
は
「
回
転」

の
構
造
と
捉
え
て
い
ま
す。

時
期
が
時

期
だ
け
に、

斎
藤
風
の
キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
と
…
…

キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
と．—
1
11

わ
れ
て
も
あ
れ
は
あ
ま
り
動
か
な
い
の

で、

慨
念
的
な
「
動
き」

か
と
思
う
ん
で
す
が。

者
と
銀
IJi
で
会
い
ま
し
て、

こ
の
集
ま
り
が
ど
の
よ
う
な
か

中
原

ど
こ
が
ユ
ニ
ー
ク
か
？

っ
た
の
は、
「
結
合」

と
い
う
空
間
構
造
の
あ
り
方
を
ひ
と

つ
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
出
し
て、

そ
れ
か
ら
「
離
散」

の
構

造
（
私
流
に
言
え
ば、

接
す
る
要
素
が
あ
る
か
ら
「
離
接」

で
も
い
い
ん
で
す
が）、
「
回
転」
…
…
そ
の
よ
う
な、

空
間

の
関
係
の
持
ち
方
の
構
追、

も
の
と
か
形
態
が
空
間
の
中
で

あ
る
関
係
を
持
つ
時
の
構
述
の
違
い
を、

斎
藤
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
出
し
て
い
る。

そ
の
時
点
の
ひ
と
つ
の
予
告
み
た
い
な

こ
と
で、
．

九
七―
二
年
に
わ
ず
か
に
出
て
来
た
要
索
に
「
対

構
追」

が
あ
っ
て、

そ
れ
に
つ
い
て
も
中
原
さ
ん
は
少
し
言

及
し
て
お
ら
れ
ま
す。

こ
れ
は
な
か
な
か
鋭
い
指
摘
で、

実

際
そ
の
後、

L
六
年
頃
か
ら
私
が
先
程
中
し
上
げ
ま
し
た

〈
反
対
称〉

や
そ
れ
に
類
似
し
た
も
の
が
次
々
出
て
き
ま
す。

出
た
り
引
っ
込
ん
だ
り
し
て
い
る
〈
四
つ
の
位
附〉

と
か。

こ
れ
は、

再
制
作
の
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
…
…

本
U、

私
も
話
す
時
に
は
ま
ず
最
初
に
そ
の
よ
う
な
と
こ

ろ
を
押
さ
え
て
話
そ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ、

中
原
さ
ん

が
既
に
内
い
て
お
ら
れ
た。

し
ゃ
べ
ら
な
い
わ
け
に
も
い
か

な
い
の
で、

余
計
な
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が、

本
人
が
話

さ
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
か
ら
私
が
先
回
り
し
て、

ベ
ー
ス

を
作
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た。

こ
れ
か
ら
話
す
時
に
は、

一

応
ベ
ー
ス
は
ベ
ー
ス
と
し
て、

そ
の
上
に
ま
た
何
か
別
の

こ
と
を
お
話
し
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す。

中
原
で
す。
一

昨
日、

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
司
会

゜
、
つ 二

人
と
も
言
い
た
い
こ
と
を
も
う
相
当
話
さ
れ
て
し
ま
っ
た

ん
で
す
が
…
·

:
0

こ
れ
は
特
に
触
れ
た
い
と
思
う
ん
で
す
が、

斎
藤
さ
ん
の

作
品
に
お
け
る
「
面」

の
I
要
性
と
い
う
建
畠
さ
ん
の
発
言

は、

非
常
に
重
要
な
指
摘
だ
と
思
い
ま
す。

そ
れ
か
ら、

結

合
ム
々
そ
の
他
の
「
梢
造」

と
い
う
こ
と、

こ
れ
は
私
も
既

に
文
斉←
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で、

必
要
と
な
っ
た
ら
ま
た
楽

村
さ
ん
に
も
う
少
し
詳
し
く
話
し
て
買
っ
た
方
が
い
い
か
な

あ
と
思
い
ま
す。

実
は、

今
U
は
横
が
多
序
美
術
大
学
教
授

連
合
で，一
人
対
一
人
な
も
の
で
す
か
ら、

も
し
斎
藤
さ
ん
の

作
品
を
あ
ん
ま
り
務
め
る
の
で
あ
れ
ば
ぼ
く
が
貶
し
て、

向

こ
う
が
貶
せ
ば
脊
め
よ
う
か
な
と
い
う
姑
息
な
心
境
で
米
た

ん
で
す
が、

ま
と
も
な
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す。

斎
藤
義
咽
の
作
品
は、

難
し
い
と
思
え
ば
非
常
に
難
し
い

作
品
な
ん
で
す
け
れ
ど
も、

少
し
視
点
を
ず
ら
せ
ば
本
＞ー
に

明
快
な
仕
中
を
ず
っ
と
や
っ
て
来
た。

非
常
に
明
快
な
仕
事

で
す。

そ
の
明
快
さ
に
お
い
て
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
だ
と
思

こ
れ
は
建
畠
さ
ん
の
言
っ
た

「
IYi」

の
重
要
竹
と
い
う
こ
と
で、

や
っ
ぱ
り
斎
藤
義
重
は

括
本
的
に
画
家
な
ん
で
す
ね。

と
こ
ろ
が
一
九
六
0
年
代
に

と
も
か
く、

私
に
と
っ
て
中
原
さ
ん
の
文
草
が
興
味
深
か

と、

斎
藤
さ
ん
は
「
う
ん、

と、

そ
の
中
に
「
あ
あ、

こ
れ
だ
っ
た
の
か」

と
目
に
止
ま

っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す。

そ
れ
は、

誰
か
が
菅
井
汲
(
-

九
一
几
ー
几
六）

の
絵
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
筒
所
で
し
た。

初
期
に
は
油
彩
を
JTj
ぃ

て
い
た
彼
が、

あ
る
時
期
か
ら
ア
ク
リ
ル
を
使
う
よ
う
に
な

っ
た、

そ
う
す
る
と
絵
が
軽
い
で
す
ね、

と．ゴロ
っ
て
い
る。

私
は
何
故
こ
ん
な
こ
と
を
斎
藤
さ
ん
に
向
か
っ
て
互
う
の
か

怪
謁
だ
っ
た
の
で
す
が、

す
ぐ
そ
の
後
で
斎
藤
さ
ん
が
「
実

は
『
軽
さ』

と
い
う
こ
と
は
私
も
考
え
て
お
り
ま
す」、

大

切
に
名
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
フ
ッ
と
発
言
し
て
い
る
ん

で
す
ね。
「
も
の」

と
し
て
の
重
屈
感、

あ
る
い
は
屯
さ
は

あ
る
ん
で
す
が、

表
現
と
し
て
出
て
米
た
「
軽
さ」

は
大
切

に
か
ん
が
え
て
い
る
と。

そ
う
す
る
と、

誰
か
が
そ
れ
を
引

き
取
っ
て
「
そ
う
す
る
と
メ
タ
フ
ァ
ー
で
す
か
ね」

と．—-口
う

メ
タ
フ
ァ
ー
で
す
ね、

そ
し
て

そ
の
と
こ
ろ
を
語
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す。

こ
の
後、

中
原
さ
ん
が
お
話
し
に
な
る
中
で、

中
原
さ
ん

御
本
人
が
た
ぶ
ん
話
さ
れ
る
こ
と
は
嫌
で
し
ょ
う
か
ら、

私

の
ガ
か
ら
先
阿
り
し
て
ち
ょ
っ
と
御
紹
介
し
ま
す
と••
…•
こ

の
機
会
に
斎
藤
さ
ん
に
つ
い
て
北り
か
れ
た
文
沿
を
い
く
つ
か

読
ん
だ
中
で、

中
原
さ
ん
の
文
浮
は
非
常
に
淡
々
と
客
観
的

て
い
る
ん
で
す
ね。

そ
れ
で、

ま
ず
戦
前
の
〈
カ
ラ
カ
ラ〉

と
い
う
タ
イ
プ、

あ
れ
は
恐
ら
く
空
間
の
「
結
合」

と
い
う

た
ち
で
進
行
す
る
の
か
話
を
し
ま
し
た。

最
初
に
一
人
ず
つ

話
す。
「
順
番
は
？」

と
訊
く
と
齢
の
順
と
の
こ
と
だ
っ
た

の
で、

若
い
順
に
し
て
欲
し
い
と
言
い
ま
し
た。

そ
れ
で、

今
日
は
建
畠
さ
ん
か
ら
始
ま
っ
た。

今
に
な
っ
て
み
る
と
お

い
る
と
い
う
こ
と
を、

は
っ
き
り
と
中
原
さ
ん
は
指
摘
さ
れ

が
彼
の
作
品
の
展
閲
と
言
え
ば
展
開、

違
い
を
生
み
出
し
て

か
た
ち
と
い
う
も
の
が
空
聞
の
中
に、

あ
る
関
係
を
持
っ

て、

あ
る
い
は
関
係
を
結
ぶ
時
の
空
間
構
造
の
違
い、

こ
れ

こ
れ
か
ら
こ
の
場
で
い
ろ
い
ろ
他
の
方
た
ち
と
お
話
し
す

る
中
で、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
ま
た
話
す
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
が、

本
日
の
関
心
の
在
り
か
は、

斎
藤
さ
ん
の
令
体

の
こ
と
と
言
う
よ
り
も
一
九
ヒ
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら、

特

に
〈
反
対
称〉

の
シ
リ
ー
ズ
が
始
ま
っ
た
あ
の
辺
か
ら
が
西

か
れ
悪
し
か
れ
と
て
も
輿
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
の
で、

私
は

か
た
ち
を
作
る
と
い
う
こ
と
か
な
い。

む
し
ろ、

何
ら
か
の

て
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
何
か
か
た
ち、

意
味
の
あ
る

ん
の
仕
中
の
本
質
と
し
て
彼
が
絵
画
を
批
判
し、

絵
画
を
括

で
す
が

そ
の
中
の
要
点
だ
け
中
し
上
げ
ま
す
と、

斎
藤
さ

私
の
要
約
が
間
違
っ
て
い
た
ら
後
で
iiT
正
し
て
欲
し
い
ん

文
阜
を
寄
せ
て
い
ま
す。

し
て
な
ん
で
す
が）

印
象
が
あ
り
ま
し
た。

め
て
収
録
し
て
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど、

そ
れ
に
中
原
さ
ん
が

そ
の
秘
密
を
ず
ば
り
と
御

rl
身
の
rl
か
ら
聞
い
た
よ
う
な
（
と、

言
っ
て
も
活
字
を
通

し
つ
か
り
し
た
図
鉗
に
は、

古
い
時
期
の
作
品
も
ひ
っ
く
る

さ
ん
の
作
品
に
つ
い
て
の
不
滴、

が

そ
れ
を
初
め
て
何
点
か
発
表
し
た◇

そ
の
展
覧
会
の

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
イ
ラ
イ
ラ
し
て
読
ん
で
い
る

ね」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で、

私
が
何
か
感
じ
て
い
た
斎
藤

い
う
感
じ
が
あ
る
の
で
「
再
制
作」

と
r・日
わ
れ
て
い
ま
す

ど
狂
め
言
菜
で、

斎
藤
さ
ん
の
し
ゃ
べ
る
部
分
が
非
常
に
少

に
望
ま
し
く
な
い
方
向
で
す。

斎
藤
さ
ん
が
「
叫
号
で
す

く
て
ま
た
も
う
一

度
作
っ
た、

ま
た
想
を
新
た
に
作
っ
た
と

だ
と
話
を
し
て
い
る
ん
で
す
3
2)。

彼
ら
の
発．
1
[

は
ほ
と
ん

く
想
像
が
つ
か
な
い
と
言
う
か

そ
れ
は
私
に
と
っ
て
非
常

制
作

復
元
の
よ
う
で
す
け
れ
ど
も
厳
密
な
復
元
で
は
な

術
館
の
館
長
や
学
芸
貝
た
ち
が
寄
っ
て
た
か
っ
て
何
だ
か
ん

向
に
行
っ
た
時
の
「
軽
さ」

と
い
う
も
の
は
私
に
と
っ
て
全

が
有
名
な
．

九
三
六
年、

七
年
ご
ろ
の
戦
前
の
作
品
の
再

む
と

そ
の
機
会
に
斎
藤
さ
ん
を
囲
ん
で
巡
回
展
を
す
る
芙

蒸
し
返
さ
れ
る
と
思
う
の
で
す
が

し
か
し
記
り
と
い
う
方

で
議
論
に
な
る
と
思
い
ま
す
が

そ
の
展
屁
会
で
斎
藤
さ
ん

都
美
術
館
で
閲
催
さ
れ
た
大
き
な
回
顧
展
の
カ
タ
ロ
グ
を
説

い
る」

J
れ
は
た
ぶ
ん
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
ま
た

作
の
展
役
会
の
図
録
に
寄
せ
た
文
章
で
す（
社
＇）。

こ
れ
も
後

を
見
て
い
ま
し
た。
一
九
八
四
年
に
上
野
公
園
に
あ
る
東
京

「
私
は
『
軽
さ』

と
い
う
も
の
を
非
常
に
大
切
に
考
え
て

ま
え
て
お
い
た
方
が
い
い
な

る。

そ
れ
が、
／

几
じ
三
年
の
東
京
画
廊
で
開
か
れ
た
再
制

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
を
し
て
い
る
時
に
Jlc11
の
資
料

7

ん
と
こ
ろ
で
ち
ょ
っ
と
迫
う
な
あ、

と
…•••（
斗

と
い
う
分
析
を
し
て
お
ら
れ

そ
う
い
う
「
軽
さ」

と
い
う
も
の
を
瓜
視
す
る
考
え
が
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
を、

そ
の
時
初
め
て
知
っ
た
ん
で
す。

す。

そ
こ
ま
で
読
ん
だ
と
こ
ろ
で
私
は
ガ
ク
ン
と
し
て、

こ

軸
に
な
る、

ど
う
い
う
ふ
う
に
語
っ
て
い
る
に
せ
よ
一

応
防

や
っ
ぱ
り
記
号
だ
と
思
い
ま
す」

と
発
言
し
て
い
る
ん
で

な
記
述、

分
析
的
な
文
章
な
ん
で
す
が

や
っ
ぱ
り
一

番
基
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平
面
と
い
う
も
の
を
基
礎
に
し
た
組
み
合
わ
せ、

こ
れ
は

別
に
斎
藤
義
重
が
た
だ
一
人
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
の
で

は
な
く
て、
「
0
世
紀
前
半
か
ら
そ
う
な
ん
で
す
が、

後
半

に
な
っ
て
頻
著
な
の
は
画
家
が
あ
る
段
階
に
な
る
と
レ
リ
ー

フ
状
の
作
品
を
作
る。

や
が
て
そ
れ
は
床
に
置
く
作
品
に
な

る。

け
れ
ど
も
断
片
的
で
あ
れ
何
で
あ
れ、

す
C

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
辿
る
ひ
と
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

る。

多
分、

皆
さ
ん
が
よ
く
ご
存
知
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
挙

げ
る
と、

韮
本
は
平
面
で

ア
メ
リ
カ
の
フ
ラ
ン
ク
・
ス
テ
ラ
(-
九一
二
六
生）

が
そ
う
で
す。

最
初
は
絵
で
す。

ー
フ
状
の
作
品、

更
に
そ
れ
か
ら
床
岡
き
に
な
る
ん
で
す

が、

し
か
し
基
本
的
に
あ
の
人
は
彫
刻
と
は
全
然
関
係
の
な

っ
ぱ
り
彫
刻
家
で
す。

堀
内
さ
ん
に
は
「r
面』
の
構
成」

と
い
う
発
想
が
全
く
な
い。

斎
藤
さ
ん
の
作
品
は
ユ
ニ
ー
ク

に
見
え
る
け
れ
ど
も、

孤
立
し
て
突
然
変
異
と
し
て
生
ま
れ

た
の
で
は
な
い。
「
IHi」
と
い
う
も
の
を
基
礎
に
平Ltl
い
た
両

家
が
い
わ
ゆ
る
「
絵
画」
で
は
な
い、
二
次
元
と．
二
次
元
の

間
み
た
い
で
す
け
れ
ど
も、

辟七
に
掛
か
っ
て
出
っ
ぱ
り
の
あ

る、

あ
る
い
は
凹
凸
の
あ
る
作
品
を
作
り、
一
番
最
後
に
は

床
閥
き
の
作
品
と
な
る。

で
も
や
っ
ば
り
斎
藤
さ
ん
は
ず
っ

と
「
絵
画」
を
意
識
し
て
い
た
と
思
う
の
は、

床
に
置
い
て

あ
る
作
品
を
真
っ
果
く
塗
る
ん
で
す
ね。

あ
れ
は、

壁
を
前

に
す
る
と
絵
の
よ
う
に
見
え
ま
す。

斎
藤
さ
ん
は
「
立
体」

と
い
う
こ
と
を
そ
ん
な
に
慈
識
し
て
い
な
く
て、

板
を
ど
う

組
み
合
わ
せ
る
か•
…••
だ
か
ら
こ
れ
は
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
も

い
い
ん
で、

こ
の
展
覧
会
の
立
ち
上
が
り
会
場
と
な
っ
た
岩

手
県
立
芙
術
館
で
展
示
さ
れ
て
い
た
も
の
と
今
回
の
千
葉
市

美
術
館
で
は
同
じ
よ
う
に
は
並
ん
で
い
な
い。

板
を
少
し
動

か
し
た
り
離
し
た
り、

そ
れ
で
い
い
わ
け
で
す。
つ
ま
り
塊

と
し
て
の
彫
刻、

立
体
作
品
と
い
う
発
想
が
斎
藤
さ
ん
に
は

な
か
っ
た。

そ
れ
が
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
で
す。

そ
の
文
脈
で
行
く
と
ド
リ
ル
を
川
い
た
作
品
だ
け
が
…
…

線、

あ
れ
は
ま
あ
半
分
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
で、

自
分
の
考

え
た
通
り
傷
が
付
い
て
い
な
い。

当
時
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
と

い
う
非
具
象
絵
画
の
影
孵
を
も
ち
ろ
ん
斎
藤
さ
ん
も
受
け
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
が、

筆
を
使
っ
て
絵
其
で
「
描
く」
と
い

う
こ
と
を
さ
れ
な
か
っ
た。

板
に
偽
を
付
け
る、
こ
れ
は
一

い
ま
す
が。

や
が
て
壁
に
掛
か
る
レ
リ

種
の
レ
リ
ー
フ。

彫
刻
の
側
か
ら
斎
藤
さ
ん
と
反
対
の
こ
と

を
や
っ
た
の
は、

あ
の
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
た
ル
ー
チ

ョ
・
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
（一
八
九
JL
|-
JL
六
八）。

彫
刻
家
が

カ
ン
ヴ
ァ
ス
の
上
に
切
れ
目
を
つ
け
た。
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
の

亘
葉
で
言
え
ば、

あ
れ
は
彫
刻
で
あ
っ
て
絵
両
で
は
な
い。

斎
藤
さ
ん
は
板
を
使
っ
て
ド
リ
ル
で
傷
を
付
け
て
い
る
け
れ

ど
も、

や
っ
ぱ
り
あ
れ
は
「
絵
画」
な
ん
で
す。

そ
ん
な
こ
と
を
今
日
は
申
し
上
げ
た
か
っ
た。

I
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た。

杢
村
さ
ん
が
斎
藤
の
「
記
号
で
す
ね」
と
い
う
発
言
で
が

っ
か
り
さ
れ
た
と
い
う
閲
頌、
こ
れ
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳

し
く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が。

峯
村

こ
れ
は
中
原
さ
ん
が
お
っ
し
や
っ
た
こ
と
に
そ
の
ま

ま
関
係
す
る
し、

後
で
ど
れ
だ
け
話
せ
る
か
分
ら
な
い
け
れ

ど
も、

斎
藤
さ
ん
と
い
う
の
は
と
て
も。
フ
ラ
ト
ン、

プ
ラ
ト

ン
的
な
る
も
の
に
悩
れ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
と
私
は
思
う。

具

体
的
な
例
も
あ
り、
い
ろ
ん
な
こ
と
で
プ
ラ
ト
ン
的
な
比
喩

を
感
じ
る
人
な
ん
で
す
が、

そ
れ
は
斎
藤
さ
ん
に
と
っ
て
重

要
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に、

ど
こ
か
で
欠
落
し
た
部
分
で

も
あ
る
わ
け
で
す。

斎
藤
さ
ん
は、

物
質
と
ど
う
し
て
も
遭

遇
が
で
き
な
か
っ
た
方
だ
と
思
う。

プ
ラ
ト
ン
で
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
け
れ
ど、

イ
デ
ア
と

い
う
も
の
を
究
極
の
実
在
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
立
場
か
ら

す
る
と、
イ
デ
ア
は
も
と
も
と
目
に
も
見
え
ず
我
々
が
そ
れ

を
指
し
ポ
す
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
か
ら、

そ

よ
う
で
す
が

一
旦
し
て
平
面
と
い
う
も
の
を
自
分
の
作
品

場
合
に
は
逆
で

ー—
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
独
断
的
な
言
い
方
に

な
り
ま
す
け
れ
ど
も

ー—
徹
底
的
に
物
質
を
通
過
し
な
い
と

芸
術
に
お
け
る
イ
デ
ア
と
い
う
も
の
は、

意
味
の
あ
る
か
た

ち
で
は
開
い
て
こ
な
い、

と
い
う
考
え
が
私
に
は
強
く
あ
る

ん
で
す。

斎
藤
さ
ん
は
〈
反
対
称〉
と
い
う
シ
リ
ー
ズ、

あ
る
い
は

そ
の
前
か
ら
も
少
し
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が、

大
体一

九
七
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら、

息
急
き
切
っ
た
よ
う
に
宇
宙

的、

あ
る
い
は
我
々
の
周
り
の
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
市

物
の
中
か
ら
対
称
性
を
成
し
て
い
る
も
の、

そ
し
て
そ
の
対

称
が
破
れ
て
い
る
構
造
に
目
を
向
け
て
い
る。

そ
れ
だ
け
で

す
と
恐
ら
く
現
代
物
理
学
の
見
出
し
て
き
た
事
柄
を
そ
の
ま

ま
祖
述
し
て
も
成
り
立
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
が、

彼
は
な
ぜ

か
プ
ラ
ト
ン
の
方
へ
行
く
わ
け
で
す。

明
ら
か
に、

プ
ラ
ト

ン
を
相
当
好
き
で
読
ん
で
い
た
よ
う
な
形
跡
が
あ
る。

斎
藤
さ
ん
は
か
な
り
嬰
の
多
い
人
で、

難
し
く
見
れ
ば
す

ご
く
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
中
原
さ
ん
が
言
っ
た
け
れ

ど、

私
も
実
際
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
感
じ
ま
す。

プ
ラ
ト
ン
の
提
示
し
た
有
名
な
比
喩
で、
「
洞
窟
の
比
喩」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す。

初
め
て
の
方
に
は
図
示
し
な
い

と
解
り
に
く
い
ん
で
す
が、

要
す
る
に
簡
単
に
言
う
と、

我
々
人
間
と
い
う
も
の
は
一
種
の
洞
窟
の
奥
に
位
府
し
て
い

と
い
っ
た
感
じ
を
受
け
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど
も、

芸
術
の

物
質
を
廃
絶
し
た
時
で
な
け
れ
ば
出
て
こ
な
い
よ
う
な
観
念

れ
を
誤
解
す
る
と
物
質
か
ら
最
も
掛
け
離
れ
た、

あ
る
い
は

っ
た
か
と
お
も
う
け
れ
ど
も、

堀
内
正
和
さ
ん
な
ん
か
は
や

で
斎
藤
義
重
と
い
う
人
は

い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る

ん
で
す
が

彫
刻
で
は
な
い。

ほ
ぼ
同
じ
世
代、

多
少
若
か

ら
彫
刻
で
は
な
い。

基
本
的
に
は
絵
画
な
ん
で
す。
そ
の
点

た。

多
分
そ
れ
が
峯
村
さ
ん
の
•

I・日
っ
た
「
軽
さ」
だ
と
思
う

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん。
こ
れ
が
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
で、

だ
か

物
質
と
い
う
も
の
に
対
す
る
関
心
を
お
持
ち
で
は
な
か
っ

斎
藤
さ
ん
は
角
材
が
基
本
に
な
っ
た
構
成
的
な
作
品
は
ほ
と

け
れ
ど）
も、

立
体
的
な
作
品
も•
…••
「
中
身
の
詰
ま
っ
た」

柱
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て、

角
材
を
基
本
に
し
た。

だ
け
ど

面
を
碁
礎
と
し
た
作
品
（
こ
れ
は
絵
両
も
含
め
て
そ
う
で
す

八
一
）
と
し
た。
「
板
と
空
問」
じ
ゃ
な
く
て、

高
松
次
郎
は

大
き
く
言
っ
て
し
ま
え
ば
斎
藤
さ
ん
は

二
0
世
紀
の
平

に
明
快
に
作
品
の
タ
イ
ト
ル
を
〈
柱
と
空
間〉(-
九
八
0
|

合
わ
せ
て
い
た。

「
ど
う
や
っ
て
平
面
性
か
ら
逃
げ
る
か」

と
い
う
こ
と
で
実

ブ
リ
キ
や
ボ
ー
ル
紙
で
あ
ろ
う
と。
つ
ま
り
そ
れ
ら
を
組
み

で
す
け
れ
ど
も、

あ
の
木
の
組
み
合
わ
せ
を
し
た
時、

彼
は

て
い
た。

彼
の
作
品
は
全
部
平
面
で
す。

板
で
あ
ろ
う
と

大
で
油
絵
を
や
っ
て
「

ク
J昴」
の
絵
な
ん
か
か
ら
出
発
し
た
人

）
は
画
家
で、
〈
反
レ
リ
ー
フ〉
と
い
う
レ
リ
ー
フ
を
作
っ

っ
た
じ
ゃ
な
い
か
と
し
ば
し
ば
い
わ
れ
ま
す。

甜
松
君
も
芸

ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド。

例
え
ば
タ
ト
リ
ン
（一
八
八
五
ー一
九
五

高
松
次
郎(-
九
三Jハ
ー
九
八）
も
木
で
組
み
合
わ
せ
を
や

ん
も
関
心
を
お
持
ち
だ
っ
た
よ
う
で
す
が、
ロ
シ
ア
11
ア
ヴ

か
…
…
板
で
は
な
く
て
多
分
木
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
だ
っ
た
と
思

開
し
た
人
は

し）

し）

い
う
も
の
を
非
常
に
大
事
に
す
る。
こ
れ
を
遡
る
と
斎
藤
さ

て
は
珍
し
い
作
品
が
あ
る
の
に
お
気
付
き
に
な
っ
た
か
ど
う

家
も、

斎
藤
さ
ん
の
よ
う
な
「
而」
を
重
視
し
て
作
品
を
展

た
立
体
的
な
作
品
で、

な
ぜ
か
不
思
議
に
み
ん
な
「
面」
と

つ、

今
回
の
展
覧
会
で
非
常
に
不
思
議
な、

斎
藤
さ
ん
に
し

藤
さ
ん
が
や
っ
ぱ
り
断
突
だ
と
思
う。

他
の
ど
う
い
う
芙
術

品
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も、

要
す
る
に
両
家
が
取
り
上
げ

縁
の
述
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す。
た
だ
ひ
と

を
造
形
の
碁
本
に
す
る
と
い
う
こ
と
で、

戦
後
日
本
で
は
斎

フ」
と
い
う
展
屁
会
が
開
か
れ
た。
こ
れ
は
ジ
ャ
ッ
ド
の
作

彫
刻
で
は
な
い。

斎
藤
さ
ん
は
彫
刻
と
い
う
こ
と
に
お
よ
そ

な
い。
こ
う
い
う
ひ
と
つ
の
タ
イ
プ、
「
IHi」
と
い
う
も
の

板
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
こ
と
で
作
品
を
作
ら
れ
た
の
で

ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
と
い
う
も
の

マ
ッ
ス
と
い
う
も
の
が
全
く

っ
て
い
る
け
れ
ど
も
全
く
彫
刻
で
は
な
い
作
品
が
集
め
ら
れ

た。

そ
し
て
八
0
年
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
美
術
館
で
「
レ
リ
ー

「
4

IL

体
的」

な
作
品
を
作
っ
て
も、

基
本
的
に
は
板
で
す。

品
の
店
本
は
全
部、

平
面
な
ん
で
す。

平
面
で
箱
を
作
る。

リ
ー
フ
な
ん
か
そ
う
で
す）、

平
面
的
次
元
で
立
体
性
を
持

ほ
ど
果
い
板
を
使
っ
て
い
る。

で
も
斎
藤
さ
ん
は
ど
ん
な
に

品、

最
後
は
床
府
き
に
な
り
ま
す
け
れ
ど、
ジ
ャ
ッ
ド
の
作

面」
と
い
う
展
屁
会
を
や
っ
た。

会
だ
っ
た
か
と
言
う
と、

平
面
を
韮
礎
に
し
た
半
立
体（
レ

で
す。
そ
の
後、

や
は
り
板
を
使
っ
た
作
品、

晩
年
に
近
い

ッ
ド（一
几一．
八
ー
几
四）
と
い
う
絵
描
き。

壁
に
掛
か
る
作

こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
展
覧

を
使
っ
て
何
か
を
「
描
い
た」
と
い
う
も
の
で
は
な
い
わ
け

通
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
が、

ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ

色
は
塗
っ
て
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
あ
れ
は
絵
で
は
な
い。

窄

そ
れ
か
ら
も
う一
人、

）
れ
は
斎
藤
さ
ん
と
ち
ょ
っ
と
共

一
九
七
九

年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館
で
「
平

い
ま
ジ
ャ
ッ
ド
な
ど
を
挙
げ
ま
し
た
け
れ
ど

な
っ
て、

例
の
ド
リ
ル
で
ベ
ニ
ヤ
板
に
偽
を
つ
け
た
作
品、

い
作
品
を
作
っ
て
い
る。

の
括
礎
に
四
い
て
い
た。
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て
い
な
け
れ
ば
そ
れ
は
囚
人
で
し
か
な
い。
し
か
し、
そ
の

に
展
開
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が

実
は
現
実
の
空
問
で

「
洞
窟
の
比
喩」
の
よ
う
に
そ
の
「
影」
を

屡
し
か
見

展
開
し
た、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い。
作
品
は
現
実
の
世
界

る
こ
と
は
そ
ん
な
レ
ヴ
ェ
ル
の
こ
と
で
あ
っ
て

そ
れ
を

ーー
そ
う
す
る
と、
斎
藤
義
重
の
作
品
は二
次
元
の
空
間
に

え
て
「
影」
し
か
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
は、
我
々
に
で
き

っ
た
姿
勢・
眼
差
を
感
じ
る
ん
で
す。
ぃ具
っ
煤
に
し
て、
あ

は
本
当
に
す
ご
い
こ
と
は
見
え
っ
こ
な
い
ん
だ
か
ら」
と
い

だ
と
か、

か、
「
ど
う
せ
火
し
た
も
の
じ
ゃ
な
い
よ」「
ど
う
せ
我
々
に

我
々
の
存
在
を
か
な
り
過
小
評
価
す
る
と
い
う

ん
だ
ら
め》（一
九
四
八）
と
か
《
や
じ
ろ
べ
え》（^

九
七――-)

を
や
つ
す」
と
言
う
か

あ
え
て
白
分
を：．．．．
 彼
は
《
あ
ほ

な
ぜ
か
彼
は
「
影」
の
方
に
身
を
引
き
下
げ
る。

そ
こ
に
斎
藤
さ
ん

の小
思
議
な
力
学
と
言
う
か、
何
か
「
身

で
す
が

と、
そ
の
先
の
次
元
を
思
わ
せ
る
こ
と
を
や
っ
て
も
い
い
ん

し
て、
彼
の
好
き
な。フ
ラ
ト
ン
ヘ
の
あ
こ
が
れ
か
ら
す
る

出
米
る。
私
た
ち
が
生
息
し
て
い
る
現
実
空
間
を
ベ
ー
ス
に

テ
ィ
ッ
ク
な
要
索
を
持
っ
た
作
品
な
ど、
何
か
他
の
手
段
で

際
に
も
の
が
動
く

中
原
さ
ん
が
内
い
て
い
た
よ
う
な
キ
ネ

う
こ
と
で
あ
れ
ば、
そ
う
い
う
も
の
は
具
体
的
な
動
き、
実

か
？

つ
ま
り
私
た
ち
が
時
間
の
中
で
生
息
し
て
い
る
と
い

る
よ
う
な
も
の
で
あ
る、
と。
そ
の
洞
窟
は
外
か
ら
の
光
が

直
接
に
は
入
っ
て
こ
な
い
令
く
の
賠
が
り
で、
我
々
は
そ
れ

以
外
は
見
る
こ
と
が
出
米
な
い
よ
う
に
強
制
さ
れ
た
囚
人
の

よ
う
な
も
の
で、
奥
の
壁
を
向
い
て
い
る
わ
け
で
す。
そ
の

咲
に
何
が
写
っ
て
い
る
か
と．．
 1日う
と、
後
ろ
の
力
か
ら
投
影

さ
れ
る
「
影」
で
す。
そ
の
「
影」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
存

在
し
て
い
る
か。
そ
れ
は
腰
掛
け
て
い
る
囚
人
の
後
ろ
に
城

壁
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て、
そ
の
上
に
影
絵
芝
居
が

•
…・・
現
実
の
校
追
み
た
い
な
も
の
が
動
い
て
い
る。
こ
の

「
影」
は、
史
に
後
ろ
に
あ
る
笥
火
の
光
を
受
け、
そ
れ
が

洞
窟
の一
番
奥
の
壁
に
投
じ
て
い
る。
そ
う
す
る
と、
後
ろ

を
振
り
返
る
こ
と
が
な
い
人
間
に
は
か
ら
く
り
が
解
ら
な
い

か
ら、
目
の
前
に
展
開
し
て
い
る
「
影」
の
迎
行
を
見
て

「
こ
れ
こ
そ
が
『
現
実」
だ」
と
思
う
他
は
な
い。
こ
れ
は、

我
々
人
間
が
振
り
返
っ
て、
実
在
の
方
向
に
向
か
っ
て
行
こ

う
と
努
力
し
な
い
限
り
は、
「
影」
を
見
て
そ
れ
を
実
在
と

思
い
込
む
よ
う
な
問
迎
い
を
し
て
い
る
ん
だ、
と
い
う
比
喩

で
す。斎

藤
さ
ん
の
作
品
を
ず
っ
と
見
て
い
る
と、
そ
ん
な
人
問

の
も
の
の
見
方
の
条
件
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て、
あ
れ
こ
れ

考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か。
先
程
の、
絵
画
か
ら
イ

リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
外
し
て
平
血
性
だ
け
を
取
り
出
し
た
と
い

う
こ
と
の
中
に
も、
私
が
今．す己
っ
た
よ
う
な
「
影」
と
い
う

よ
う
な
も
の
に、
斎
藤
さ
ん
は
平
面
的
な
か
た
ち
の
展
開
と

い
う
も
の
が
該
当
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
感
じ
て
い
ら
し
た

そ
れ
で
は、
何
の
「
影」
か。
四
次
元
で
し
ょ
う
か。
そ

う
す
る
と、
斎
藤
さ
ん
は
そ
の
頃
よ
く
口
に
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
け
れ
ど、
時
問
性
で
す。
時
問
性
を
ど
う
や
っ
て
自

分
の
作
品
の
中
で
捕
捉
し
よ
う
か、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
来

て
い
る
の
か
な
あ、
と。

し
か
し
何
で（
笑）、
そ
ん
な
「
影」
と
し
て
出
し
た
い
の

斎
藤
さ
ん
はi
几
し
八
年
に
〈
プ
ラ
ト
ン
の
多
血
体〉
と

い
う
作
品
を．二
点
制
作
し
て
い
ま
す。
こ
の
会
場
で
も
二
点

展
ホ
さ
れ
て
い
ま
す。
他
の
作
品
と
は
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て

い
て、
中
身
は
も
ち
ろ
ん
な
い
か
ら
普
通
の
彫
刻
で
は
な
い

ん
で
す
け
れ
ど
も、
立
体、
三
次
元
的
な
作
品
で
す。
「
あ

れ
を
作
り
た
い」
と
思
っ
た
こ
と
が、
何
か
私
に
は
か
な
り

店
突
な
感
じ
が
し
ま
す。
や
っ
ば
り
斎
藤
さ
ん
に、
人
問
が

も
の
を
見
る、
あ
る
い
は
芸
術
家
が
何
か
知
認
す
る
そ
の
条

件
と
し
て、
た
だ
「
影」
を
見
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な

く、
ど
の
よ
う
に
し
て
実
在
の
方
向
に
H
を
向
け
て
行
く
こ

と
が
で
き
る
か
と
い
う一
種
の
あ
こ
が
れ
の
よ
う
な、
あ
る

い
は
光
の
方
に
向
か
い
た
い
趨
勢
の一
漿
と
し
て
あ
の
作
品

が
出
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る。
す
る
と、
最
後
に
県
で
全

は

普
通
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
特
殊
な
例
と
思
え

ば
筒
単
に
そ
う
な
ん
で
す
が

I
や
っ
ば
り
「
影」
だ
ろ
う

と
私
は
思
う。
立
体
影。
昔、
斎
藤
さ
ん
の
愛
す
べ
き
後
ポ

（
弟
子
で
は
な
か
っ
た）
だ
っ
た
高
松
次
郎
さ
ん
が
「
影」
の

絵
を
猫
い
て
い
ま
す。
高
松
さ
ん
も、
・

1

次
元
的
な
「
影」

を
描
く
時
に
は『一
次
元
の
も
の
の
投
影
と
し
て
の
「
影」
と

い
う
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
考
え
て
い
ま
し
た。
し
か
し、
そ
の

「
影」
を
落
と
し
て
い
る
は
ず
の
元
に
な
っ
て
い
る
三
次
元

の
物
体
は、
な
い。
彼
は
人
間
の
観
念
の
中
に
し
か
宿
ら
な

い
も
の
と
し
て
「
影」
を
描
い
て
い
ま
し
た。

こ
と
に
気
が
付
き、
「
い
や、
こ
れ
は
『
影』
で
し
か
な
い

ん
だ。
で
も、
も
し
自
分
が
振
り
返
っ
た
な
ら
ば
後
ろ
に
は

『
実
在』
が
あ
り、
『
笥
火』
が
あ
り、
更
に
洞
窟
を
出
て
行

く
と
『
太
陽』
が
あ
る」
と
い
う
こ
と
を
感
じ
る
か、
感
じ

な
い
か。
歩
み
出
す
か、
ど
う
か。
そ
れ
は
見
る
側
の
自
由

だ
け
れ
ど、
彼
自
身
は
自
分
は
全
て
が
見
え
る
よ
う
な
格
好

は
出
来
な
い。
む
し
ろ、
自
分
が
出
来
る
こ
と
は、
こ
の

「
影」
を
提
示
す
る
と
こ
ろ
ま
で
で
は
な
い
か、
と
い
う

…
…
何
か
独
特
の、
「
オ
レ
は
芸
術
家
で、
こ
れ
だ
け
の
こ

と
が
出
来
る」
と
言
い
立
て
る
よ
り、
逆
に
引
き
下
が
っ
て

ギ
リ
ギ
リ
の
「
影」
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
と
こ
ろ
を
押
さ
え
る
と

い
う
党
悟
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
た
人
で
は
な
い
か。

最
後
に
私
の
不
満
は、
逆
説
的
に
言
う
と
彼
は
「
影」
の

と
こ
ろ
ま
で
出
す
ん
だ
け
れ
ど、
で
き
た
ら
そ
れ
を
物
在
の

レ
ヴ
ェ
ル
ま
で
引
き
ず
り
下
ろ
し
て、
と
言
う
か、
も
っ
と

身
を
や
つ
し
て
物
質
の
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
取
り
組
ん
で
も
ら
っ

た
ら、
と
思
う
ん
で
す
が。
こ
れ
は
さ
っ
き
中
原
さ
ん
が
言

っ
た
こ
と
で、
や
っ
ば
り
画
家
と
し
て
は
そ
れ
が
出
来
な
か

っ
た
の
か。
し
か
も、
絵
具
と
い
う
物
質
を
こ
ね
く
り
回
し

て
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う
や
や
こ
し
い
こ
と
に
関
わ
る
こ

と
を一
度
拒
絶
し
て
い
る
と、
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
は
戻
れ

な
か
っ
た
の
か。

部
を
塗
り
泊
し
て
し
ま
っ
た
板
を
組
み
合
わ
せ
た
立
体

部
分
が
あ
る
か
と
思
う。
そ
れ
は
な
ぜ
か。

斎
藤
さ
ん
は、
パ
ネ
ル
や
板
を
黒
く
塗
っ
て、
非
常
に
d

変
的
な
も
の
で
す
が
立
体
物
と
し
て
い
る。
「
シ
ル
エ
ッ
ト

の
よ
う
な
も
の
で
す」
と
ご
自
分
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
す

が、
中
原
さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
に、
あ
れ
は
ほ
と
ん
ど
絵
と

言
っ
て
い
い
ぐ
ら
い
で
す。
作
品
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
見

て
み
る
と、
咽
に
ひ
っ
付
い
て
い
る。
作
品
を
見
る
人
は
多

分、
皆
そ
ん
な
印
象
を
持
つ
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す。
あ
れ

を
現
実
の
空
問
の
中
に、
現
実
の
物
質
に
よ
っ
て
し
つ
か
り

と
裏
打
ち
さ
れ
た
「
も
の」
を
附
い
て
み
た
い、
と
い
う
よ

う
な
願
望
は
ほ
と
ん
ど
働
い
て
い
な
い。
「一
次
元
の
「
影」

り
ひ
と
桁
上
が
っ
て、

と
い
う
こ
と
は、
さ
っ
き
の
闘
松
さ
ん
の
「
影」
の
場
合
よ

四
次
元
の
も
の
の
「
影」
と
い
う
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す。

マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン(-
八
八
ヒ
ー一
九
六
八）
も．． ‘-ロ

っ
て
い
る
こ
と
で
す
が、
何
ら
か
の
「
影」
は
ひ
と
つ
L
の

次
元
の
投
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る、
と。
高
松
次
郎
は．一
次

元
の
「
影」
を一．一
次
元
の
も
の
の
「
影」
と
し
て
描
い
た。

同
じ
よ
う
に、
県
＜
途
っ
た．一．
次
元
の
物
体
を
提
ポ
す
る
こ

と
よ、
•
9
 

四
次
元
の
も
の
の
「
影」
と
し
て
出
し
た
い
と
い

う、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う。
そ
れ
で
な
い
と

…
…
色
彩
と
か
何
か
を
全
部
統こ
さ
せ
る
と．． 日っ
た
ら、

ン
ソ
ニ
ー・
カ
ロ(-
九
二
四
生）
の
よ
う
な
や
り
方
も
あ
る

ん
で
す
が、
実
在
す
る
も
の
の
感
鈷
的
な
条
件
に
興
味
が
あ

や
っ
ば
り
「
影」
だ
ろ
う
と
思

っ
た
と
は
思
え
な
く
て、

゜
・
1

「
絵
画
的」
と
言
う
か、

そ
れ
ら
は
要
す
る
に
断
片
が
色
々
出
て
い
る
ん
だ、

つ
ひ
と
つ
が
完
成
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
だ、

こ
と
を、
よ
く
今
風
の
芸
術
観
か
ら
し
て
未
完
こ
そ
良
し
と

す
る
と
い
う
こ
と
の
表
れ
だ、

で
も
い
い
ん
で
す
け
れ
ど。

い
う
も
の
に
対
す
る
慈
識
が
ま
る
で
な
か
っ
た
と
は
思
え
な

い。
例
え
ば
「
み
ん
な
断
片
を
出
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね」

と
い
う
質
問
を
受
け
て、

て
い
る
ん
で
あ
っ
て、

い。
全
体、

建
畠

峯
村

幻
な
ん
じ
ゃ
な
い
の、
と。

と
も
言
わ
れ
ま
す
が。

た
だ
私
は
斎
藤
さ
ん
が
全
体
と

「
え
え、

ひ
と
つ
の
全
体
な
ん
で
す」

い
う
も
の
は
あ
り
得
な
い
ん
だ」

ァ

ひ
と

'ヽ

と
し
ぅ

そ
れ

で
も
こ
の
部
困
全
体
で

と
言
っ
て
い
る。
自
分
が
捉
示

す
る
も
の
は、
全
体
で
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
言
っ

世
界
観・
宇
宙
観
と
し
て
「
全
体
と

と
ま
で
は
言
っ
て
い
な

あ
る
い
は
全一
性
と
い
う
も
の
に
対
す
る
何
ら

か
の
微
か
な
憧
れ
の
よ
う
な
も
の
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か。
も
し
か
す
る
と、
彼
の
プ
ラ
ト
ン
に
対
す
る
非
常
に
強

い
関
心
と
考
え
併
せ
て、
「
反
対
称」
あ
た
り
か
ら
の
彼
の

あ
る
桶
の
仕
卜
に、

る、
と
建
畠
さ
ん
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
多
分
そ
う
い
う
こ

と
で
は
な
い
か。

峯
村
さ
ん
の

は
な
い
け
れ
ど
も、

で
し
か
な
い
と
？

円
＜．．
 ―-Eい
難
い
観
念
性
が
感
じ
ら
れ

「

>.E
5
」

の
話
も
厳
密
に
物
理
的
な
話
で

何
か
非
常
に
手
掛
か
り
と
な
る
よ
う
な

1
;·,,a
薬
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す。

は
な
く
て
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ス
テ
ィ
ク
な、
絵
画
的
な
空
間

29 
28 



(i
八
七

似
た
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
先
駆
者
が
一
人
い
ま
す 。
ロ

そ
の
時
に
四
次
元
と
い
う
の
は
x 、

が
人
る
ん
で
し
ょ
う
か 。

そ
れ
が
斎
藤
さ
ん
の
言
っ
て
い
た

「
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
も
の
が
私
に
と
っ
て
最
も
重
要
だ」
と

い
う
こ
と
に
も
閲
わ
っ
て
く
る 。

も
っ
と
比
喩
的
に
言
う

と 、

頭
の
中
に
あ
る
時
間
軸
も
含
ん
だ
よ
う
な
何
ら
か
の
イ

メ
ー

ジ

［
斎
藤
さ
ん
は 、

イ
リ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
は
否
定
し
て

も
イ
メ
ー

ジ
自
体
は
否
定
し
て
い
な
い
わ
け
で
す
か
ら

［

を
投
影
す
る 、

と
い
う
か
た
ち
で
黒
い
〈
複
合
体〉
と
呼
ば

れ
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
る 。
一

日宍

構
成、
主
義
的

に
構
成
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
実
体
で
は
な
い 。

た
だ
私
は
そ
こ
で
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
の
は 、

さ
っ
き

中
原
さ
ん
が
言
わ
れ
た 、

そ
こ
に
あ
る
構
成
要
索
が
全
て
碁

本
的
に
は
「

面」
で
あ
る
（
た
ま
に 、

そ
れ
を
円
盤
を
貫
く

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
に
し
て
も） 、
「

板」
で
あ
る
…
…

こ

れ
は 、
二
次
元
的

な要
索
で
す
よ
ね
？

も
し 、
．一 沢

次
元

の
投
影
と
い
う
こ
と
が
直
接
あ
る
の
だ
っ
た
ら 、

湾
曲
し
た

面
と
か
が
あ
っ
て
も
い
い
わ
け
で
す 。

湾
曲
し
た
面
は
ど
う

し
て
も
「

実
の
空
間」「
虚
の
空
間」
と
い
っ
た
彫
刻
的
概
念

を
発
生
さ
せ
て
し
ま
う 。

彫
刻
的
な
も
の 、

資
質
を
最
も
持

っ
て
い
な
い 、

あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
資
質
を
忌
避
し
て
い

る
斎
藤
さ
ん
と
し
て
は 、
「

面」
に
せ
ざ
る
を
待
な
か
っ
た 。

結
果
的
に 、
「

面」
で
構
成
さ
れ
た
も
の
を
我
々
が
見
る
時 、

中
原
さ
ん
が
さ
っ
き
言
っ
た
白
い
壁
や
床
に
対
し
て
シ
ル
エ

ッ
ト
を
成
し
て
「

地」
と
「

図」
の
関
係
が
出
来
上
が
る 。

そ
う
す
る
と
や
っ
ぱ
り
我
々
に
は
絵
画
的
イ
メ
ー

ジ
と
し
て

峯
村

私
は
で
き
れ
ば
一
九
七
0
年
に
人
っ
て
か
ら
の
仕
事

に
議
論
が
向
い
た
方
が
面
白
い 。

中
原

峯
村
さ
ん
が 、

斎
藤
さ
ん
の
作
品
に
つ
い
て
四
次
元

と『日
っ
た 。

単
純
に
言
え
ば
影
は
三
次
元
の
物
体
を
平
面
に

投
影
す
る
こ
と
で
す
が 、

四
次
元
と
い
う
も
の
は
我
々
の
次

元
の
感
認
を
超
え
て
お
り 、

そ
の
た
め
に
空
間
の
感
虹
と
し

て
四
次
元
は
撰
め
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る 。

も
し 、

斎
藤
さ
ん

の
観
念
と
し
て
そ
う
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば 、

そ
れ

は
面
白
い 。

シ
ア
11
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

の
マ
レ
ー

ヴ
ィ
ッ
チ

八
ー一

九
三
五）
が
や
は
り
四
次
元
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て

い
る 。

ず
っ
と
絵
画
を
制
作
し
て
い
た
彼
は
晩
年 、

立
体
作

品
を
作
り
ま
す 。

斎
藤
さ
ん
と
違
っ
て 、

真
っ
白
い 、

白一

色
の
立
体
を
作
る
ん
で
す
が 、

そ
の
時
に
彼
は
「

四
次
冗
の

物
体
の
三
次
元
へ
の
投
影」
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る 。

実
際
は
そ
う
で
は
な
い
わ
け
で
す 。

実
際
は
た
だ
の
二
次
元

の
立
体
物
な
ん
で
す
が 、

彼
の
観
念
と
し
て
は
そ
ん
な
こ
と

を
文

音店L
し
た
り
し
て
い
る 。

斎
藤
さ
ん
も
幾
分
そ
れ
と
似

た
よ
う
な
こ
と
を
お
考
え
に
な
っ
て
い
た
の
か 、

ど
う
か 。

そ
の
へ
ん
は
私
が
今
こ
こ
で
確
侶
が
な
い
ん
で
す
が 、

非
常

に
面
白
い
見
方
だ
と
思
い
ま
す 。

そ
れ
で
斎
藤
さ
ん
の
一
九
七
0
年
代
な
ん
で
す
が 、

七 ．
二

年
に一i-
0
年
代
の
作
品
を
再
制
作
さ
れ 、

そ
れ
以
降
作
品
が

ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た 。

そ
れ
は 、

ド
リ
ル
の
作
品
の
よ
う
に

y ヽ

z
軸
に
時
間
軸

り
中
原
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
「

面」
と
い
う
も
の
は

維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か 。

作
品
を
見
直
し
て
み

て 、

そ
う
思
っ
た
ん
で
す 。
「 。
フ
ロ
セ
ス
が
大
事」
と
い
う

こ
と 、

あ
そ
こ
で
は
ま
さ
し
く
ド
リ
ル
を
回
す
行
為
が
そ
の

プ
ロ
セ
ス
で 、

ア
ク
シ
ョ
ン
が
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と

言
っ
て
も
い
い
く
ら
い
激
し
い
ヴ
ァ
イ
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
あ

る
筈
な
の
に 、

見
て
い
る
と
非
常
に
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
で
す 。

曲
線
と
い
う
か
不
規
則
な
線
が
な
く
な
っ
た 。

板
で
す
か

ら 、

直
線
や
直
角
と
い
っ
た
規
則
的
な
か
た
ち
や
線
が
作
品

の
晶
本
的
な
要
素
に
な
る 。

そ
れ
と
並
べ
る
と
ド
リ
ル
の
作

品
は
何
か
ち
ょ
っ
と
斎
藤
さ
ん
の
作
品
と
し
て
は
違
う
の
で

は
な
い
か 、

以
前
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す 。

し
か
し
さ
っ
き
私
が
言
っ
た
よ
う
に 、

斎
藤
さ
ん
は
甚

本
的
に
画
家
だ
っ
た 。

も
う
ひ
と
つ 、

さ
っ
き
私
は
レ
リ
ー
フ
と
か
平
面
の
次
元

と
い
う
こ
と
を
言
い
ま
し
た
け
れ
ど 、
二
0
世
紀
全
体
で
建

畠
さ
ん
が
お
っ
し
や
っ
た
「

反
11

絵
画」
に
画
家
が
向
か
う

時
に
着
目
し
た
の
が
ー
�

こ
れ
は
デ
ュ
シ
ャ
ン
が
典
型
で
す

が
ー
�

オ
ブ
ジ
ェ
と
い
う
物
体
で
す 。

デ
ュ
シ
ャ
ン
も
油
彩

画
家
で
す
が 、

あ
の
人
は
お
よ
そ
平
面
構
造
に
は
関
心
が
な

く
て
物
体
の
見
方
を
少
し
変
え
て
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
た 。
マ

ン
・
レ
イ(-
八
九
0
|-

JL
七
六）
な
ど
も
そ
う
で
す
け
れ

ど 、

画
家
だ
っ
た
あ
の
人
た
ち
は
「
も
の」
と
い
う
も
の
に

関
心
を
向
け
て 、

し
か
し
彫
刻
で
は
な
い
た
め
に
オ
ブ
ジ
ェ

と
い
う
特
別
な
名
前
を
付
け
て
今
日
の
美
術
史
で
位
附
付
け

て
い
る 。

斎
藤
さ
ん
に
は
そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん 。

斎
藤
さ
ん

に
は
「
も
の」
と
い
う
か 、

こ
れ
は
峯
村
さ
ん
も
ち
ょ
っ
と

触
れ
た
と
思
い
ま
す
が 、

物
質
と
か
「
も
の」
と
い
う
も
の

に
ほ
と
ん
ど
興
味
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す 。

だ
か
ら
私
が
先
程 、
「

空
問
構
造」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た

の
は
そ
の
た
め
で
あ
っ
て 、

と
も
か
く

板
な
ら
板
が
複
数
あ

っ
て 、

そ
れ
ら
が
ど
ん
な
空
問
的
関
係
を
持
つ
こ
と
が
で
き

殊
な
時
期
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が 、

そ
の
時
で
も
や
は

け
も
な
か
っ
た
し 、

あ
る
意
味
で
は
斎
藤
さ
ん
に
と
っ
て
特

峯
村

だ
か
ら
あ
の
ド
リ
ル
の
作
品
も 、
一
見
す
る
と
違
う

よ
う
だ
け
れ
ど
も
〈
ト
ロ
ウ
ッ
ド〉
な
ど
の
「

離
散」
の
構

造
が
続
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と 、

中
原
さ
ん
は
指
摘
し

て
い
た 。

私
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す 。

私
は
少
な
く
と
も
ア

ン
フ
ォ
ル
メ
ル
は
物
質
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
下
り
た
も
の
だ
と
思

い
ま
す
が 、

お
っ
し
ゃ
る
通
り 、

斎
藤
さ
ん
の
作
品
は
ち
ょ

っ
と
そ
れ
と
は
違
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね 。

中
原
さ
ん
が
書
か
れ
た
古
証
文
を
持
ち
出
し
て
悪
い
け
れ

ど 、

こ
こ
で
ド
リ
ル
の
作
品
は
そ
ん
な
に
重
視
し
て
語
る
こ

と
も
な
い 、

と
い
う
感
じ
が
し
ま
す 。

は
は
は（
笑） 。

（
次
元
と

し
て
は一
二
次
元
の
作
品
で
す
け
れ
ど）

作
っ
て
い
た 。

そ
う
か
と
言
っ
て 、

斎
藤
さ
ん
の
よ
う
な
作
品
を
他
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
作
っ
た
か
と
言
え
ば 、
い
な

い
ん
で
す 。

皆
さ
ん
も
比
較
的
ご
存
知
だ
と
思
う
け
れ
ど 、

最
上
壽
之(-
九
三
六
生）
の
作
品
は
角
材
が
甚
本
で 、

お
よ

そ
「

面」
と
い
う
意
識
が
な
い 。

や
っ
ば
り

彫
刻（
家）
か
な

あ
と
思
い
ま
す 。

斎
藤
さ
ん
の
作
品
の
特
色
は
百回
松
井
と
も

追
っ
て
い
て 、

本
当
に
プ
ラ
ナ
ー
・

デ
ィ
メ
ン
ジ
ョ
ン
な
ん

で
す 。

平
面
構
造 、

平
面
に
よ
る
立
体
構
造
と
言
え
ば
良
い

の
か 。私

は
斎
藤
さ
ん
と
プ
ラ
ト
ン
の
関
係
に
つ
い
て 、

宅
村
さ

ん
ほ
ど
考
え
た
こ
と
は
な
い
の
で
よ
く

解
り
ま
せ
ん 。
た

だ 、
「

反
対
称」
と
い
う
発
想
は
面
白
い
で
す
ね 。

斎
藤
さ

ん
は
ず
い
ぶ
ん
い
ろ
ん
な
本
を
読
ま
れ
て
…
…

対
称
よ
り
も

反
対
称
の
方
が 、

そ
の
も
の
の
情
報
鼠
が
多
い
わ
け
で
す 。

対
称
は
左
右
が
同
じ
か
た
ち
で
す
け
れ
ど
も 、

反
対
称
は
ず

れ
る
わ
け
で
す
か
ら 。

そ
の
ず
れ
る
分
だ
け 、

よ
り
多
く
の

情
報
を
与
え
る 。

だ
か
ら
〈
反
対
称〉
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で 、

実
際
に
作
品
を
見
る
と
少
し
対
称
風
に
見
え
る
け
れ
ど

も 、

ず
ら
し
て
あ
る 。

そ
れ
が 、

あ
の
作
品
か
ら
我
々
が
受

け
る
情
報
の
か
な
り
重
要
な
要
素
で
す 。

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら

斎
藤
さ
ん
は
現
代
物
理
学
の
本
か
何
か
読
ん
で
い
た
か
も
知

れ
な
い 。
『

対
称
性
の
破
れ』
な
ん
て
本
が
結
構
出
版
さ
れ

て
い
ま
す
か
ら
5 5) 、
「

美
の
根
源
は
対
称
性
の
破
れ
に
あ

る
か
と
い
う
こ
と
を 、

ず
ー
っ
と
亡
く
な
る
ま
で

中
原

ォ
ル
メ
ル
旋
風
が
な
け
れ
ば
あ
あ
い
う
作
品
は
作
ら
れ
る
わ

し
て
い
る

J
れ
は
確
か
に
そ
の
通
り
な
ん
で
す 。

ア
ン
フ

あ
る
ん
だ 、

そ
う
思
っ
て
い
た 。
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
と
共
振

建
畠

る
マ
テ
ィ

エ
ー

ル
の
強
化
と
し
て（
斎
藤
の
場
合）
ド
リ
ル
が

を
流
動
的
に
す
る 。

私
は
最
初 、

ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
に
お
け

が
…
…

画
面
の
マ
テ
ィ

エ
ー

ル
を
非
常
に
強
く
し
て 、

箪
触

て
も
非
常
に
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
的
な
も
の
を
感
じ
た
ん
で
す

作
品

こ
れ
ま
で
何
回
も
見
て
い
ま
す
し 、

今
回
総
め
て
見

う
こ
と
は
中
原
さ
ん
の
言
う
通
り
だ
と
し
て
…•••
ド
リ
ル
の

私
な
り
の
解
釈
で
す
が
「『

面』
の
作
家
で
あ
っ
た」
と
い

も
う
ひ
と
つ
は
で
す
ね 、

中
原
さ
ん
の
ご
意
見
に
対
す
る

意
識
に
つ
い
て
は
疑
問
も
な
く
は
な
い 。

「
面」
に
よ
る
構
成
で
は
な
か
っ
た
か 。

次
元
に
対
す
る

展
開
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も 、

し
か
し
こ
れ
は
や
は
り

)
ま
で
意
識
さ
れ
て
い
た
の
か

現
実
に
は一
二
次
元
と
し
て

受
容
さ
れ
て
し
ま
う 。

本
当
に

二
次
元
と
い
う
こ
と
は
ど

な
ぜ
か
と
考
え
る
と 、

最
初
は
マ
テ
ィ

エ
ー

ル
が
強
い
と
思

っ
て
い
た
け
れ
ど 、

そ
ん
な
に
強
く
な
い
ん
で
す
よ 。

技
術

的
に
言
う
と 、

削
ら
れ
た
ベ
ニ
ヤ
板
の
さ
さ
く
れ
な
ど
は
き

れ
い
に
取
ら
れ
て
い
て 、

ク
ラ
フ
ト

的
に
き
れ
い
に
線
が
仕

上
げ
ら
れ
た
り
し
て
い
る 。

意
外
に
騒
然
と
し
た
画
面
と
い

う
よ
う
な
印
象
は
あ
ま
り
受
け
な
い 。

す
っ
き
り
し
て
し
ま

っ
て
い
る 。

私
は
最
初
に
見
た
印
象
を
持
っ
て 、

も
う一
度

今
回
の
会
場
で
見
る
と 、

様
式
的
に
は
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
だ

け
ど
実
は
ま
っ
た
く

違
う
の
か
と
思
い
ま
し
た 。

す
る
と
そ

こ
に
は 、

絵
両
を
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
で
捉
え
る
の
で
は
な
い

「
面」
と
い
う
も
の
…
…

峯
村

実
は 、

そ
れ
は
中
原
さ
ん
が
提
出
し
た
空
間
構
造
の

違
い
で
指
摘
さ
れ
て
い
て 。

あ
あ 、

そ
う
で
す
か 。

31 30 



中
原

る」
な
ん
て
い
う
こ
と
を
（
笑）、

た
の
か。

す
が。

中
原

こ
れ
は
こ
れ
で、

あ
る
い
は
お
考
え
に
な
っ

ま
あ
面
白
い
発
想
だ
と
思
い
ま

ー
先
程、

最
ヒ
さ
ん
の
名
前
を
出
さ
れ
ま
し
た
け
れ
ど

も、

例
え
ば
渡
辺
嬰
重(-
九
三
一
生）
さ
ん
な
ど
の
立
体
と

は
ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う。

違
う
と
言
え
ば
で
す
ね
…
…
ど
う
違
う
の
か。

ー
渡
辺
さ
ん
も
画
家
で
す
よ
ね。

両
家
で
す
ね。
だ
か
ら
…
…

ち
ょ
っ
と
渡
辺
君
か
ら
ず
れ
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど

も、

私
は
も
う
随
分
前
に
な
り
ま
す
が、

今
は
閉
飢
し
て
い

る
池
袋
の
西
武
美
術
館
で

を
企
画
し
ま
し
た。

彦
坂
打
は
そ
の
頃
か
ら、

れ
ど
も、

板
に
絵
具
を
使
っ
て
絵
を
描
い
て
い
た。

も
う一
人、

立
体
性、

刻
で
す。

「
木
と
の
対
話」
と
い
う
展
覧
会

最
上
村
と
彦
坂
尚
品(-
九
四
六
生）。

そ
の
後
も
ず
っ
と
続
け
ま
し
た
け

そ
れ
で

小
清
水（
漸）
れ（一
九
四
四
生）
も
ず
っ
と
板
を

使
っ
た
作
品。
．―-
者一
二
様
で、

や
は
り
彦
坂
社
と
い
う
の
は

晶
本
的
に
彫
刻
家
で
は
な
い
で
す
ね。
だ
か
ら
彫
刻
と
し
て

あ
る
い
は
屈
塊
性
が
非
常
に
は
っ
き
り
と
し
た
作

品
へ
展
開
し
て
い
か
な
い
わ
け
で、

け
れ
ど
小
泊
水
と
最
上、

特
に
小
泊
水
れ
は、

む
し
ろ
写
兵
だ
と
か
イ

メ
ー
ジ
と
い
う
も
の
を
最
近
も
ま
た
や
っ
て
い
る。

両
君
は
枯
本
的
に
あ
る
の
は
彫

（
こ
ん
な
比
唸
は
ど
う
か
と

思
い
ま
す
が）
巨
大
な
洗
濯
板
み
た
い
な
も
の
を
彫
る
ん
で

す
け
れ
ど、

あ
れ
は
や
っ
ぱ
り
絵
両
の
延
長
あ
る
い
は
反
II

こ
と
が
で
き
る
か
と
思
っ
た
ん
で
す
が。

中
原
さ
ん
が
例
に
挙
げ
ら
れ
た
ジ
ャ
ッ
ド。
ジ
ャ
ッ
ド
の

箱、

箱
は
立
体
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
彼
の
箱
は
面
に
よ
る
組

み
合
わ
せ
で
あ
っ
て、

そ
こ
で
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
と
か
マ
ッ
ス

な
ど
と
い
う
も
の
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い。

そ
の
点
で

（
斎
藤
さ
ん
と）
近
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る、

そ
れ
は
そ
の
通
り

だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も、
ジ
ャ
ッ
ド
の
場
合
に
は
ス
テ

ン
レ
ス
と
か
コ
ン
ク
リ
ー
ト、

あ
る
い
は
合
板
や
鉄
な
ど
を

使
っ
て
い
る。

あ
る
意
味
で
は
即
物
的
な
素
材、

戦
後
の
典

型
的
な
工
業
素
材
で
す。

我
々
が
そ
れ
を
見
た
時
に
「
物

判」「
物
体」
と
い
う
意
識
が
非
常
に
強
く
喚
起
さ
れ
る。

そ

の
意
味
で
斎
藤
さ
ん
は
ユ
ニ
ー
ク
で、

さ
っ
き
案
村
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に、

全
て
を
真
っ
凩
に
塗
装
し
て
し
ま

っ
て
シ
ル
エ
ッ
ト
と
化
し
て
し
ま
う。

だ
か
ら
ミ
ニ
マ
ル
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
の
平
面
性
と
い
う
も
の、

あ
る
意
味
で
は

リ
テ
ラ
リ
ズ
ム
と
か
物
体
の
直
接
的
な
現
前
み
た
い
な
も
の

の
強
さ

|—
そ
の
力
は、

例
え
ば
さ
っ
き
話
に
出
て
い
た
セ

ラ
に
も
あ
る
と
思
う

ー
を
全
部
消
し
て
し
ま
っ
て、

峯
村

さ
ん
が
「
軽
い」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
メ
タ
フ
ァ
ー、

記

号
と
い
っ
た
状
態
へ
と
転
身
さ
せ
て
し
ま
う。

そ
れ
が
斎
藤

さ
ん
の
独
自
の
と
こ
ろ
で•
…,.

た
だ、

さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
煎
い
「
も
の」
が
白
い
睾

の
前
で
「
地」
と
「
図」
を
成
し
て
し
ま
い、

し
か
も
非
常

に
美
し
い。
一
種
の
絵
画
的
な
受
容
を
可
能
に
さ
せ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る。
こ
れ
は
独
断
と
惚
測
に
な

制
作
を
持
続
し
て
い
く
と
い
う
ニ
ヒ
ル
な
資
質
が
あ
っ
た
の

も
う一
人、

は
東
京
芸
人
の
油
絵
出
身
で
す。

は、

油
絵
の
科
長
が
杉
全（
直）
先
生(-
九．
四
ー
几
四）
で

し
た。

生
が

私
が
た
ま
た
ま
特
別
講
義
で
芸
大
に
行
っ
た
時、

先

「
院
生
の
ア
ト
リ
エ
を
ひ
と
廻
り
し
ま
せ
ん
か」
と
誘

っ
て
下
さ
っ
た。

必
大
の
大
学
院
は
二
人一
部
屋
で
ア
ト
リ

エ
を
使
っ
て
い
て、

大
体
部
屈
の
真
ん
中
に
衝
立
が
あ
っ
て

イ
ー
ゼ
ル
や
描
き
か
け
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
な
ん
か
が
並
ん
で
い

る
ん
で
す。

い。

部
屋
の
半
分
は
イ
ー
ゼ
ル
や
カ
ン
ヴ
ァ
ス
が
あ
る
ん
で

す
が、

も
う
半
分
の
こ
ち
ら
側
に
は
材
木
が
五、

六
本
ポ
ン

と
置
い
て
あ
る。

ん
で
す
か」。

材
木
を
使
っ
て
い
る
川
俣
正（一
几
五．
二
牛）

け
れ
ど
も、

彼
が
大
学
院
生
の
頃
に

た
だ
一
部
屈、

何
に
も
附
い
て
な

「
こ
の
学
生
は
ど
ん
な
絵
を
描
い
て
い
る

「
こ
れ
が
絵
を
描
か
な
い
ん
で
す。

窓
の
外
を
覗
い
て
ド
さ
い」

ち
ょ
っ
と

と―――•
11

う
の
で
覗
い
て
み
る
と、

角
材
を
q
本、

窓
の
外
に
縄
で
括
っ
て
ぶ
ら
下
げ
て
あ
る。

「
こ
れ
が
『
作
品
だ』
と
言
っ
て
い
ま
す」。

油
絵
の
大
学
院

ま
で
進
ん
だ
川
俣
社
は、

そ
の
頃
か
ら
木
を
ず
っ
と
使
っ
て

り
ま
す
が、

そ
ん
な
あ
る
意
味
で
は
観
念
の
世
界
の
投
影
で

あ
る
仕
市
を
し
な
が
ら、

し
か
も
物
質
性
を
忌
避
し
な
が
ら

し
か
し
最
終
的
に
は
「
作
品」
と
し
て
残
る
美
し
い
「
も

の」
が
形
成
さ
れ
て
い
く。
こ
の
現
実
の、

三
次
元
の
世
界

の
中
で
制
作
し
て
い
る
限
り、
い
か
な
る
純
粋
な
コ
ン
セ
プ

チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
も
あ
り
褐
な
い
か
ら、

そ
の
限
界
は
誰
に
も

あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も、

斎
藤
さ
ん
の
場
合
は
か
な
り
造
形

的
に
鑑
宜
可
能
な
も
の
が
「
作
品」
と
し
て
残
る。
し
か
し

本
人
の
観
念
的
な
問
題
意
識
で
は、

物
質
性
を
忌
避
し
た

い、

絵
画
的
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
忌
避
し
た
い。

私
は
そ
こ

で
i
種
の、

何
と
言
う
ん
で
す
か
ね、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
…
…
楽

屋
噺
に
な
り
ま
す
が、

中
原
さ
ん
が
斎
藤
さ
ん
に
「
毀
方
は

ニ
ヒ
リ
ス
ト
で
す
ね」
と
訊
い
た
ら
否
定
な
さ
っ
た
と
お
っ

し
や
っ
て
い
た
け
れ
ど。

そ
の
微
妙
に
解
決
不
可
能
な
問
題

を
抱
え
込
み
な
が
ら、

か
な
り
の
昼
の
作
品
を
作
り
紛
け
て

い
く
中
に
一
種
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
あ
っ
た。

「
ゼ
ロ
イ
ス
ト」
や、

今
回
の
カ
タ
ロ
グ
で
田
中
幸
人
さ

ん
が
書
い
て
い
る
「
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ・
ア
ナ
ー
キ
ー」(a6)

と
か、

斎
藤
さ
ん
は
表
面
的
に
は
ニ
ヒ
リ
ス
ト
と
か
ア
ナ
ー

キ
ス
ト
と
い
っ
た
危
険
な
匂
い
の
す
る
方
で
は
な
か
っ
た
気

が
す
る。

純
粋
な
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
リ
ス
ト
で
も
造
形
主
義

で
も
な
い。

し
か
し、

梢
神
的
な
緊
張
を
保
ち
な
が
ら
作
品

を
制
作
し
て
い
る
と
こ
ろ
に、

問
函
を
究
極
的
に
全
て
解
決

す
る
手
前
の
と
こ
ろ
で、

し
か
も
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
に

で
す
か。

な。

色
は
よ
く
使
う
し。

ま
あ、

そ
ん
な
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い

っ
と
漫
画
っ
ぽ
い
も
の
が
好
き
だ
か
ら
ち
ょ
っ
と
違
う
か

の
点
で
は
斎
藤
さ
ん
と
似
て
い
る
け
れ
ど、

あ
の
人
は
ち
ょ

既
重
さ
ん
な
ん
か
も、

や
っ
ぱ
り
「
絵」
で
す
よ
ね。

そ

大
体
は
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す。

と
は
言
い
に
く
い。

ヽ
�

し
力

し

絵
画
的
な
絵
画
で
は
な
い。
こ
の
迎
い
は
な
か
な
か
明
快

に、

こ
う
だ
か
ら
こ
う
だ、

で
す。

い
る。

け
れ
ど
も、

彼
は
斎
藤
さ
ん
と
は
違
っ
て、

お
よ
そ

「
血」
と
い
う
も
の
を
大
市
に
し
な
い
人
で
す
ね。
い
つ
も、

建
築
風
の
も
の、

建
築
が
壊
れ
て
い
る。
「
1L
市
中」

と
い

う
言
葉
を
ひ
と
こ
ろ
よ
く
使
っ
て
い
た
ん
で
す
が。

究
極
的
に
言
う
と、

木
を
使
お
う
と
金
属
を
使
お
う
と、

空
間
に
関
し
て
二
次
元
の
作
品
は
皆
空
間
性
と
い
う
も
の
を

持
つ
ん
で
す。

け
れ
ど
も
要
索
に
な
る
も
の、

こ
れ
が
塊
と

言
う
か
あ
る
空
間
的
な
拡
が
り
を
持
っ
た
物
質
と
し
て
取
り

上
げ
る
か、
い
わ
ば
抽
象
的
・
幾
何
学
的
な
意
味
で
再
う

「
而」、
「
血」
が
た
ま
た
ま
木
材・
板
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ

た
と
い
う
よ
う
に
し
て
そ
れ
を
取
り
上
げ
る
か
に
よ
っ
て、

作
品
は
随
分
違
う
と
思
う。

た
だ、
こ
の
よ
う
な
持
論
で
私
が
「
ど
っ
ち
か
な」
と
悩

む
の
は、

ア
メ
リ
カ
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
セ
ラ
(t
九．
『
九
生）

で
す。

彼
が
も
の
す
ご
く
巨
大
な
鉄
板
を
曲
げ
た
り
す
る
ん

で
す
が、

あ
れ
も
形
態
と
し
て
は
「
面」
で
す。
お
よ
そ
歴

塊
性
と
い
う
も
の
を
持
た
な
い
ん
で
す
が、

あ
れ
は
や
っ
ば

り
反
11
絵
画
的
立
体
で
は
な
く
て、

彫
刻
か
…•••
そ
こ
の
と

こ
ろ
は
確
伯
が
な
い
の
で（
笑）、

触
れ
な
い
こ
と
に
し
ま

す。

ーロ
頭
で
私
は、

斎
藤
さ
ん
が
位
閥
付
け
に
く
い
作
家

だ
と
中
し
上
げ
ま
し
た。

中
原
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
い
て
い

る
と‘

圃
家
が
両
家
と
し
て
の
資
質
を
ど
こ
か
で
維
持
し
た

ま
ま、

あ
る
段
階
で
レ
リ
ー
フ
を
作
り
始
め
て
床
の
卜
に
股

開
す
る、

確
か
に
斎
藤
さ
ん
を
そ
う
い
う
風
に
位
置
付
け
る

で
は
な
い
か。

そ
の
よ
う
に
憶
測
は
す
る
ん
で
す
が。
こ
れ

は、

個
人
的
に
ご
本
人
と
そ
れ
ほ
ど
親
し
く
な
か
っ
た
上
で

の
想
像
と
言
う
か
妄
想
で
す
か
ら
問
違
っ
て
い
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん。

私
は
昔
書
い
た
自
分
の
文
章
の
中
身
を
忘
れ
て
申
し

訳
な
い
ん
で
す
が、

建
畠
さ
ん
の
発
言
に
関
連
し
て、
ニ
ヒ

リ
ス
ト
に
つ
い
て
少
し。
こ
れ
は、
「
余
計
者
の
ア
ン
ビ
バ

レ
ン
ツ」
と
い
う
斎
藤
義
瓜
論
を
『
み
づ
ゑ』
に
書
い
た
時

で
し
た｛り？）。

ど
ん
な
文
脈
だ
っ
た
か
は
忘
れ
た
の
で
す

が、
「
四
方
は
ニ
ヒ
リ
ス
ト
で
す
ね」
と
言
っ
た
後
に
斎
藤

さ
ん
が
「
い
や、

ぽ
く
は
ニ
ヒ
リ
ス
ト
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん」

と
応
え
ら
れ、

あ
あ
そ
う
で
す
か
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん

斎
藤
さ
ん
が
一
九ニ-
0
年
代、

当
時
の
ロ
シ
ア
11
ア
ヴ
ァ

ン
ギ
ャ
ル
ド
の
梢
報
に
触
れ、

そ
れ
に
非
常
な
影
愕
を
受
け

た
こ
と
は、

恐
ら
く
事
実
だ
と
思
い
ま
す。
一―-
0
年
代
は
ロ

シ
ア
11
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
が
終
わ
る
頃
で、

そ
の
後
ソ
ヴ

ィ
エ
ト
の
共
産
党
が
文
化
政
策
で
抽
象
絵
両
も
何
も
か
も
出

米
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
が、

少
な
く
と
も一^

O

年
代
の
ロ
シ
ア
の
新
し
い
造
形、

新
し
い
絵
画
あ
る
い
は

「
梢
成」

と
い
う
考
え
方
を
基
に
し
た
作
品
を
推
進
し
た
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
は
一
種
の
ユ
ー
ト
ピ
ア、
つ
ま
り
芙
術
作
品
と

い
う
も
の
は
従
来
と
は
違
う
か
た
ち
で、

社
会
も
こ
れ
か
ら

良
く
な
る
ん
だ
と
当
初
考
え
て
い
た
と
思
う
ん
で
す。

晶
命

も
あ
っ
た
し、

美
術
も
そ
れ
に
並
行
し
て
従
来
の
ス
タ
イ
ル

中
原

建
畠
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で
は
な
く
て
新
し
い
抽
象
的
な
形
式
そ
の
他
が・・・・'•
こ
れ

が、

挫
折
す
る
わ
け
で
す。

ウ
ラ
デ
ィ
ミ
ー
ル
・
タ
ト
リ
ン

や
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー・
ロ
ド
チ
ェ
ン
コ(-
八
九
―
|―
九
五

六）、

皆
挫
折
し
て
三
0
年
代
に
な
る
と
新
し
い
仕
市
は
出

来
な
く
な
る。

し
か
し
斎
藤
さ
ん
の
一
九q―1
0
年
代
の
作
品
に
はー
�
現

在
我
々
が
見
て
い
る
作
品
は
戦
後
の
再
制
作
で
す
が

1

造

形
と
い
う
も
の
の
可
能
性、

新
し
い
か
た
ち、

形
式
・
ス
タ

イ
ル
に
お
い
て
一
種
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
耳
う
か
夢
を
お
持
ち

に
な
っ
て
作
っ
て
い
る
と
は
到
底
感
じ
ら
れ
な
い。

私
は
そ

ん
な
意
味
で
ニ
ヒ
リ
ス
ト
と
言
っ
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ

ど、

本
来
な
ら
ば
斎
藤
さ
ん
に
造
形
に
希
望
と
茄ダ
が
あ
っ
て

脱
絵
画、

反
11
絵
両
と
い
っ
た
絵
画
か
ら
離
脱
す
る
ユ
ニ
ー

ク
と
言
っ
て
い
い
仕
市
を
さ
れ
た
と
思
う
の
で
す
が、

そ
れ

を
基
盤
に
し
て
影
膵
を
受
け
て、

よ
り
展
開
•
発
展
さ
せ
る

と
い
っ
た
作
品
は
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う。

無
か

っ
た、

と
言
う
の
は、

斎
藤
さ
ん
は
新
し
い
美
術
の
形
式
と

し
て
更
な
る
可
能
性
を
祐
ん
で
い
る
と
い
う
滋
識
を
持
た

ず、

そ
ん
な
に
「
ア
ー
ト」
と
い
う
も
の
に
夢
は
お
持
ち
で

は
な
か
っ
た
と
い
う
具
合
に
私
は
見
て
お
り
ま
す。
い
か
が

で
し
ょ
う。

峯
村お一．

人
に
少
し
異
を
唱
え
た
方
が
面
白
い
と
思
う
ん
で
言

う
け
れ
ど、

私
は
芸
術
家
が
本
当
に
ニ
ヒ
リ
ス
ト
だ
っ
た

ら、

ま
ず
制
作
は
出
来
な
い
と
思
う。
た
だ‘

性
格
的
に
二

は
こ
の
名
称
を
使
っ
て
い
る。
「
反
対
称」
と
い
う
名
称
が

カ
イ
ヨ
ワ
の
文
章
に
由
来
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い。

中
原

さ
ん
は
ち
ょ
っ
と
仄
め
か
し
た
け
れ
ど、

反
対
称
の
問
題
は

我
々
の
目
に
届
く
よ
う
な
と
こ
ろ
で
も
翻
訳
が
出
版
さ
れ、

七
0
年
代
の
初
め
に
は
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ガ
ー
ド
ナ
ー(-
九
一

四
生）
の
『
自
然
界
に
お
け
る
右
と
左」
が
あ
っ
た（
註
9
)
0

私
は
ガ
ー
ド
ナ
ー
の
本
を
持
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど、

持
っ

て
い
た
こ
と
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た。
カ
イ
ヨ
ワ
の
本
は

読
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た。

今
度
両
方
を
読
み
較
べ
て
み
た

ん
で
す
が、

内
容
的
に
は
ガ
ー
ド
ナ
ー
が
殆
ど
書
き
尽
く
し

て
い
る。

斎
藤
さ
ん
は
勉
強
家
で
し
た
か
ら、

あ
れ
だ
け
売

れ
た
ガ
ー
ド
ナ
ー
の
本
で
す
か
ら、

出
版
さ
れ
て
す
ぐ
に
記叫

ん
で
い
た
と
思
う。

そ
れ
を
自
分
の
裡
で
ど
う
発
展
さ
せ
る

か
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
け
れ
ど。

ガ
ー
ド
ナ
ー
の
本
の
翻
沢
は、
一
九
七
i
年
に
は
出
版
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
出
憶
し
て
い
ま
す。

そ
の
後
再
制
作
を
通

し
て、

板
を
自
分
の
一
番
の
ツ
ー
ル
に
し
て
反
対
称
の
問
題

を
ほ
じ
る
決
心
が
だ
ん
だ
ん
と
翡
ま
っ
た
と
思
う。

そ
こ
に

ち
ょ
う
ど
巧
い
具
合
に、

ガ
ー
ド
ナ
ー
の
本
に
エ
ン
ト
ロ
ビ

ー
の
こ
と
が
少
し
つ
け
加
え
ら
れ
た
よ
う
な
カ
イ
ヨ
ワ
の
本

が
出
版
さ
れ
た。

斎
藤
さ
ん
は、

さ
っ
き
中
原
さ
ん
が
言
っ

た
「
対
称
性
の
破
れ」
と
か
を
誼
ん
じ
て
い
た
の
で
は
な
い

か。

私
は、

彼
が
そ
れ
を
自
分
の
問
題
と
し
て
引
き
受
け
た

い
と
思
っ
た
理
由
に
は、

自
分
の
や
っ
て
い
た
仕
市
に
そ
の

原
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
ハ
ッ
と
気
付
か
れ
た
の
で
は
な

ニ
ヒ
リ
ス
ト、

な
の
か
な。

た
ん
で
は
な
い
か。

ヒ
リ
ス
ト
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
よ
う
な、

自
分
の
存

在
そ
の
も
の
に
対
す
る
確
侶
の
持
て
な
さ
と
か。

斎
藤
さ
ん

の
場
合
そ
ん
な
ケ
ー
ス
で
は
な
い
と
思
う
け
れ
ど
も、

も
っ

と
質
が
悪
い
の
は
最
初
に
彼
が
絵
両
を
見
捨
て
た
と
こ
ろ
に

決
定
的
な
大
問
題
が
あ
っ
て、

今
日
で
は
そ
れ
を
閉
え
る
言

菜
が
多
く
出
さ
れ
る
ん
で
す
が、

こ
れ
は
彼
に
と
っ
て
は
非

常
に
や
っ
か
い
な
選
択
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る。

11
分
の
資

質
に
韮
づ
い
て
絵
画
を
捨
て
た
と
思
う
の
で
す
が、

に
も
か

か
わ
ら
ず
社
会
全
体
の
あ
る
伯
況
が
絵
画
の
や
り
方
を
捨
て

て
も
な
お
か
つ
社
会
の
一
種
の
上
昇
機
運
の
よ
う
な、

刺
激

を
絶
え
ず
与
え
て
く
れ
る
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
作
家
も
わ

り
と
や
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
と
私
は
思
い
ま
す。
こ
れ

は
錯
党
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が。

で
も
日
本
の
場
合
こ
れ
は
極

め
て
希
薄
だ
し、

私
は
何
度
も
言
う
ん
で
す
が、

気
質
の
点

で
言
う
と
彼
に
は
恐
ら
く
「
物
質」
と
い
う
ド
ロ
ド
ロ
し
た

も
の
と
か
手
で
捏
ね
る
か
何
か
し
な
い
と
始
ま
ら
な
い
よ
う

な
も
の
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
セ
ン
ス
が
根
本
的
に
欠
け
て
い

日
本
の
一
九
六
0
年
代
は
上
昇
機
運
の
か
な
り
激
し
い
時

期
で、

仮
に
斎
藤
さ
ん
が
物
質
の
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
何
か
や
っ

て
行
く
氣
打
を
お
持
ち
で
あ
っ
た
ら、

そ
の
時
期
に
采
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
う。

だ
け
ど
実
際
に
は
あ
あ
い
う
ド
リ
ル

を
用
い
た
作
品
を
制
作
し、

こ
れ
は
ご
自
分
で
も
最
終
的
に

は
気
質
に
適
う
も
の
で
は
な
い
と
見
捨
て
る
わ
け
で。

も
と

も
と
絵
画
以
外
の、

彫
刻
の
よ
う
な
マ
ッ
ス
か
ら
ス
タ
ー
ト

い
か
と
思
う。
そ
れ
は
何
か
と
言
う
と、

再
制
作
さ
れ
た

〈
カ
ラ
カ
ラ〉
な
ん
で
す。
〈
ト
ロ
ウ
ッ
ド〉
は
横
に
拡
が
り

ま
す
か
ら、

初
め
か
ら
対
称
性
を
問
題
に
し
て
い
な
い。

〈
カ
ラ
カ
ラ〉
は
捩
っ
て
い
ま
す。

全
く
の
平
行
線
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が、

そ
の
線
に
結
び
付
け
ら
れ
た
ス
テ
ン
レ
ス
ス

テ
ィ
ー
ル
の
線
を
回
転
さ
せ
る
と
捩
れ
た
線
に
な
り
ま
す。

つ
ま
り、

あ
れ
は
点
対
称
で
二
つ
の
線
が
関
係
付
け
ら
れ
て

い
る。

し
か
し
戦
前
あ
の
作
品
を
制
作
し
た
時、

そ
ん
な
こ

と
を
良
く
考
え
て
作
ら
れ
た
と
は
思
え
な
い。

七
三
年
の
再

制
作
に
先
行
し
て、

六
0
年
代
半
ば
に
そ
れ
に
類
し
た
作
品

を
い
く
つ
か
再
制
作
し
た
際、

自
分
の
中
に
平
面
の
展
開
だ

け
で
は
な
く
て
別
の
問
題
が
開
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

予
感
を
持
っ
て
〈
カ
ラ
カ
ラ〉
に
取
り
組
ん
だ
の
で
は
な
い

か。
〈
カ
ラ
カ
ラ〉
に
よ
っ
て
「
面」

あ
る
い
は
「
線」
の

鏡
面
構
造
や
対
称
性
の
問
題
を
扱
え
る、

と。
と
こ
ろ
が
時

代
は
ま
さ
に、

宇
宙
の
対
称
性
が
破
れ
る
と
い
う
時
期
に
当

た
っ
て
い
て、

斎
藤
さ
ん
は
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
突
破
す
る
た

め
に
何
が
必
要
だ
ろ
う
と
考
え
た。

恐
ら
く
自
分
の
体
質
の

中
に、

対
称
性
そ
の
も
の
に
対
す
る
強
い
関
心
と
同
時
に、

そ
れ
を
破
る
宇
宙
の
生
成
に
関
わ
る
よ
う
な一
種
の
力
学
み

た
い
な
も
の
の
関
心
も
あ
っ
て
カ
イ
ヨ
ワ
を
読
ん
だ
と
私
は

思
う。
カ
イ
ヨ
ワ
の
本
に
は
プ
ラ
ト
ン
の
多
面
体
の
話
が
あ

り
ま
す
か
ら、

遅
く
と
も
カ
イ
ヨ
ワ
を
手
引
と
し
て
プ
ラ
ト

ン
を
読
む
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
し、

実
際
の
作
品
上

で
そ
れ
を
表
明
し
た
も
の
が、

七
八
年
に
プ
ラ
ト
ン
の
多
面

体
に
よ
る
三
点
の
作
品
で
す。

す
る
と
い
う
よ
う
な
セ
ン
ス
を
持
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず、

絵
画
を·
展
外
し
た。

後
に
残
っ
た
の
は
板
の
賠
示

す
る一·
次
元
性。
こ
れ
と
ど
の
よ
う
に
と
こ
と
ん
ま
で
付
き

合
う
か、

そ
の
可
能
性
だ
け
が
残
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う。

だ

か
ら、

そ
こ
の
と
こ
ろ
で
は
彼
の
氣
烈
と
芸
術
的
可
能
性
に

お
い
て、

自
分
自
身
に
対
し
て
不
安
感、

非
常
に
頓
り
の
な

い
思
い
を
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か。

例
え
ば、
「
や
じ

ろ
べ
え」
と
い
う
舌
葉
も
そ
う
い
っ
た
事
柄
を
集
約
し
た
百

葉
で
は
な
い
か
と
思
う。

し
か
し
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
ら、

彼

が
い
く
ら
何
か
打
を
買
っ
た
と
は
い
っ
て
も
己
に
鞭
打
っ
て

や
り
た
く
も
な
い
仕
事
を
ず
っ
と
続
け
た
と
は
思
え
な
い。

芸
術
家
は
何
か
自
分
を
引
き
ず
っ
て
行
く
も
の
を
感
じ
て
い

る。

そ
の
衝
動
が
な
い
と、

ま
ず
「
作
る」
と
い
う
こ
と
は

し
な
い
だ
ろ
う。

も
ち
ろ
ん、

食
べ
る
た
め
に
金
銭
に
H
が

眩
ん
で
仕
方
な
く、

と
い
う
こ
と
は
あ
る。

け
れ
ど、

彼
の

作
品
を
見
る
と
そ
う
い
う
も
の
と
は
と
て
も
思
え
ま
せ
ん。

や
は
り
精
神
的
に
彼
を
鞭
打
つ、

と
耳
う
よ
り
も
む
し
ろ
叶

え
ら
れ
な
い
何
か
見
果
て
ぬ
夢
の
よ
う
な
も
の
が、

ど
こ
か

に
あ
っ
た
よ
う
に
思
う。

そ
れ
が、

私
が
指
摘
し
た
い
彼
に

お
け
る
プ
ラ
ト
ン
的
な
る
も
の
へ
の
節
れ
で
す。

こ
れ
は
中
原
さ
ん
の
専
門
だ
け
れ
ど、
ロ
ジ
ェ
・
カ
イ
ヨ

ワ（一
几一
――→
ー
七
八）
の
『
反
対
称』
が
日
本
で
翻
訳
さ
れ

た
の
は
一
九
七
五
年
で
す
ね
？

斎
藤
さ
ん
は
そ
の
翌
年、

〈
反
対
称〉
の
シ
リ
ー
ズ
を
始
め
る｛
月
8
)。

最
初
は
迫
っ
た

タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
け
れ
ど、

inJ
じ
年
の
東
京
画
廊
の
個
展
で

斎
藤
さ
ん
の
一
九
七
六
年
か
ら
七
八
年
の
問
に
つ
い
て
考

え
て
み
る
と、

私
に
は
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
る。

個
人
的

な
こ
と
で
申
し
訳
な
い
け
れ
ど、

直
に
で
は
な
い
け
れ
ど
斎

藤
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す。

多
摩
美
術
大

学
で
彼
の
教
え
f
だ
っ
た
人
の
結
婚
式
の
時
で、

私
も
招
か

れ
て
行
き
ま
し
た。

そ
の
時
に
斎
藤
さ
ん
は
プ
ラ
ト
ン
の

『
狸
哀』
の
中
に
あ
る
有
名
な
話
を
し
た。

そ
れ
は、

太
古
に
神
が
人
間
を
創
っ
た
時、

人
間
は
完
全

な
球
体
だ
っ
た、

宇
宙
の
完
全
性
に
似
た
よ
う
な
も
の
と
し

て
構
想
さ
れ
た
か
ら
球
体
で
あ
っ
た
と
い
う
話
で
す。

頭
は

そ
の
球
体
か
ら
出
て
い
た
の
で
す
が。

け
れ
ど
も
人
問
が
傲

慢
に
な
っ
た
の
で、

神
が
人
間
を
懲
ら
し
め
る
た
め
に
真
っ

二
つ
に
切
っ
た。

球
体
人
闘
に
は
当
初、

男
ー
男
原
理、

女
ー
女
原
理、

男
—
女
原
理
の一．一
種
類
の
組
み
合
わ
せ
が
あ

り、

そ
れ
を
真
っ
二
つ
に
切
る
と
片
割
れ、

割
符
み
た
い
な

も
の
が
ど
う
し
て
も
自
分
の
半
身
を
恋
う
る
わ
け
で
す。
ガ

ー
ド
ナ
ー
も
反
対
称
の
原
理
に
つ
い
て
記
し
た
際、
一
番
最

後
に
割
符
に
つ
い
て
触
れ
て
お
り、

註
で
プ
ラ
ト
ン
が
こ
の

問
題
を
扱
っ
て
い
る
と
言
及
し
て
い
ま
す。

そ
の
片
割
れ
が

自
分
の
半
身
を
恋
う
る
と
こ
ろ
か
ら
エ
ロ
ス、

愛
の
働
き
が

始
ま
っ
て
い
る
と
い
う、

ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
原
理

の
説
明
に
も
な
っ
て
い
る
面
白
い
話
で
す。

結
婚
式
の
祝
辞
で
す
か
ら、

斎
藤
さ
ん
は
愛
の
い
わ
れ
を

話
し
た
ん
で
す
が、

よ
く
考
え
て
み
る
と、

完
全
だ
っ
た
人
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建
畠

〈
ト
リ

田
在
さ
ん。

一
九
七
六
年
に
は、

ア
イ
ズ〉

〈
反
対
称〉
と
な
る
作
品
を
発
表
し
て
い
る。
「
反
対
称」
と

い
う
作
品
名
を
は
っ
き
り
打
ち
出
し
た
の
は
そ
の
秋、

月
の
東
京
画
廊
の
個
展
で
す。

聞、

七
月
二
六
LJ
の
こ
と
で、

話
を
し
て
い
る。
こ
の
過
程
で
彼
は
恐
ら
く
問
題
を
…
…
プ

ラ
ト
ン
の
正
多
面
体
は
完
全
な
正
多
面
体
で、

な
く
近
い。

田
窪
恭
治（一
九
四
几
生）
で
す
ね。

ま
ず
五
月
に
名
古
屋
の
桜
画
廊
で

と
い
う
変
な
名
称
だ
け
れ
ど
実
質
的
に
は

1
0
 

田
在
の
結
婚
式
は
そ
の
中

そ
の
時
に
斎
藤
さ
ん
は
こ
の

円
球
に
限
り

中
心
点
か
ら
外
接
す
る
円
球
に
全
て
等
距
離
で

あ
る。
こ
れ
は
自
然
界、

物
質
的
な
レ
ヴ
ェ
ル
の
こ
と
だ
か

ら
完
全
で
は
な
い
と
い
う
含
み
を
持
た
せ
て
プ
ラ
ト
ン
は
記

述
し
て
い
る。

そ
れ
が、

斎
藤
さ
ん
が
輿
味
を
持
っ
て
い
る

関
し
て
言
え
ば、

空
問
の
一
望
性
を
破
壊
し
ま
す。
「
読

む
／
見
る」
こ
と
は、

あ
る
種
の
時
間
軸
を
そ
こ
に
yf
ん
で

し
ま
う。

無
時
間
的
な
も
の
と
し
て
成
立
す
る
対
称
性
に
対

し
て、

時
間
軸
を
要
請
す
る
非
対
称
性
(

11

反
対
称）
と
い
う

こ
と
が
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
言
え
る
の
で
は
な
い
か
？

斎
藤

さ
ん
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て、

世
界
観
と
か
根
源
的
な
宇
宙

論
と
は
別
に、

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
体
験
空
閲

の
我
々
に
対
す
る
提
示
の
仕
方
の
中
に
そ
の
よ
う
な
意
味
合

い
を
含
ま
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
氣
が
し
ま
し
た。

ー
斎
藤
さ
ん
は
晩
年、
「
空
間
は
時
間
の
中
に
あ
る」
と

い
う、
一
度
聞
い
た
だ
け
で
は
よ
く
解
ら
な
い
こ
と
を
繰
り

返
し
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た。

そ
の
傍
証
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん。

ー一一
時
か
ら
話
を
始
め
て、
一
度
き
り
で
結
論
が
出
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が、

非
常
に
…
…

中
原

難
し
い
話
に
な
っ
た
ね
え（
笑）。

峯
村

物
理
学
で
押
さ
え
て
く
れ
な
く
ち
ゃ。

中
原

い
や
い
や
：··
：
今、

思
い
出
し
ま
し
た
が、

私
が
昔

苫
い
た
「
余
計
者
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ツ」
に
つ
い
て
お
話
し

し
て
お
き
ま
す。

斎
藤
さ
ん
は
最
初
小
説
家
に
な
り
た
か
っ
た
ん
で
す
ね。

習
作
な
ど
It
rl

い
た
け
れ
ど
も、

ど
う
も
自
分
に
は
文
オ
が
な

い。

そ
こ
は
い
い
ん
で
す
が、

で
は
ど
う
し
て
絵
両
に
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
か、

自
分
で
は
余
り
説
明
さ
れ
た

こ
と
が
な
い。

画
家
の
多
く
の
タ
イ
プ
は
絵
が
好
き
で、

本

峯
村

に
作
品
が
生
ま
れ
た
時、

人
智
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
け

建
畠

性
の
破
れ
を
「
読
む」
あ
る
い
は
「
見
る」

と
い
う
こ
と
に

破
れ
た
片
割
同
上
が
合
体
し
て
空
問
全
体
に
散
乱
す
る
よ
う

全
体
が
同
時
に
一
望
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

対
称

ぷ
か
対
称
性
に
対
す
る
憚
れ
が
あ
っ
た
と
思
う。

対
称
性
が

返
し
に
な
り
ま
す。

対
称
性
が
対
称
性
で
あ
る
た
め
に
は

な
ん
だ
け
れ
ど、

そ
れ
が
持
っ
て
い
る
運
動
性
を
介
し
て
ど

け
で
す
ね。

対
称
性
を
時
間
軸
か
ら
読
む
と、

単
な
る
繰
り

し
て
も
の
を
作
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
「
反
対
称」

対
称
性
は
あ
る
空
間
が
同
時
に
一
望
さ
れ
て
成
立
す
る
わ

み
に
な
っ
て
い
た。

そ
れ
を
甚
底
に
し
な
が
ら
芸
術
活
動
と

人
し
て
鑑
宜
し
て
く
れ
と．‘i-
5

う。

で
も、

斎
藤
さ
ん
は
物
理
学
の
本
な
ど
を
た
く
さ
ん
お
読

彼
は
無
時
間
的
な
も
の
で
は
な
く
て
あ
る
時
問、

時
空
を
導

峯
村

飛
び
過
ぎ
で
す
ね、

は
い。

い
う
こ
と
な
の
か。

結
果
的
に
作
品
を
提
示
す
る、

そ
こ
で

中
原

そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
飛
び
過
ぎ
だ
よ。

ま
す
か
ら。

そ
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は、

ど
う

れ
に
も
引
っ
掛
け
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
か。

と
に
繋
が
っ
て
い
く。

作
品
制
作
に
は
時
間
が
関
わ
っ
て
い

ド
ナ
ー
の
本
に
も
書
か
れ
て
い
て、
〈
ト
リ
ア
イ
ズ〉
は
そ

表
現
に
時
問
軸
を
持
ち
込
み、

そ
れ
が
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
こ

い
の
が、

今
話
題
の

〇

「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ」

そ
の
頃、

ガ
ー

あ
り
ま
し
た。

斎
藤
さ
ん
が
現
実
の
も
の
と
し
て
行
う
空
間

峯
村

言
菜
が
あ
り
ま
す
ね。
一
ュ
ー
ト
ロ
ン
よ
り
も
う一
っ
小
さ

た
こ
と
は、

先
程
の

一
次
元
か
ら
四
次
元
ま
で
の
話
に
も

中
原

誰
の
結
婚
式
？

（
中
性
子）」
と
い
う

た（
笑）。

ま
さ
に
一
九
七
六
年
だ
っ
た。

ち
ょ
っ
と
妙
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た。

時
間
軸
の
問
閣
で

す。

斎
藤
さ
ん
が
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
っ
て
い

の
結
婚
式
は
一
体
何
時
だ
っ
た
か
苦
労
し
て
調
べ
て
み
ま
し

゜

ぷー

問
閣
に
心
を
動
か
さ
れ
て
い
た
時
で
は
な
か
っ
た
か
？

そ

わ
ざ
わ
ざ
そ
の
話
を
し
た
と
い
う
こ
と
は、

ち
ょ
う
ど
こ
の

宇
宙
は
非
対
称
的
で
あ
る
と
い
う
世
界
蜆
に
結
び
つ
い
て
い

て、

そ
れ
は
斎
藤
さ
ん
に
も
興
味
深
い
こ
と
だ
っ
た
と
思

も
の
も
両
方
淋
き
込
ま
れ
て
い
る。

し
か
し、

斎
藤
さ
ん
が

「
反
対
称」
は
対
称
の
破
れ
で
あ
り、

物
理
学
的
に
見
て
も

い
る。

プ
ラ
ト
ン
的
な
重
要
な
観
念
と、

そ
こ
か
ら
外
れ
た

対
称
性
と
反
対
称
的
な
こ
と
の
両
面
を
叶
え
て
く
れ
る
問
題

と
し
て、

彼
が
血
白
く
引
き
受
け
た
理
由
で
は
な
い
で
し
ょ

入

〇

ふ
っ
カ斎

藤
さ
ん
は
こ
の
問
題
と
い
き
な
り
向
き
合
わ
ず、

順
序

を
踏
ん
で
い
ま
す。

最
初
に
関
根
伸
夫
が
命
名
し
た
と
い
う

〈
ト
リ

ア
イ
ズ〉。

樹
木
の'tree'
と·
eyes'
の
目、
「
木
目」

を
引
っ
掛
け
た
作
品
名。

板
に
節
H
み
た
い
な
も
の
が
人
っ

て
い
る
と、

均
質
に
は
な
ら
な
い。

作
品
に
自
然
世
界
の
乱

構
造
が
人
る。

そ
の
面
白
さ
で
や
っ
て
い
る
か
ら、

気
分
と

し
て
は
反
対
称、

対
称
性
の
あ
る
種
の
破
れ
と
し
て
こ
の
名

称
を
採
用
し
た
と
思
い
ま
す。
こ
れ
は
中
原
さ
ん
に
訊
い
て

み
た
い
の
で
す
が、
「
ニ
ュ
ー
ト
ロ
ン

当
に
描
く
こ
と
が
大
好
き
な
の
で
し
ょ
う
が、

斎
藤
さ
ん
は

絵
に
対
し
て
そ
う
い
う
の
め
り
込
み
方
を
し
て
い
な
い。
こ

れ
が、

絵
か
ら
簡
単
に
離
れ
ら
れ
る
ひ
と
つ
の
理
由
だ
っ

た。

私
は
絵
画
に
対
し
て
斎
藤
さ
ん
が
「
余
計
者」
と
し
て

最
初
は
関
係
し
て、

絵
に
興
味
が
あ
る
け
れ
ど
も一
0
0
%

好
き
に
な
れ
な
い
か
ら、
「
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ツ」

と
い
う
言

葉
を
使
っ
た
と
思
い
ま
す。

そ
れ
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が、

ど
う

く
つ
つ
い
て
い
た
の
か
余
り
節
え
て
い
ま
せ
ん
が。

と
こ
ろ
が
先
生
は
そ
の
後、

峯
村
さ
ん
が
練
々
説
明
さ
れ

た
科
学
だ
と
か
カ
イ
ヨ
ワ、

そ
れ
に
プ
ラ
ト
ン
な
ど
も
読
ま

れ
た
と
思
う
け
れ
ど、

文
学
に
は
全
然
関
心
が
な
く
な
っ
た

み
た
い
で
す
ね。

そ
ん
な
関
心
の
あ
り
か
と
作
品
と
…
…
先

程
の
正
多
血
体
の
話
も
そ
う
で、

iE
多
面
体
に
興
味
を
持
つ

美
術
家
は
数
少
な
い
で
す。

圧
多
面
体
に
は
五
種
類
し
か
あ

り
ま
せ
ん。

四
面
体、

六
面
体、

八
面
体、
一
．．
 面
体
と
ニ

0
面
体。

そ
れ
以
上
の
面
を
持
つ
正
多
面
体
は
数
学
上
存
在

し
な
い。

斎
藤
さ
ん
は
そ
の
う
ち
八
面
体
ま
で
し
か
制
作
し

て
い
な
い。も

う
二
つ
作
れ
ば
良
か
っ
た
け
ど。

考
え
て
い
る
こ

と
を
現
実
化
す
る
に
は
面
が
多
く
な
る
と
し占
労
し
ま
す
か
ら

ね。

も
う
こ
こ
ら
で
い
い
だ
ろ
う
と。

制
作
で
雇
っ
た
ア
ル

バ
イ
ト
投
も
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
し。
で
も、

カ
イ

ヨ
ワ
も
苔
い
て
い
る
け
れ
ど
無
機
物
と
し
て
存
任
す
る
正
多

面
体
は
最
初
の一―
づ
ま
で
だ
か
ら。

斎
藤
さ
ん
は
や
っ
ぱ
り

生
き
物
に
は
輿
味
な
か
っ
た
ん
だ
ね。

ーー
こ
こ
い
ら
で
冒
頭
の
話
題
に
戻
り
ま
し
ょ
う。
「
余
計

者」
が
日
本
の
現
代
美
術
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が、

建
畠
さ
ん、
い
か

が
で
す
か。最

初
に
言
っ
た
よ
う
に
私
自
身
に
特
殊
な
立
場、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る。
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
中

に、

あ
る
本
質
的
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
風
に
読
み
替
え
よ

う
と
す
る
バ
イ
ア
ス
が
あ
り
ま
す
か
ら、

斎
藤
さ
ん
の
一
貫

性、

持
続
性、
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
で
あ
り
な
が
ら
の
造
形

表
現
と
し
て
の
完
成
度
の
高
さ
な
ど
が
ど
う
し
て
も
捉
え
に

く
く
な
っ
て
し
ま
う。

私
は
斎
藤
さ
ん
が
「
余
計
者」
だ
と

は
考
え
て
い
な
い
ん
で
す。
ご
自
身
に
は
そ
ん
な
意
識
が
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど。

む
し
ろ
問
題
な
の
は、

斎
藤

さ
ん
の
モ
ラ
ル
を
我
々
が
戦
後
芙
術
の
良
心
と
し
て
抱
え
込

ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
の
方
な
の
で
は
な
い
か。

斎
藤
さ
ん
個

人
と
言
う
よ
り
も、

彼
を
戦
後
美
術
の
椋
埠
原
器
の
よ
う
に

し
て
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
受
容
の
さ
れ
方
に
私
は
少
し
異

を
唱
え
た
い。

斎
藤
さ
ん
を
貶
め
る
心
窮
は
な
い
の
で
す。

今
同
展
買
会
を
見
て
も、

私
は
畏
敬
の
念
を
持
ち
ま
し
た

が、

斎
藤
さ
ん
は
ど
こ
か
本
来
の
芙
術
の
あ
り
よ
う
か
ら
す

る
と、

必
ず
し
も
…
…
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う。

弁
証
法、

と

言
う
と
ま
た
西
洋
の
考
え
力
を
持
ち
出
す
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が、

弁
証
法
的
な
迎
動
と
は
迫
っ
た
と
こ
ろ
に
位

置
し
た
優
れ
た
作
家
で、
ユ
ニ
ー
ク
な
人
で
す
ね。

彼
を
戦

後
美
術
の
良
心
と
し
て
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
時、
「
個
性

う。

今、

索
村
さ
ん
が
言
っ
た
こ
と
が
恐
ら
く
ギ
実
で

っ
て
お
り、

彼
は
喜
劇
作
家
で
す
か
ら
話
を
面
白
く
作
っ
て

緯
が
あ
っ
て
生
ま
れ
た
亘
菜
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
し
ょ

の
言
説
で
は
な
く
て
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
が
語
っ
た
こ
と
に
な

建
畠
〈
反
対
称〉
は
斎
藤
さ
ん
の
中
で、

あ
る
歴
史
的
経

れ
て
い
る。
こ
の
球
体
人
閲
の
話
は、

実
は
70
ラ
ト
ン
自
身

だ
も
の
を
作
る
と
い
う
こ
と
は、

私
に
は
考
え
ら
れ
な
い。

は
な
く、

そ
こ
に
人
間
の
危
な
っ
か
し
い
局
血
が
rt
11

き
込
ま

の
が
働
く。

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
け
れ
ば

ニ
ヒ
ル
に
た

問
が
真
っ一

づ
に
さ
れ
て
お
互
い
を
恋
う
る
と
い
う
だ
け
で

れ
ど
宇
宙
的
な
統一
体
に
繋
が
る
大
き
な
眼
差
み
た
い
な
も

37 
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ま
す。
て
も
「
影」

な
ん
だ
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い

峯
村 そ

う
す
る
と、

妻
有
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
な
ど
野
外
で
展
示

で
も、
〈
反
対
称〉
は
議
論
す
る
ほ
ど
作
品
と
し
て
良
い

か、

と
い
う
点
は
自
信
が
な
い
で
す
ね。

峯
村

私
は
一
言
も、

あ
れ
は
優
れ
て
い
る
と
言
っ
て
は
い

な
い
袴
で
す。

全
く
中
原
さ
ん
の
言
う
通
り
で、

斎
藤
さ
ん

か
ら
「
こ
の
一
点」
は
取
り
出
せ
な
い。

は
っ
き
り
言
う

と、

私
は
建
畠
さ
ん
と
は
違
っ
て
炭
敬
の
念
も
虹
え
な
い

し、

な
か
な
か
の
も
の
だ
と
も
思
え
な
い。

芸
術
の
強
い
神

秘
感
と
い
う
も
の
が
感
じ
ら
れ
な
い。

芸
術
作
品
は
作
ら
れ

て
い
る
構
造
と
か、

あ
る
い
は
そ
の
背
棗
と
い
う
も
の
を
離

れ
て、

ど
う
に
も
説
明
出
来
な
い
神
秘
感
と
い
う
も
の
を
出

せ
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
時
だ
け
人
々
の
心
を
打
つ
も
の
に

な
る
と
私
は
思
っ
て
い
る。

そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
な
い
も

の
で
す
か
ら、
一
応
現
代
美
術
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
は

成
立
す
る
わ
け
で
す
が、

そ
れ
以
上
で
は
な
い。

先
程、

宅
村
さ
ん
が
〈
複
合
体〉
は
白
い
壁
に
対
し
て

「
影」
で
は
な
い
か
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た。

そ
れ
で
は

今
回
の
展
示、

特
に
一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル
の
展
示
に
つ
い
て

バ
ネ
ラ
ー
の
方
々
の
ご
意
見
を
伺
い
た
い
の
で
す
が。
あ
の

よ
う
な
場
所
で
の
展
示
よ
り、

白
い
壁
の
展
示
室
の
方
が
ふ

さ
わ
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か。

峯
村

あ
え
て
斎
藤
先
生
を
擁
護
し
ま
す。

私、

先
程
「
影」
と
言
い
ま
し
た。
だ
か
ら、

あ
れ
は
壁

に
映
る
「
影」
で
は
な
い
ん
で
す。

も
ち
ろ
ん
物
理
的
に
は

高
松
次
郎
が
描
い
た
〈
影〉
と
同
じ
よ
う
に
白
い
壁
11
平
面

を
背
景
に
し
た
「
影」
は
立
体
作
品
の
場
合
で
も
付
い
て
回

り
ま
す。

我
々
が
も
の
を
見
る
時
の
習
伯
と
し
て。

し
か

し、

斎
藤
さ
ん
の
場
合、

あ
れ
が、

あ
の
よ
う
に
し
て
在
る

こ
と
が
「
影」

な
ん
だ
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す。

そ
れ
を
実
際
に
見
る
時
に
は
周
問
が
白
い
ガ
が
「
影」

ら
し
く
感
じ
て
く
れ
る
だ
ろ
う、

と。

だ
か
ら
ど
こ
に
置
い

そ
れ
か
ら、

こ
れ
は
中
原
さ
ん
に
ち
ょ
っ
と
訊
き
た
か
っ

た
ん
だ
け
れ
ど
も、
「
木
と
の
対
話
展」
に
つ
い
て。

あ
れ

は
一
几
七
八
年
の
開
催
で
し
た
ね。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
い
う

も
の
は
刷
辺
か
ら
色
ん
な
影
密
で
は
な
く、

む
し
ろ
そ
れ
を

避
け
よ
う、

と
い
う
邸
識
が
出
る。

中
原
さ
ん
が
企
画
さ
れ

た
あ
の
展
党
会
が
え
ら
く
評
判
に
な
り
ま
し
た
し。

斎
藤
さ
ん
が
ラ
ッ
カ
ー
で
作
品
の
表
血
を
処
刑
し
て
い
る

と
い
っ
て、
〈
反
対
称〉
の
仕
事
は
一
応
木
理
を
見
せ
て
い

ま
し
た。
こ
れ
だ
と、

自
分
が
や
っ
て
い
る
「
影」
と
し
て

の
存
在、

実
は
実
在
物
は
「
影」

な
ん
だ
と
い
う
気
持
は
誤

解
さ
れ
て
し
ま
う、

そ
う
考
え
て
あ
の
展
覧
会
の
後
に
黒
で

や
っ
て
み
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か。
こ
れ
は
ま
あ、

想
倣
で
す
が。

ー
展
示
し
た
者
と
し
て、

多
少
言
い
訳
が
ま
し
く
な
り
ま

す
が、

今
回
の
ポ
ス
タ
ー
で
用
い
た
写
真
が
《
複
合
体一
〇

一
》
が
初
め
て
展
示
さ
れ
た
際、

東
京
都
美
術
館
で
の
展
示

で
す。

あ
の
吹
き
抜
け
の
展
示
室
で
背
景
は
煉
瓦
で、

白
く

な
か
っ
た
ん
で
す。

今
回
の
方
が
ま
だ
白
い
壁
の
部
分
が
多

い
の
で
す
け
れ
ど
も。

さ
れ
た
場
合
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う。

今
回
の
鼎
談
で
は
ず

っ
と
斎
藤
義
屯
の
両
家
と
し
て
の
性
格
が
強
調
さ
れ
ま
し
た

け
れ
ど。

炭
有
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
実
際
に
拝
見
し
た
ん
だ
け

れ
ど
も、

悲
惨
で
し
た。

闘
松
次
郎
さ
ん
に
も
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た

け
れ
ど
も、

斎
藤
さ
ん
に
は
．
種
の
思
考
実
験
み
た
い
な
と

こ
ろ
が
強
い。

部
屋
の
中
で
し
た
ら
壁
が
白
か
ろ
う
が
煤
か

ろ
う
が、

タ
イ
ル
で
あ
ろ
う
が
：
…•
こ
れ
は
極
端
な
言
い
方

に
な
り
ま
す
が、

私
た
ち
見
る
側
も
こ
れ
は
試
験
管
の
中
の

為
市
だ、

実
験
室
の
中
で
見
て
い
る
ん
だ
と
い
う
意
識
で
作

品
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す。

と
こ
ろ
が、

最
近
の
現
代
芙

建
畠

常
識
的
に
な
っ
て
中
し
訳
な
い
の
で
す
が

う
他
な
い
と
思
い
ま
す。

の
発
現
と
し
て
の
美
術」

と
い
う
も
の
が
本
流
か
ら
外
れ

て、

デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た。

単
純
に
は
言

え
な
い
で
す
け
れ
ど。

—ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す。

最
後
に、

現
在
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
の
中
か
ら
お
一
人

一
点
ず
つ
挙
げ
て
下
さ
い。

斎
藤
さ
ん
で
「
こ
の
一
点」
と
言
う
わ
け
に
は
行
か

な
い
の
で
は
な
い
か。
こ
れ
は
人
さ
ま
ざ
ま、
「
あ
あ、

あ

の
作
品」
と
言
え
る
タ
イ
プ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
い
る
け
れ

ど、

斎
藤
さ
ん
の
場
合、

ど
の
時
期
の
ど
ん
な
傾
向
と
は
言

え
る
け
れ
ど。

中
原

一
九
五

そ
れ
で
も
さ
っ
き
か
ら
私
が
話
し
て
い
る
こ
と
は、

ど
ん

な
芸
術
家
で
も
何
か
に
打
ち
込
ん
で
自
分
を
知
的
に
で
も
惜

熱
の
上
で
も
引
き
ず
り
込
ん
で
く
る
も
の
に
向
か
っ
て
何
か

を
や
っ
て
い
る
姿
勢、

そ
れ
は
非
常
に
胸
を
打
た
れ
る。

斎

藤
さ
ん
で．．
 1口
え
ば、

再
制
作
と
い
う
こ
と
ま
で
や
っ
て
昔
の

自
分
の
や
っ
て
い
た
こ
と
の
中
か
ら、

自
分
に
と
っ
て
何
が

や
る
べ
き
こ
と
で
あ
り、

ま
た
語
る
べ
き
こ
と
か、

と
い
う

こ
と
を
探
り
出
し、

そ
れ
を
〈
反
対
称〉
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
強
引
に
持
っ
て
行
き、

そ
の
時
に
プ
ラ
ト
ン
と
接
触
し
て

自
分
の
芸
術
の
「
仕
組
み」
み
た
い
な
も
の
を
強
く
す
る、

人
き
く
す
る
努
力
を
懸
命
に
や
ら
れ
た
と
思
う。

し
か
し、

そ
の
人
き
く
し
た
「
仕
組
み」
と
い
う
も
の
が
斎
藤
さ
ん
独

特
の
謙
虚
さ
と
言
う
か
人
柄
の
良
さ
と
言
う
か、
「
身
を
や

つ
す」

芙
学
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て、

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
で
は

な
く
て
「
影」
と
し
て
何
か
を
出
す
と
い
う
こ
と
が
特
色
と

い
え
ば
特
色
だ
け
れ
ど
も。

斎
藤
さ
ん
自
身
が
「
こ
れ
は
み
ん
な
『
断
片」
で
す
よ」

と
お
っ
し
や
っ
た。
こ
れ
は
屹
で
も
何
で
も
な
く
て、

私
は

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す。

斎
藤
さ
ん
が
狙
っ
た
も
の
は、

も
の
す
ご
く
大
き
な
射
程
と
言
う
か
時
間
の
中
で、

人
問
の

作
っ
た
「
も
の」
は
存
在
と
し
て
適
う
も
の
は
無
い
の
で
は

な
い
か、

そ
ん
な
憾
じ
を
持
っ
て
い
ら
し
た
と
思
う。

そ
う

す
る
と、

ど
れ
か
一
っ
とf.n
う
と
困
っ
て、

ま
あ
全
部
と
言

七
年
の
《
鬼》
と
い
う
こ
と
に
な
る。
こ
れ
は
考
え
よ
う
に

よ
っ
て
は、

こ
れ
ま
で
お
話
し
し
て
い
た
よ
う
に
斎
藤
さ
ん

に
と
っ
て
回
り
道
の
出
発
点
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
作
品
か
も

知
れ
な
い
け
れ
ど、

今
回
改
め
て
見
て、

傑
作
だ
と
思
い
ま
す
ね。

そ
れ
か
ら、

とヽ

私
は
抽
象
絵
画
の

申
し
訳
な
い
け
れ
ど
も
う
一
点
を
挙
げ
る

一
九
八
0
年
の
《
作
品〉。

白
い
木
の
プ
ロ
ッ
ク
の
上

に
果
い
幾
何
学
的
な
か
た
ち
が
乗
せ
ら
れ
て
い
る
作
品。

オ
ブ
ジ
ェ。

だ
か
ら
建
畠
さ
ん
は
い
い
と
思
う
ん
だ
け
ど。

や
っ

ぱ
り
斎
藤
さ
ん
は
自
ら
を
裏
切
っ
た
思
い
ま
す。

建
畠

そ
の
裏
切
っ
た
よ
う
な
不
思
議
な
作
品
が
一
点
あ
る

と
い
う
の
が、

私
に
は
邸ハ
味
深
か
っ
た
で
す
ね。

ー
最
後
に、

質
問
が
あ
れ
ば。

質
問
者

斎
藤
先
生
の
作
品
で、

今
で
も
非
常
に
印
象
深
い

作
品
は、

東
点
画
廊
で
開
か
れ
た
個
展
で
発
表
さ
れ
た
如い
f

の
作
品
で
す。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
じ
を
受
け
ま
し
た。

あ
の

時、

作
品
に
用
い
ら
れ
て
い
た
材
木、

板
で
す
ね
？

板
の

扱
い
が、

ほ
と
ん
ど
板
に
見
え
な
い
位
の
鹿
き
方・
切
り
方・

鋲
の
打
ち
方、

中
に
は
ス
テ
ン
レ
ス
と
組
み
合
わ
せ
た
も
の

も
あ
り
ま
す。

筒
単
に
言
う
と
主
知
主
義
と
い
う
こ
と
に
な

る
ん
で
し
ょ
う
か、

理
性
的
に
「
も
の」

を
構
成
す
る
斎
藤

先
生
の
非
常
に
先
鋭
な
側
血
が
良
く
出
た
作
品
だ
っ
た
と
思

い
ま
す。

術
界
は
画
廊
や
美
術
館
の
中
で
あ
れ、

外
の
現
実
の
空
間
と

同
じ
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
屈
論
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る。

そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
ん
で、

特
定
の
場
所
で
見
る
限

り
で
は
一
種
の
実
験
室
な
ん
で
す。

そ
の
限
り
で
は
斎
藤
さ

ん
の
作
品
は、

そ
れ
な
り
の
「
何
か」

を
感
じ
さ
せ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
が、

あ
の
野
外、

特
に
妻
有
は
か
な
り
開
け
た

場
所
だ
っ
た。

私
は
見
て、
つ
ら
い
思
い
が
し
た。

あ
れ
は

み
じ
め、

あ
ん
な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い。

斎
藤
さ
ん
ご

自
身
も
あ
れ
は
も
う
少
し
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
方
が
良
か
っ

た。

そ
れ
と
主
催
者
が
あ
あ
い
う
所
に
ポ
コ
ン
と
作
品
を
出

す
の
は
良
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か。

私
は
ち
ょ
っ
と
峯
村
さ
ん
と
考
え
が
違
っ
て、

先
程

も
話
題
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど、

こ
の
建
物
の
一
階
に
黒
く

大
き
な
作
品
が
陳
ん
で
い
る
わ
け
で
す
ね。

あ
れ
は、

作
品

と
壁
の
距
離
が
非
常
に
近
い。

し
か
も、

墜
は
一
様
な
材
質

で
は
な
い。

と
こ
ろ
が
妻
布
に
置
い
て
あ
る
斎
藤
さ
ん
の
作
品
の
周
問

に
は
辟七
も
何
も
な
い。

で
す
か
ら
実
際
の
作
品
の
大
き
さ
に

対
し
て
小
さ
く
見
え
る。

そ
の
ボ
よ
り
も
あ
の
野
外
に
没
四

さ
れ
た
作
品
は
黒
が
拮
本
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も、

野
外

彫
刻
と
い
う
こ
と
で
珍
し
く
安
定
性
が
強
過
ぎ
る。

下
に
引

っ
張
る
ポ
ル
が
あ
っ
て、

余
り
ガ
タ
ガ
タ
に
な
ら
な
い
よ
う

な
構
造
と
言
う
か
形
態
を
し
て
い
る。

し
か
し、
こ
の
展
覧

会
場
に
あ
る
斎
藤
さ
ん
の
立
体
作
品
は
全
て
が
安
定
性
を
強

く
感
じ
さ
せ
な
い。

中
原

峯
村
建
畠
峯
村

え
え
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オ
プ
ジ
ェ
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ。
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Symposium: Saito Yoshishige, Seeking his Creative Forms 

(Held on May 24, 2003, at Chiba City Museum of Art) 

Panelists: 

Tatehata Akira (Art critic and professor, Tama Arts University) 

Minemura Toshiaki (Art critic and professor, Tama Arts University) 

Nakahara Yusuke (Art critic) 

Warashina Hideya (Curator, Chiba City Museum of Art) 

This symposium was held in conjunction with the Saito Yoshishige exhibition held at the 

Chiba City Museum of Art. 
Saito Yoshishige (1904-200 I) was one of the artists who was considered a pioneer in the field 

of Japanese contemporary art. This exhibition at the Chiba City Museum of Art was the first retro­

spective held after the artist's death. It displayed 131 works dated from his earliest period through his 

last works. Two of the works included were re-created after his death. As most of Saito's pre-World 

War II works were destroyed in air raid attacks on Tokyo. only one of the displayed works dated from 

the pre-war era 
As a major theme selected from Saito ·s long career, the symposium focused on a group of 

works from the late I 970s. That time pcriod marked the junction upon which Saito's works went 

beyond the stancc of'paintings as physical objects'. From that period onwards Saito began to bring a 

consideration of the painting materials themselves into his works. Under discussion was the Dissym-

111etry series (1976-1980). General interpretation in the past has considered that it was through this 

series that Saito was able to develop towards his Complex series of installations created at broken 

intervals from 1983 through I 996. 
The panelists on this symposium are all leading art critics in Japan. There has yet to be a full­

scale critique or examination of Saito's works. As a result, it was confirmed that it is necessary to 

reconsider our gcncral understanding of Saito as an •'anist who sought to shed his painterly aspect and 

create three dimensional forms." In other words, from either an aesthetics stand point or from the 

constructive proof of the works themselves. it can be suggested that Saito's "three-dimensional" works 

are an extension of the two-dimensional characteristics found in his paintings. 
(Translated by Martha McClintock) 
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反
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絵
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ど
こ
か
で
モ
ダ
ニ
ズ
ム
芸
術
の
規
範
を
免
れ

た
よ
う
な
…
…
し
ば
し
ば
老
荘
を
引
川
さ
れ
た
よ
う
に 、

東

洋
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
が 、

最
終
的

に
は
今
回
の
展
覧
会
で
判
る
通
り
美
術
館
の
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ

ー
プ
の
中
に
阿
収
さ
れ
得
る
作
品
を
制
作
さ
れ
て
い
た
と
思

う
ん
で
す 。

単
純
に
作
品
が
映
え
る
の
は
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー

ブ
だ
と
い
う
気
が
し
ま
す 。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
当
美
術
館
の
展
屁
会
「

斎
藤
義
項

，
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几
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佑
介
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作
家
論
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斎
藤
汲
屯
ー
「

余
計
者
の」
ア

ン
ビ
バ
レ
ン
ツ
ー」r

み
づ
ゑ』
第
六
八
冗
け

．
几
六
二
年
四

H

四
八
ー

五
じ

頁

．
九
じ―― ．
年
に
原
＂者
が
刊
行
さ
れ
た
カ
イ
ヨ
ワ
の
『

反
対
称

右
と
K
の
弁
証
法』
の
邦
訳（
沢ょ
塚
的
幹
夫

思
索
社
刊）
は

じ
六
年一

芸月 ．
五
日
だ
っ
た 。
斎
藤
が
〈
反
対
称〉
の
先
駆
と

な
っ
た
〈
ト
リ

ア
イ
ズ〉
の
連
作
を
名
ト
11

柑
の
桜
両
廊
で
発

表
し
た
の
は
同
年
万
月―
二
［

三
．

n
に
開
催
さ
れ
た
個
展
に

お
い
て
で
あ
る 。

本
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
の
出
席
者
で
あ
る
中
原
佑
介
氏
に
よ
れ
ば

邦
成
の
刊
行
以
前
か
ら
カ
イ
ヨ
ワ
の
こ
の＂
者
Kは
は
日
本
国
内
で

も
知
ら
れ
て
い
た
と
の
こ
と
な
の
で 、

斎
藤
も
邦
訳
刊
行
以
前

に
お
お
よ
そ
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
不
QJ

能
で
は
な
い

た
だ
し 、

単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
以
前 、

カ
イ
ヨ
ワ
の
思
索
が
ど
の
程
度
紹
介
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て

頂
者
は
現
在
木
凋
在）

現
在
は
祈
版
と
し
て
左
記
の
翻
択
が
人
F
L
や
す
い 。

マ
ー

テ
ィ
ン
・

ガ
ー
ド
ナ
ー（

祈）

坪
井
忠， ．、

藤
井
昭
彦 、

小

島
弘（
沢）『
新
版

自
然
界
に
お
け
る
左
と
右』
紀
伊
國
屋
万
店

．
九
九
二
年
丘
月一
日（
原
箸
一
九
九
0)

訳
者
の
ひ
と
り
藤
井
昭
彦
に
よ
れ
ば 、
ガ
ー
ド
ナ
ー

の
原
花

第 ．
版
は
一
几」ハ
四
作 。
最
初
の
翻
訳
は
ヒ
1
年
に
紀
伊
國
尻

内
店
か
ら
刊
行
さ
れ 、
二
三
刷
を
収
ね
た
と
い
う 。

展」
（
二
0
0 ·―

在＇
万
月
一

ヒ
U
I

六
月一

．
九
日）
に
あ
わ
せ

て
開
催
さ
れ
た 。

本
誌
掲
載
に
あ
た
っ
て 、

管
耕
な
ら
び
に
註
記
は
煤
科
が

行
い 、

出
廂
さ
れ
た
各
氏
に
ご
確
認
を
お
願
い
し
た 。
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蕩 f

A
.

《
四
季
風
俗
図
巻
》

京
都
の
浮
世
絵
師
西
川
祐
信
（
一
」
ハ
じ
―

|
―

し
五
0)

は、

初
期
上
方
浮
世
絵
の
第
一

人
者
と
し
て
位
四
づ
け
ら

れ、

肉
筆
両
お
よ
び
膨
大
な
作
両
屈
を
誇
る
絵
本
の
分
野
で

活
躍
し
た。

西
川
家
は
阪
者
の
家
系
で、

そ
の一
1
男
と
し
て

生
ま
れ
た
祐
侶
は、

西
園
寺
致
季
に
仕
え
て
右
京
の
号
を
賜

っ
た
と
い
う
地
位
も
あ
る
絵
師
で
あ
っ
た。

画
は
狩
野
永
納

（
一

六．―
：

I
几
ヒ）、

ま
た
土
佐
光
佑
に
師
事
し
た
と
い
わ

れ、

正
統
的
な
作
圃
技
法
を
基
礎
に
し
て、

様
々
な
当
世
風

俗
を
描
い
て
人
気
を
柑
た。

没
後
に
は
絵
本
を
通
じ
て
江
戸

で
も
人
気
が
高
ま
り、

鈴
木
仔
信
（
一

七
二
几
？
ー
七
0)
を

は
じ
め
と
す
る
人
気
絵
師
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
祐
伯
絵
本
か
ら

の
図
柄
を
用
い
て
作
両
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り、

浮
世

絵
芙
人
画
の
図
柄
を
多
様
化
し、

加
え
て
江
戸
浮
世
絵
を
優

美
な
画
風
へ
と
導
い
た
功
紐
に
お
い
て
も
揺
く
評
価
さ
れ

る。と
し
て
は
珍
し
い
絵
巻
形
式
の
俊
れ
た
肉
筆
両
作
品
で
あ

り、

こ
れ
ま
で
に
存
在
を
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か

ら、

本
け
に
お
い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た。

本
を
含
め
て
も、

享
保
（
l

七
一

六
ー
三
六）
中
期
以
降
は
画

風
も
安
定
し
て
あ
ま
り
変
化
が
な
い
た
め、

制
作
年
代
を
絞

り
込
む
こ
と
は
難
し
い
。

様
式
の
定
ま
っ
た
そ
の
画
風
か

ら、

現
時
点
で
は
活
躍
期
の
中
心
で
あ
っ
た
享
保
後
期
頃
と

だ
け
し
て
お
き
た
い
。

作
品
の
主
阻

本
絵
巻
は、

春
夏
秋
冬
の
大
人
の
楽
し
み
を
展
開
さ
せ
た

も
の
で、

特
に
災
席
に
焦
点
を
当
て
た
主
題
傾
向
に
特
徴
が

あ
る。

特
定
の
場
所
を
示
す
よ
う
な
も
の
は
描
か
れ
ず、
一

般
化
さ
れ
た
四
季
風
俗
主
題
と
言
え
る
が、

川
に
床
を
出
し

昨
年
度
升
館
で
収
集
し
た
《
四
季
風
俗
悩
巻
》

は、

祐
信

所
蔵
＂血
紹
介

西
川
祐
信

作
品
の
概
吸

紙
本
必
色
―

巻
の
絵
巻
物
で、

サ
イ
ズ
は一
1-―i
.
o
x
六

―
一
じ
•

Ii
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る。

巻
頭
に
「
文
華
堂」

の
白
文
長
方
印、

巻
木
に
「
西
川
右
京
祐
信
筆
L

の
署
名

と、
「
西
川
氏」

の
朱
文
方
印
お
よ
び
「
祐
信
闘
之」

の
白

文
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る。

江
戸
時
代
ら
し
い
古
び
の
あ
る

本
絵
巻
を
収
め
た
箱
の
表
に
は
「
大
和
納
四
季
遊
巻
物

西

川
右，
11ふ
管」

と、

祐
桐
に
よ
く
似
た
窄
跡
で
掲
害
が
あ
る

が、

本
人
の
筆
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
を

要
す
る。

祐
伝
の
肉
惰
両
は
少
な
く
な
い
が、

絵
巻
物
の
作
品
に
つ

い
て
は
春
画
を
除
い
て、

近
年
確
認
さ
れ
た
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
に
所
蔵
さ
れ
る
《
四
季
風
俗
図
巻
》

の
一

点
が
知
ら
れ
る

の
み
で
あ
り、

人
変
希
少
な
作
品
と
い
う
こ
と
が
で
き
る。

画
面
に
折
れ
が
日
立
つ
と
い
う
欠
点
（
平
成
一

六
年
度
修
理

予
定）
は
あ
る
も
の
の、

特
に
両
面
を
修
復
し
た
痕
跡
は
な

く、

補
布
も
認
め
ら
れ
な
い
。

色
の
変
色
も
少
な
く
美
し

く、

描
か
れ
た
当
初
の
様
子
を
よ
く
伝
え
て
い
る
と
い
う
点

で
も
推
奨
さ
れ
る
作
品
で
あ
る。

祐
伯
に
は
制
作
年
の
記
さ

れ
る
肉
窄
画
作
品
は
ほ
と
ん
ど
な
く、

出
版
年
の
明
確
な
絵

て
の
夏
の
納
涼
な
ど
の
光
景
は、

四
条
河
原
の
夕
涼
み
な
ど

を
防
彿
と
さ
せ、

や
は
り
京
都
の
絵
師
ら
し
い
題
材
と
い
え

る。

絵
本
の
制
作
に
長
け
た
絵
師
ら
し
く、

細
や
か
に
風
俗

を
描
き
出
し、

ま
た
構
成
・

展
開
に
つ
い
て
も
絵
巻
の
特
質

を
よ
く
理
解
し
た
巧
み
な
も
の
で、

鑑
費
者
を
飽
き
さ
せ
る

こ
と
が
な
い
。

お
よ
そ
十
画
面
に
分
け
ら
れ
る
内
容
と
展
開
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る。

一
、

花
見
の
支
度

桜
満
開
の
春、

巻
頭
は
気
の
日r
い
花
見
の
武
家
の
一

行

が、

ま
だ
準
備
の
終
わ
ら
ぬ
茶
店
に
入
ろ
う
と
す
る
場
面
で

は
じ
ま
る。

後
方
の
桜
樹
の
下
で
は
下
男
た
ち
が
花
見
の
宴

の
た
め
に
酒
を
漏
め
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
で
あ
る。

し
ゃ

が
ん
だ
男
性
は、

重
箱
や
酒
器
を
収
納
し、

炭
を
入
れ
て
洒

を
温
め
る
こ
と
も
で
き
る
行
楽
用
の
茶
弁
当
を
前
に
し
て、

畑
の
準
備
を
し
て
い
る
様
子
で
あ
り、

傍
ら
の
酒
格
を
持
っ

て
立
つ
男
性
の
方
に
向
い
て
い
る。

^
-
、

花
見
の
宴

帳
硲
を
め
ぐ
ら
せ
た
中
は
花
見
の
宴
で、

隙
問
か
ら
覗
く

二
人
連
れ
が
い
る。

三
味
線
や
唄
に
合
わ
せ
て
舞
が
披
露
さ

れ、

す
で
に
酒
の
ま
わ
っ
た
よ
う
な
男
性
が
こ
れ
に
見
と
れ

て
い
る。

盃
を
片
手
に
話
の
弾
む
様
子
も
描
か
れ、

ま
さ
に

変
も
た
け
な
わ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る。

後
方
に
は
花
見

道
具
の
箱
と
風
呂
敷
a
み、

宴
席
の
男
達
の
刀
が
置
か
れ
て

い
る。

帳
篠
を
め
く
り
上
げ
て
外
を
通
り
か
か
る
娘
た
ち
を

に
つ
い
て

/
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見
て
輿
味
消
々
の
男
性
た
ち
も
い
る 。

二 、

魚
捕
り

柳
が
夏
を
告
げ 、

場
血
は
川
に
入
っ
て
魚
を
捕
る
男
性
達

の
姿
に
な
る 。

二
人
が
魚
を
追
い 、
一
人
が
網
で
待
ち
受
け

る 。

岸
で
は
糸
を一一
本
垂
ら
し
た
釣
竿
を
持
つ
少
年
が
い

て 、

女
性
た
ち
は
収
穫
さ
れ
た
魚
を
覗
い
て
い
る 。

右
方
に

は
沿
物
を
少
し
は
だ
け
て
料
さ
を
し
の
ぎ
な
が
ら
魚
を
焼
く

女
性
が
い
る 。

柳
の
木
の
下
に
洒
樽 、

縁
台
に
は
洒
器
の
川

意
が
あ
り 、

や
が
て
魚
は
洒
の
つ
ま
み
と
し
て
食
さ
れ
る
も

の
と
理
解
さ
れ
る 。

同
じ
縁
台
に
は
脱
ぎ
附
か
れ
た
黒
羽
織

と
刀
が一
本
置
か
れ
て
い
る 。

四 、

納
涼
の
宴

川
に
床
を
出
し
た
宴
府
で
は 、

拳
を
し
て
遊
ん
だ
り 、

女

性
に
洒
を
強
い
る
男
性
が
い
た
り
と 、

洒
も
ま
わ
っ
て
賑
や

か
な
様
f
で
あ
る 。

灯
籠
も
立
て
ら
れ 、

夜
ま
で
哀
を
楽
し

む
も
の
で
あ
ろ
う 。

川
を
臨
む
座
敷
内
で
の
別
の
変
料
が
吹

抜
屈
台
法
に
よ
る
構
図
で
描
き
出
さ
れ
て
い
る 。

酪
釘
し
て

裂
そ
べ
る
男 、

琴
と
三
味
線
の
音
に
耳
を
か
た
む
け
な
が

ら 、

川
の
数
を
眺
め
る
男
女
の
姿 、

追
加
の
酒
を
人
れ
る
た

め
か
席
を
立
つ
女
性
の
姿
な
ど
が
あ
る 。

短
冊
を
な
び
か
せ

る
風
鈴
が 、

川
面
を
渡
る
涼
風
を
感
じ
さ
せ
る 。

五 、

孟
蘭
盆
の
踊
り

旧
暦
の
ヒ
月 、

秋
の
行
市
が
孟
曲
盆
会
で
あ
る 。

切
子
灯

籠
が
削
下
に
吊
る
さ
れ
た
屈
敷
の
庭
で
は 、

男
女
が
輪
に
な

っ
て
盆
踊
り
に
囲
じ
て
い
る 。

座
敷
の
方
は
盆
踊
り
を
見
物

吋
娯
色
を
楽
し
み
な
が
ら
の
哀
腐
で 、

盃
を
持
つ
男
性
は

女
性
に
手
を
つ
か
ま
れ
耳
を
ひ
っ
ば
ら
れ
て
い
る
と
い
う
状

態 。

そ
の
盃
に
娘
が
酒
を
注
ご
う
と
し
て
い
る 。

追
加
の
洒

を
手
を
叩
い
て
頼
む
者
も
い
て 、

酒
の
楽
し
み
も
最
悩
潮
と

見
え
る 。

縁
側
に
は
雷
で
作
っ
た
古m
士
山
を
盆
に
の
せ
て
示

ト 、

齊
見
の
哀

笑
う
様
f
で
あ
る 。

酒
を
温
め
て
い
る
ら
し
い
娘
は
な
に
や
ら
話
し
か
け
ら
れ
て

れ
た
器
を
傍
ら
に
四
い
て
い
る 。

後
力
の
矩
辟
で
は
黒
い
着

物
の
客
が
裏
座
敷
の
使
川
人
た
ち
に
加
わ
っ
た
も
の
か 、

お

右
の
男
は
鴨
を
洗
っ
て
お
り 、

少
し
後
ろ
の
男
は
貝
が
盛
ら

が
調
理
を
し
て
い
る 。

ま
な
板
の
上
で
は
鯛
が
さ
ば
か
れ

‘^ 
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ち
が
雪
合
戦
に
興
じ
て
い
る 。

ボ
ス
ト
ン
芙
術
館
本
と
の
比
較
と
本
作
品
の
特
徴

先
に
挙
げ
た
も
う
一
点
の
絵
巻
物
作
品 、

ボ
ス
ト
ン
美
術

飽
ビ
ゲ
ロ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
の
《
四
季
風
俗
図
巻》

（
以
下 、

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
本
を
ボ
ス
ト
ン
本 、

当
館

所
蔵
本
を
千
葉
本
と
い
う）
は 、

千
葉
本
よ
り
一
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
短
く 、

ニ― ．
．

 六
X
五
四
五
・

ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で

あ
る 。
『

ボ
ス
ト
ン
美
術
館

年

講
談
社）
の
テ
ィ

モ
シ
ー・
ク
ラ
ー
ク
氏
の
解
説
に
詳
し

い
が 、

内
容
は 、

．

武
家
困
敷
の
正
月
風
景 、

二
花
見
の

灯ム ‘
1

二
田
園
へ
の
行
楽 、

四
夕
涼
み 、

几
七
夕 、

六
月
見 、

七
百
物
語 、

八
雪
の
庭 、

と
い
う
舶
で
展
開
す
る
C

人
物
は

千
葉
本
よ
り
人
き
く

描
か
れ 、

二
番
H
の
「

花
見
の
哀」

の

五
人
が
一

場
面
の
最
も
多
い
登
場
人
数
で 、

千
莱
本
よ
り
人

物
の
数
を
絞
っ
た
ボ
ス
ト
ン
本
は 、

女
性
が
中
心
で
あ
る
こ

と
な
ど 、

構
図
や
内
容
に
理
想
化
さ
れ
た
部
分
も
多
く 、

芙

人
画
作
品
的
な
性
格
を
備
え
た
作
品
と
い
え
る 。

そ
れ
に
対
し
て
千
葉
本
は
よ
り
現
実
に
近
い
生
活
風
俗
描

写
に
比
直
が
あ
り 、

ボ
ス
ト
ン
本
の
よ
う
に
女
性
に
片
寄
っ

て
描
か
れ
る
こ
と
も
な
い 。

緻
密
に
描
き
込
ま
れ
た
小
道
日パ

な
ど
生
活
感
あ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
も
多
く 、

そ
れ
だ
け
に
ボ
ス

ト
ン
本
よ
り
細
部
を
鑑
宜
す
る
楽
し
み
が
増
さ
れ
て
い
る
よ

肉
筆
浮
世
絵
11』（
二
0
0
0

し
な
が
ら
の
哀
の
よ
う
で 、

同
扇
を
持
っ
た
女
性
た
ち
も
簾

越
し
に
こ
れ
を
眺
め
て
い
る 。

六 、

月
見

落
雁
の
夕
容
れ 、

山
の
上

に
上
っ
た
中
秋
の
名
月
を
め
で

る
人
々 。

酒
や
肴
が
翌
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が 、

た
だ
の
宴

と
い
う
わ
け
で
は
な
く 、

各
自
に
硯
箱
が
置
か
れ 、

名
月
に

寄
せ
た
歌
を
詠
む
べ
く
思
案
中
の
よ
う
で
あ
る 。

七 、

紅
薬
狩
の
宴

鰻
稲
を
張
り 、

紅
菜
の
美
し
さ
を
楽
し
み
な
が
ら
の
宴
で

あ
る 。

よ
く
知
ら
れ
た
『

和
漢
朗
詠
集』

の
「

林
問
媛
酒
焼

紅
葉」

の
と
お
り
の
風
俯
で 、

紅
葉
を
焚
い
て
枝
か
ら
吊
る

し
て
い
る
剃
髪
の
男
性
が
い
る 。

こ
の
絵
巻
の
最
終
部
と
な

る
屋
敷
の
庭
で
は 、

大
き
く
丸
め
ら
れ
た
雪
下
の
前
で
娘
た

し
た
鉄
瓶
で
洒
を
温
め
て
い
る 。

不皿
を
持
つ
男
性
ら
の
視
線

は 、

次
の
茸
狩
り
の
両
面
の
女
性
の
視
線
に
呼
応
さ
せ 、

画

面
の
連
続
性
を
円
滑
な
も
の
に
し
て
い
る 。

八 、

茸
狩

す
す
き 、

萩
と
い
っ
た
秋
草
の
茂
る
山
間
の
谷
問
の
斜
面

で 、

茸
を
採
っ
て
い
る
男
女
の
一

行
を
描
く 。

二
本
染
な
の

で
武
七
と
見
え
る
が 、

収
穫
し
た
大
き
な
茸
を
誇
ら
し
げ
に

掲
げ
て 、

平
地
で
待
つ
娘
た
ち
に
見
せ
て
い
る 。

几 、

裳
会
の
支
度

屋
敷
の
外
に
は
白
梅
が
咲
い
て
お
り 、

季
節
の
変
化
を
知

る 。

吹
抜
屋
台
法
で
見
通
さ
れ
る
台
所
に
は 、

二
人
の
男
性

う
で
も
あ
る 。

佑
倍
は 、

活
動
の
中
心
と
な
っ
た
絵
本
の
分
野
に
お
い

て 、
『

絵
本
常
盤
卓」（
享
保
十
任
年，
一
じ一—1

0)

な
ど
の
人

本
で
は
ポ
ス
ト
ン
本
の
よ
う
な
傾
向
を
示
す
絵
を 、

半
紙
本

に
お
い
て
は
千
葉
本
の
よ
う
な
生
活
風
俗
的
領
向
を
示
す
絵

を
描
く
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
も
想
起
さ
れ
る 。

全
体
の
作

画
凪
の
中
で
は 、

後
者
の
よ
う
な
傾
向
の
絵
が
多
い
と ー．”-ロ

え 、

絵
本
の
分
野
で
膨
大
な
場
面
数
を
数
え
る
生
活
風
俗
を

手
が
け
て
き
た
祐
伯
ら
し
い
描
ゲ久
が 、

特
に
魅
力
的
に
発
揮

さ
れ
て
い
る
の
が
千
菜
本
と
言
え
る
で
あ
ろ
う 。

描
法
と
彩
色

千
葉
本
の
魅
力
を
妍
し
て
い
る
の
は 、

そ
の
緻
密
な
描
写

と
ヒ

質
な
絵
具
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
彩
色
の
美
し
さ
で
あ

る 。

箪
の
勢
い
は
穏
や
か
で 、

繊
細
に
線
を
引
き 、

r｛心哄
に

彩
色
を
施
し
て
い
く 。

伝
統
的
な
小
画
の
描
法
に
比
較
的
忠

実
で 、

保
守
的
で
様
式
的
に
過
ぎ
る
感
党
も
あ
る
が 、

巧
み

な
描
↑J
力
と
構
成 、

色
彩
の
華
や
か
さ
に
惹
き
つ
け
ら
れ

ろ
く
し
ょ

う

る 。

特
に
金
・

銀
泥
の
使
用
が
目
立
ち 、

群
丙 、

緑
青
と
い

っ
た
岩
絵
具
を
含
め
た
色
味
の
よ
い
絵
具
の
彩
色
は 、

飯
華

で
鮮
や
か
で
あ
る 。

裕
福
な
人
物
に
よ
る
注
文
に
応
じ
て
制

作
す
る
と
い
う 、

恵
ま
れ
た
閑
境
の
も
と
に
制
作
さ
れ
た
こ

と
も
想
像
さ
れ
る 。

優
れ
た
祐
信
の
肉
筆
画
作
品
に
共
通
す
る
質
感
の
表
現
へ

の
こ
だ
わ
り
も
格
別
で
あ
る 。

例
え
ば
ほ
と
ん
ど
の
女
性
が

・マ
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Introduction of a Work in the Collection 

Regarding Nishikawa Sukenobu's Handscroll of Four
Seasons of Genre Scenes 

Tanabe Masako 

Nishikawa Sukenobu (1671-1750) is considered the premier artist of the early period Kamigata 
ukiyo-e master, and he is known to have created ukiyo-e paintings along with a massive oeuvre of 
illustrated books. The Ha11dscrol/ o

f 

Four Seasons of Genre Scenes was acquired by the Chiba City 
Museum of Art in fiscal year 2002, and is a rare example of Sukenobu working in the handscroll 
painting format. While there are many examples of paintings by Sukenobu, with the exception of 
shu11ga works, only one other handscroll painting by Sukenobu is known, namely the recently con­
firmed example in the Museum of Fine Arts. Boston、 the Handscro/1 of Four Seasons of Genre Scenes. 

The handscroll in the Chiba collection develops its imagery of adult pleasures across the four
seasons of spring, summer. autumn, and winter, with the focal element being a banquet gathering. By
contrast, the Boston handscroll focuses on a more biji11-ga element with its attention to the women in
the scenes. Thus we can sec that the Chiba painting is much more involved in the depiction of the 
genre aspects of everyday lives. The detailed depiction and the superior grade of painting materials 
used further increase the fascination of the beautiful colors used in the work, while the brushwork 
overall follows traditional styles. This paper introduces the development of the subject matter of the 
work while also considering Sukenobu's painting brushwork styles. 

(Translated by Martha McCl intock) 

髪
に
挿
し
て
い
る
鼈
甲
の
櫛
に
も
つ
や
を
出
す
処
理
が
成
さ

れ
て
い
る
し 、

肌
に
は
丁
寧
に
赤
み
を
入
れ
て
温
か
み
と
立

体
感
を
出
し
た
り 、

度
の
毛
や
着
物
の
模
様
に
は
し
ば
し
ば

つ
や
県
を
施
し
て 、

つ
や
の
あ
る
傾
感
や
立
体
感
を
出
し
て

い
る 。

箱
や
fl
の
鞘
か
ら
酒
器
の
蓋
の
取
っ
手
に
至
る
ま

で 、

実
際
の
材
質
に
黒
漆
が
想
定
さ
れ
る
所
に
も
細
か
く
つ

や
沿
を
施
し
て
い
る 。

金
銀
泥
は
実
際
の
物
の
色
と
は
別
に
装
飾
的
な
使
わ
れ
jJ

を
す
る

．
方
で 、

金
屈
の
質
感
を
出
す
た
め
に
彩
色
さ
れ
た

り 、

そ
の
光
を
利
用
し
て
木
の
幹
な
ど
を
立
体
的
に
見
せ
る

た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る 。

ま
た
伝
統
的
な
描
き
方
の
i
つ

で
あ
る
が 、

衣
紋
線
と
着
物
の
輪
郭
線
に
陰
を
つ
け 、

さ
ら

に
金
泥
の
線
を
重
ね
て
い
る 。

こ
れ
ほ
ど
丁
寧
に
金
泥
線
を

施
す
こ
と
は 、

当
時
の
江
戸
の
肉
筆
画
で
頻
繁
に
目
に
す
る

こ
と
で
は
な
い 。

巖
華
さ
を
確
認
す
る
と
同
時
に
狩
野
派
・

上
佐
派
を
通
じ
て
身
に
つ
け
た
伝
統
技
法
に
対
す
る
祐
信
の

保
守
性
に
も
気
付
く
点
で
あ
る 。

祐
信
が
著
し
た
両
論
で
あ
る
「

画
法
彩
色
法」（『
絵
本
倭

比
巾』

第
十
巻

究
保
二
年・
一
七
四―-)
は 、

形
式
的
な
理

論
も
目
立
つ
も
の
の 、

以
上
に
挙
げ
た
千
葉
本
の
い
く
つ
か

の
特
徴
を
裏
付
け
る 。
「

占
法
を
守
る
事」

で
は 、

物
を
よ

く
写
す
と
は
言
っ
て
も
「

生」

に
ば
か
り
片
寄
れ
ば
絵
は
俗

な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
り 、

昔
か
ら
の
両
法
を
考

え
て
「

生」

に
片
脊
っ
て
画
法
を
乱
す
こ
と
は
よ
く
な
い
こ

と
だ
と
説
く 。

生
活
風
俗
と
い
う
主
題
を
選
び 、

ま
た
質
感

こ
。

t 控
え 、

古
法
に
そ
っ
た
描
写
を
す
る
こ
と
で
快
い
絵
画
が
成

立
す
る
と
い
う
の
が 、

基
本
的
な
祐
信
の
作
画
姿
勢
で
あ
っ

ま
た
「

大
画
小
画
差
異
之
市」

で
は 、

大
き
な
絵
で
は
第

の
勢
い
が
第一
で
あ
る
が 、

小
さ
い
絵
で
は
筆
法
を
や
わ
ら

か
く
し
て
軽
く

描
く
べ
き
で 、

強
く

描
く
と
「

絵
様」

が
い

や
し
く
な
っ
て
必
ず
見
飽
き
る
も
の
で
あ
る
と
い
う 。

確
か

に
祐
信
の
肉
筆
画
の
中
で
も
掛
軸
形
式
で
一
人
立
ち
の
女
性

を
描
い
た
作
品
で
は 、

墨
線
を
殊
更
に
は
ね
上
げ
た
り 、

意

識
的
に
窄
勢
を
表
現
し
て
い
る 。

千
葉
本
の
よ
う
な
絵
巻
物

と
い
う
小
画
面
の
中
で 、

む
し
ろ
布
の
肥
痩
を
避
け
た
線
を

引
き
続
け
て
い
る
の
は 、

こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
で
あ
り 、

そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
愛
玩
さ
れ
る
べ
き
作
品
と
な
る
の
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。

同
内
の
中
で
は
絵
具
の
質
や
伝
統
描
法
に
つ
い
て
も
実
質

的
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
が 、

祐
倍
の
肉
布
画
制
作
に
つ
い
て

H
指
す
と
こ
ろ
の
高
さ
は 、

浮
世
絵
師
と
し
て
は
異
例
な
ほ

ど
と
思
え
る 。

浮
世
絵
は 、

当
時
の
成
都
に
お
い
て
は
ま
だ

認
識
の
新
し
い
分
野
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が 、

そ
の
新
し
い

絵
画
の
流
れ
の
筆
頭
に
あ
り
な
が
ら 、
一
方
で
伝
統
を
直
ん

じ
て
画
風
に
正
当
性
を
強
く
求
め
た
祐
い
の
気
概
が 、

本
作

品
の
中
に
も
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ

゜

スー に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
も 、

生
々
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
を
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四
月一 ．
七
17（
土

「
浮
但
絵
風
景
画
の
魅
ル」

講
師
�
小
林
忠
（
千
葉
市
美
術
館
館

-. 

講
油
会
等（
九
件）

布
浮
世
絵
の
稀
少
作
な
ど
ー」

- t
月
七
日
ー

ニ
月一 ．
九
LI

を
は
じ
め
と
す
る
十 ．
人
の
作
家
た
ち」

「
新
収
蔵
作
品
展
ー

棟
方
志
功
ら
近
代
版
両
の
名
作 、
肉

ニ
H
七
11
ー

ニ
月
二
九
IJ

「
逝
き
し
芸
術
家
を
偲
ん
で
ー

勅
使
河
原
宏 、
行
林
柄

じ
月
八
H
I

八
月 ．
O
R

几
月·1
0
日
1―

一
月
二
四
IJ

人•
も
の•
H
然
ー」

七
月
八
日
1

几
月
l

五
日

「
第
三
五
回eeluL
念

(-
)

企
画
展（
六
件）

屎
覧
会

平
成
十
五
年
度

四
月
八
日
ー

五
月一

ご日

五
月一
七
IJ
I

六
月
二
九
日

八
月一
九
LI

几
月q一
八
日

.
0
月―
-
U
|-

一
月
二
四
H

．

．

 

―
-

J
ニ
LI
ー

ニ
月

Fl

.
1
月
六
日
1 .-i

月一

パ
LI

「
斎
藤
義
爪
展」

「
人
原
美
術
館
所
蔵
名
品
展」

「
天
消
rli
芸
術
博
物
館
展」

「
ダ
ン
・
グ
レ
ア
ム
に
よ
る
ダ
ン
・
グ
レ
ア
ム」

「
千
菜
美
術
散
歩

千
葉
市
民
芙
術
展
覧
会」

( .-)

所
蔵
品
を
中
心
と
し
た
テ
—

マ
展（
六
件）

四
月
五
u
ー

五
月t
-
11

「
時
を
め
ぐ
る
／
時
は
め
ぐ
る
ア
ー
ト
の
刻
む
時」

「
2
0
0
3
年
ア
ー
ト

の
旅」

「
夢 ．一
・

深
水
と
大
花
の
女
た
ち」

「
ホ
ノ
ル
ル
又
術
館
所
蔵

浮
枇
絵
風
娯
圃
名
品
展」

千
葉
市
美
術
館
の
活
動

―
―-
J
六
日（
土

-
0
月一
八
日（
七

九
月一
｝―-
日（
土）

八
月1-
O
IJ（
土）

五
月
二
四
u（
土）

一
月
二
五
日（
日）

．一
月一
u（
日）

．
二
月
二
O
H（
土）

長
・

学
習
院
大
学
教
授）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「

斎
籐
義
屯 、

そ
の
沿
形
を
索
め
て」

講
師
�
中

原
佑
介（
芙
循
評
論
家） 、

糸
村
敏
明（
美
術
評
論
家・
多
摩
美
術
人

学
教
授） 、

建
品
哲（
美
術
評
論
家
・

多
序
芙
術
火
学
教
授）

「
伝
統
と
革
新
ー

大
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
見
る
西
洋
と
日
本

講
師：
小
川
裕
充
（
東
京
大
学

「
大
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
魅
力

個
人
的
な
回
想
か
ら
ー」

講

師
＂
小
林
忠（
千
葉
市
芙
術
館
館
長
・

学
習
院
大
学
教
授）

「
天
津
市
芸
術
博
物
館
の
絵
画」

教
授）

ダ
ン・
グ
レ
ア
ム
講
油
会

端
芸
術
表
現
科
教
授）

対
談
「

ダ
ン
・
グ
レ
ア
ム
と
ア
ン
ダ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド

音
楽」

佐
々

木
牧（
音
楽
評
論
家・
H
E
A
D
z
代
表） 、

野
々
村
文
宏（
和
光
大

学
専
任
講
師）

対
談
「

ダ
ン
・

グ
レ
ア
ム 、
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン 、
..

 0
世
紀
建
築」

五
卜

嵐
太
郎（
中
部
人
学
講
師・
建
築
評
論
家） 、

野
々
村
文
宏（
和

光
大
学
専
任
講
師）

千
葉
市
民
芙
術
展
覧
会
特
別
講
淡
会
「

浮
世
絵
の一
1
形
態
ー

肉

第・
版
画・
版
本
ー」

講
師

ふ区
野
秀
剛（
千
葉
市
美
術
館
学
芸
課

長）

＊
千
菜
市
美
術
協
会、エ
催

通
訳：
木
幡
相
枝（
束
京
芸
術
大
学
先

講
師
�
高
階
秀
爾（
大
原
芙
術
館
館
長）
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＊
今
年
度
四
月 、
「

千
葉
市
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会」
と
し
て
発
足

九
人（
女
性 ｛
四 、
男
性
五

(-
)

図
録
の
出
版

r
ホ
ノ
ル
ル
必
術
館
所
蔵

浮
世
絵
風
疑
画
名
品
展』

七 、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

八 、

図
録
等
の
出
版

さ
や
堂
ホ
ー

ル

「
逝
き
し
芸
術
家
を
偲
ん
で」「
新
収
蔵
作
品
展」

九
人

week
 

⑥-
0
月―
二
日
（
日）
I-

0
月一
九
11
（
日）

「

W
i'
C
と

む
す
ん
で
ア
ー
ト
ひ
ら
い
て

CH
IB
A」
（
さ
や
堂
ホ
ー

ル）

二
人

四
校

―
二
人

ウ
ム（
講
堂
・
さ
や
堂
ホ
ー

ル）

一
校

四
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ダ
ン
ス
公
演
＆
公
開
キ
ッ
ク
オ
フ
・

シ
ン
ポ
ジ

作
家

芦灰
野
登
恵
子

⑤
七
月
二
0
日（
日）

（
里
山
地
区）

作
家�
小
沢
剛

緑
町
小
学
校
有
志

②
い
ず
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③
蓮
池
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

作
家＂
間
島
領一

④
里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「

ア
ト
リ
エ
を
開
こ
う
！」

（
い
ず
み
地
区）

（
蓮
池
地
区）

＊
「

千
菜
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト」
の
活
動
報
告
展
小
及
び 、
作
家
に
よ
る
サ
イ
ト

別
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
艇
開

⑦
二
月一
七
日（
火）
I

二
月
二
二
日
(

H
)

里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「

ア
ト
リ
エ
を
開
こ
う
！」

絵
画
展

「
逝
き
し
芸
術
家
を
偲
ん
で」

「
新
収
蔵
作
品
展」

―
二
日

-
U

一
四
回

一
五
回

-

o
lJ
 
―
一
回

一
五
u

こ九
回

泌
城
中
学
校
・

都
賀
中
学
校
・

悩
脹
中
学
校
の
美
術
部

⑥
八
月
二
u（
上）

「
線
を
つ
く
る
ー

す
い
へ
い
線・
ま
じ
わ
ら
な
い
線・
み
ん
な
で
つ
く

る
線」（
芙
術
館
単
独
企
画）

一
般
参
加（
小
学
生
以
下）

一
．一 ．

人

⑦
し
月
ニ
ヒ
日
(

U
)

ー
九
月一
五
日（
月
・

祝）

①
S

⑥
の
成
果
展
示（
さ
や
党
ホ
ー

ル
・

ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク）

（
二）
そ
の
他
「

千
葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト」

関
迪
北
業

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ダ
ン
ス
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一 ．
七
人

講
師�
南
村
千
里
(

c-

p
ro
je
ct
主
宰）

-
LI
 
―
二
回

八
H

7几
回

「
O
H
一 ．
一
回

-

. 

I」

八
回

「
ホ
ノ
ル
ル
必
術
館
所
蔵

浮
世
絵
風
娯
画
名
品
展」

-

. 

i
几
回

四
五
人

「
逝
き
し
芸
術
家
を
偲
ん
で」「
新
収
蔵
作
品
展」

二
校

．
九
三
人

八
五
人

「
中
学
芸
員
窟
闘
中」

四
校

五
校

二
六
六
人

四
七
人

五
校

一
校

七
校
一
八
二
人

九
人

「
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
所
蔵

「
斎
藤
義
屯
展」

「
2
0
0
3
年
ア
ー
ト

の
旅」「
夢一一
・

深
水
と
大
正
の
女
た
ち」

「
2
0
0
3
年
ア
ー
ト

の
旅」

「
2
0
0
3
年
ア
ー
ト

の
旅」「
大
原
美
術
館
所
蔵
名
品
展」

「
千
葉
芙
術
散
歩し「
天
津
市
芸
術
博
物
館
展」

「
ダ
ン
・
グ
レ
ア
ム
に
よ
る
ダ
ン
・
グ
レ
ア
ム」

四
五 ．
二
人

七
校

浮
世
絵
風
娯
画
名
品
展」

二
校

「
天
津
市
芸
術
博
物
館
展」

fL 、

学
校
と
の
連
携
ボ
業

＊
学
校
側
の
希
望
に
応
じ
て 、
学
公
員
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
対
応

＊
付
に
速
隔
校
の
来
館
を
促
す
た
め 、
「

小
中
学
生
鑑
杖
教
育
推
進
市
業」
を
設
け 、
美
術
館
が
無
料
送
迎

バ
ス
を
用
意

(-
)

児
誼
•

生
徒
の
団
体
鑑
宜

- .
H
 
二
匝

「
夢
ニ
・

深
水
と
人
正
の
女
た
ち」

日

三
回

「
2
0
0
3
年
ア
ー
ト

の
旅」

四
R

四
回

「
ホ
ノ
ル
ル
必
術
館
所
蔵

浮
世
絵
風
景
画
名
品
展
L

四 、

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

横
山
聡
f

- .、

さ
や
常
コ
ン
サ
ー
ト

i

0
月
二
五
日（
七）

五
日

五
回

琵
琶
油
奏
会
「

琵
琶
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー」

（
千
葉
市
美
術
協
会
主
催）

一

八
二
人

じ― ・一
人

出
湘

御
室
美
佐
子 、

(-
)

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク

(- .-)

職
場
体
験
学
習

（
四）

町
の
探
検
学
習

＊
千
葉
大
学
や
地
域
N
P
O
と
の
連
携
巾
業
で
あ
る
「
千
葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
通

称
W
i'

Gw)」
と
の
共
催
巾
業

＊
学
生
メ
ン
バ
ー
と
各
サ
イ
ト（

災
術
館•
N
P
O
等）
の
協
力
に
よ
り 、
サ
イ
ト
ご
と
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

企
画・
展
開

(-
)
「
2
0
0
3
年
ア
ー
ト

の
旅」

及
び
関
連
事
業
(

W
i,
C
A
N
美
術
館
サ
イ
ト
・

プ
ロ
ジ

①
六
月
二
四
日（
火）

講
師

口佐
藤
時
啓（
作
家）

「
ダ
ン
ボ
ー

ル
カ
メ
ラ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト」五

八
人

五
人

.
-
1
五
人

花
見
川
第一
小
学
校
六
年
生

②
六
月
二
九
日（
金）
ー

九
月一
八
日（
土）「
砧
城
中
学
校
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
2
0
0
3」

講
師:
Phe
ro
mone
 (フ
ェ
ロ
モ
ン
／
作
家
グ
ル
ー

プ）

／「
中
央
区
ふ
る
さ
と
ま
つ

り」
(

-

0

月一
九
u
(

U
)

)

に
参
加

葛
城
中
学
校
美
術
部
有
志

一
六
人

「
風
の
丘 、

風
の
詩」

一
五
八
人

③
七
月
七
u（
月）
I

七
月―
一
日（
金）

桜
木
小
学
校
丘
年

講
師乙
作
問
敏
宏（
作
家）

④
七
月一
0
日（
木）

講
師：
大
巻
伸
嗣（
作
家）

⑤
六
月
二
九
H（
日）
1

几
月一
五
日(
H
・

祝）

「
斎
藤
義
重
展」

「碑タ
ニ
・

深
水
と
大
正
の
女
た
ち」

「
2
0
0
3
作
ア
ー
ト

の
旅」

「
人
原
芙
術
館
所
蔵
名
品
展」

「
千
葉
美
術
散
歩」

「
花
は
ど
こ
へ
行
っ
た」

都
小
学
校
六
年

「
天
津
市
芸
術
博
物
館
展」

「
ダ
ン
・
グ
レ
ア
ム
に
よ
る
ダ
ン
・
グ
レ
ア
ム」

（一 →）

鑑
費
リ
ー

ダ
ー

ー

・

＊
児
ャ｀•
生
徒
の
団
体
鑑
打（
↓
斤
ー(-

)
の
た
め
の
ガ
イ
ド
活
動）

「
2
0
0
3
年
ア
ー
ト

の
旅」「
大
原
美
術
館
所
蔵
名
品
展」

「
千
葉
芙
術
散
歩」「
天
津
市
芸
術
博
物
館
展」

「
ダ
ン
・
グ
レ
ア
ム
に
よ
る
ダ
ン
・

グ
レ
ア
ム」

（
三）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
運
営
補
助

r―
一
回

一
校

1．
校

「
2
0
0
3
年
ア
ー
ト

の
旅」

関
連
ワ
ー
ク
ショ
ッ
プ
「

線
を
つ
く
る」（
八
月
「
U
)

ェ
ク
ト

六 、

ア
ウ
ト
リ
ー

チ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム

五）

千
葉
市
悩
エ
・

美
術
担
当
教
諭
鑑
11
教
育
ボ
業
（
八
月
二
0
日）

- .)

教
職
員
の
団
体
鑑
貫（
研
修 、
研
究
会
に
よ
る
利
川

一
校

四
人

一
校

q

L
.
、

f-

)
 

•
L
\

-
1
)
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「
ゆ
か
り
の
家
・
い
な
げ」

「
IIJ
神
谷
伝
兵
衛
稲
毛
別
荘」

）

施
設
の
公
開
（
公
開
H
数
と一

月
ま
で
の
見
学
者
数）

六、

0
几一
人

四、

0
0
四
人

1

じ
1
11

二
几
五
日

制
作
室

の
ベ
一
六
一
団
体

（．一）

施
設
の
利
川
者
数二、

九
八
ヒ
人
（．一
月
ま
で）

二、

四
六
五
人
（
「
月
ま
で）

屎．
小
室

四―
1
団
体

一
月
万
u
|―
一
月．
六
11
「
Chiba
At1
 Flash'
0'.1」

三
月
二
u
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